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機械振興会館 B2 大ホール

第1号 議案 94年度事業報告及び決算案について

第2号 議案 95年度事業計画及び予算案について

第3号 議案 協会事務所移転案について

第4号 議案 理事の選任について

第5号 議案 その他



東 京 タ ワ ー 前 に

協 会 事 務 所 移 転(案)

東京港区は情報村 とも云われ、電子工業振興協会などコンピュータ関連団体が数多 く

所在 しており、これ ら団体 とより密接な連携を保 って行 くために、今回下記へ移転する

ことに致 した したい。

移 転 先 東京都港区芝公園3-5-12

         真田ビル3階

     (1階 は薬局になっています。)
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一
機 械 翻 訳 と期 待 され る業 務 生 産 性

需要予測研究会

は じ め に

 需要予測研究会は93年度において 「翻訳需要及び

機械翻訳需要の中長期予測」を行ったが、94年度は

「機械翻訳の導入と生産性」問題に取り組む事にし

た。

 国際化の進展で昼夜をとわず、外国情報文書が飛

び交う中で、言語の壁に常に遭遇する。これがまた

情報流通の障害ともなっていることは云うまでもな

い。この言語障壁を打ち破るために、機械翻訳シス

テムが商品化されて既に10年 を越えるが、改めて

機械翻訳がオフィス業務の生産性向上にどの程度貢

献 しているのかについて検討を加えることにした。

 生産性向上策にっいては、過去において様々な対

応策がとられ、それぞれ成果が発表されているが、

機械翻訳と生産性についての詳細なデータは極めて

乏 しいのが実状である。本来これら詳細なデータを

収集するために、各種実態調査を行 うべきではある

が、これがためには膨大な資金や労力を必要とし、

協会の独自予算や体制では到底調査は不可能に等 し

いQ

 しか し翻訳業界のみならず、産業界のおかれてい

る現状からすれば、あえてこの問題に取り組むこと

にした。それがため、当研究会では7回 にわたり専

門家を招いてヒアリングを実施 し、また生産性に関

する既存の文献や資料を収集 して分析、討論を行い、

その結果を報告書として取りまとめた。従って定量

的な数値データに基づく予測値まではまとめること

ができず、定性的な報告にならざるをえなかった。

ヒアリングの結果については協会のAAyTジ ャーナル

No.9～llに掲載されているので参照願いたい。

 また報告書の総論部分[1]は 菊池委員長による

「問題提起と検討にあたっての視 点」に関する論文

であり、各論は討論に基づき事務局でとりまとめた

ものである。

研 究 会 メ ンバ ーは次 の通 り。
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1[総 論]

機械翻訳の導入によって期待される生産性向上

1.従 来 の議 論 か ら

 91年 以降、日本経済の成長は減速 した。マクロ

的な生産性の向上 も低下した。そして、雇用不安が

現実のものとなった。70年代か らおよそ20年間、鉄

や石油化学などの素材産業や自動車組立産業は主軸

産業としての役割を果たしてきたが、円高の急速な

進行によって国内生産の比較優位も衰え、国内の垂

直的産業構造が崩壊し、雇用吸収力の空洞化が進行

している。

 80年代の成長の一翼をになった資産運用関連産業

は未だに不良債権を整理できず、ス トック不況の火

中にある。他方、情報通信関連産業は高度情報社会

を背景に、そして、健康医療関連産業は高齢社会を

背景に、新たな成長の核となりっっあるが、情報通

信関連産業は、元来、経済活動の派生需要の性格が

強 く、自らの独立需要を見っけ出せず、制度政策の

変更に望みをかけている。健康医療関連産業は、技

術革新と規制緩和の影響が長期にわたって生じる産

業の一つであるが、過度な期待需要が生活基盤の拡

充分野に集中したため、価格レントが発生 し、成長

のボ トルネックに入り込んでいる。

 このような停滞期から脱出するためには、実質的

な生産性を上昇させる必要がある。市場が順調に拡

大し、雇用不安 も顕在化 しないような時期には、生
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産性改善の議論は、量的な側面から質的な側面へ、

そして、脱生産性という変遷を経て、形骸化する傾

向がある。

 しかし、90年代はその方向を変えて、 「21世紀に

おける生産性の再設計」を試みる必要がある。

 第1期 の生産性改善の議論は、製造組立て工程労

働者の効率化であった。そして、事務労働者が急速

に増大する中で、OA化 による事務処理効率の改善

が進められたのが、第2期 である。第3期 には、生

産から販売、さらには、研究開発までの一蓮 のシス

テムの中で働 く各部門の労働者を効率的に束ね、有

効活用していく方向が追求された。生産部門を中軸

にしたCIMシ ステムや事務部門の高度化を目指 し

たマルチメディアを導入することによって、情報ネ

ットワークの構築による生産性の改善が進められた。

 情報ネットワークは、社会経済の新いインフラと

して利用できるようになりつ、ある。今後は、物流

と情報流の複合的な効率を改善することが、より一

層求められるだろう。ここまでが現在の状況である。

 この後、第4期 として登場 してくるのが、経済的

資源の有効利用という視点に基づいた議論であり、

高い生産性を維持するために、どのような産業経済

システムを組み合わせて選択するかという段階に到

達すると考えられる。

 そこで、機械翻訳という特定の技術、あるいは、
一連 の産業技術群に裏づけられた行動様式が、生産

性をどのように変化させるのかを考えて見る。その

場合、少なくとも、次の5っ の議論を踏まえる必要

がある。

1.機 械翻訳産業の生産性向上は把握できるのか

2.機 械翻訳を利用することによって、生産性は単

 線的に向上するのか

3.こ れからの生産性向上にとって、主役か、ある

  いは脇役か

4.

5.

産業構造 ビジョンに基づいた場合、機械翻訳を

どのように位置付けるべきか

機械翻訳による情報消化率の上昇はマクロ的生

産性向上をもたらすか

2.機 械翻訳と生産性向上に関する新たな視点

 まず、いくっかの疑問に答える形で論を進めるこ

とにする。

(1)機 械翻訳産業の生産性向上は把握できるのか

 現段階においては、残念ながら、いわゆる 「機械

翻訳産業」として独立した意義は存在しない。これ

までは、産業としての区分を必要としなかったから

である。 しかし、生産性を考える場合には、この産

業区分が必要となる。つまり、機械翻訳産業の中で

開発され、提供された一連 の技術 ・システムが、産

業内部における生産性格差をどのように発生させて

いるのかを知らなければ、機械翻訳という新しい商

品のもたらす経済的付加価値を明確にすることがで

きないか らである。

 さらにまた、機械翻訳産業が成長することによっ

て、マクロ経済的な視点から、産業外部に対して、

どのような生産性向上の波及効果を もたらすのかを

知ることは、停滞する経済を活性化させるための

「新サポーティング産業群(New Support ing

Industries)」 を再編成 しようとしている日本経済

にとっては、極めて重要なことではないだろうか。

 ここでは、機械翻訳産業を図1の ように区分 し、

機械翻訳のアクティビティを業態として、便宜的に

分類しておく。

(2)機械翻訳を利用することによって、生産性は単

 線的に向上するのか

機械翻訳産業 機 械 翻 訳 ハ ー ド供 給 産 業(器 、部品等の生産・供給事業碗 囲)

機 械 翻 訳 ソ フ ト供 給 産 業(基 本ソフL醐 ユーサツ フト等の企酢 縣 業の鯛)

機 械 翻 訳 イ ン フ ラ 産 業(通 齢71ワ ー端 、冊 図甜 、縦 資科等のグループ共靴 財の鯛)

機 械 翻 訳 サ ー ビ ス 産 業(猟 豚 の支搬 よっ砿 立する鰍 業蒲 報提供サーピスの翻)

機 械 翻 訳 高 度 化 産 業(マ ルチメディアに岨込んだ醸 朋 は る国際悶サービス事欝 の鯛)

図1 機械翻訳産業の分類
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 生産性の変化に対する影響は複合的であると考え

るべきである。従って、単線的な向上よりも、む し

ろ、非線形的な変化、あるいは、「2桁 、3桁の変化」

があり得ると予測する。このように考える根拠は、

機械翻訳のインプリシット要因(Inplicit factors:

隠された要因)が 多様であることに基づいている。

 例えば、労働生産性を考えてみる。この指数の分

子は生産活動量であり、その分母は労働投入量であ

る。

 今、機械翻訳のエクスプリシット要因(Explicit

factors:明示された要因)を 製品 ・システム設計上

で具体化されている範囲であるとするならば、それ

らの要因が生産活動量にどのような影響を与え、さ

らに、労働投入量をどのように変えるのかというこ

とは、過去においてOA化 の影響が検討された場合

と同様に、ある程度想定することが可能である。

 しかし、機械翻訳の場合、いわゆる、裏に隠され

て見えない要因、インプリシット要因の影響が大き

いといわざるを得ない。一般 的に、インプリシット

要因の多くは生産性の改善にとって不安定な側面を

含んでおり、また、それら要因の計測の在り方にも

いろいろな課題が多い。では、機械翻訳にとっての

インプリシット要因とは何かを具体的に考えてみる。

 まず、第一のインプリシット要因は、社会資本の

整備状況を代理するインフラ・コス トである。生産

性向上をもたらすはずのシステムは、往々にしてそ

のシステム開発における製品イメージ、または、製

品設計の範囲が極めて部分的である。他のシステム

との共存関係、相互依存的な関係がなければ、機械

翻訳による生産性向上は顕在化しにくい。このよう

に部分と全体から成り立つシステムを考えた場合、

社会的インフラ、産業的インフラ、さらには社内的

インフラの整備状況は、機械翻訳の生産性に対する

貢献度を左右する大きな要因となる。

 第二のインプリシット要因は、サーチ ・コス ト、

あるいは情報検索費用と呼ばれる分野に属するもの

である。例えば、日本語から英語に、英語から日本

語へ翻訳するための機械的システムは、日本語また

は英語というもの ～情報検索費用を軽減するという

役割をになっている。情報検索費用自体が軽減する

ことによって生じる生産性への影響は極めて大きい。

 第三のインプリシット要因は、教育コス トの問題

である。機械翻訳の性能評価は、単に標準化された

評価項目を確率的に合格すれば良いというものでは

なく、機械翻訳を使う人間の教育水準、または、そ

のシステムを使 う以前に投入された教育コス トの累

積額に大きく左右される。例えば、コンピュータ教

育と英語教育に馴染んだ世代と、それ以外の世代と

の間には、機械翻訳による生産性格差が発生する可

能性が高いと考えられる。そして、機械翻訳によっ

て生 じた付加価値は教育の機会費用(Opportun i ty

C(,st)を上回るものと期待される。それゆえ、新し

い教育を受けたものが社会の中で生産性の向上を担

う仕事に参加するようになれば、今後、機械翻訳に

よる生産性向上は急増する可能性が高い。

 第四のインプリシット要因は、複合材の問題であ

る。機械翻訳による生産活動は、翻訳された複製情

報という範囲を越えて、情報収集の新 しいスタイル

あるいは、独自の商品的価値を作り出す可能性が高

い。在来製品の上に機械翻訳という新 しい上着を付

加することができれば、実質的な価値の増殖が実現

する。

(3)これからの生産性向上にとって主役か、あるい

 は脇役か

 現在、マクロ的にみた場合、生産性に関する議論

は、物流と情報流の複合的な効率を改善するための

システムをどのように導入するべきか、という段階

に入っている。特に、そのために必要な法制度上の

改善、人材面の教育方式等は新システムを開発導入

する側にとって重要な課題になっている。これから

は、さらに進んで、経済的資源の有効利用という視

点に基づいた議論へと発展し、より総合的な観点か

ら経済システム自体の生産性を維持するための検討

が行われるだろう。

 例えば、最近話題になっている「夏時間」の導入と

いう構想は、たった30分の時差が日本経済の中に生

じるだけで、新規市場が発生し、産業の生産性が向

上すると期待できるのであるから、まさに、経済的

資源を有効利用する仕掛けの一つであるといえる。

 同様な議論は、知的生産の高度化にも言える。「知

的生産の技術」とは梅樟忠夫の言葉であり新規なも

のではないが、知的生産の高度化は日本経済の発展

方向として選択すべきシナリオの一っである。これ

からの生産性向上にとって主役となるはずである。
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メデtア難 別

電気遜信、董送看8など

文書、新聞、ビデtオなど

映西、演鹸 ど

侯 給 情 蟹 量(a)

5.54x10'°w

2.85×10'°w

9.83×10'6w

消 費 情 蟹 量(b) 【81年度比】

1.08x101°w  [1.80 ]

8.62x10',w   [2.30鶴 」

6.39×10'Sw  [1.08 1

情縮清忙宰(b!a)   [81年 度髄]

19.5X [21.7x)

30.2X [21.3X]

65.0% [58.4%]

(賀舞) 平礒5年逼信白書参ら試算

図2 1991年度における知的生産の高度化指標

しか し、現段階では、未だに日本経済の知的生産の

技術は比較的劣位にあるといわざるを得ない。例え

ば、通信白書(94年版)に よれば、日本が世界に向け

て発信 し、かつ、世界から受信する情報総 量は、双

方ともに、アメリカの1/4に 満たない。また、供

給された情報の消化率は、1991年時点で電気通信、

放送番組などメディアを通 じた場合には約20%、 文

書、新聞、ビデオなどの情報媒体を通 じた場合約30

%、 映画や演劇などの場合には約65%に とどまって

いるという推計が報告されている。

 しかし、この十年間の進展は大きかったのではな

かろうか。規模的な拡大は、映画や演劇などの場合

を除いて、急速に行われた。また、情報消化率は、

十年の間に、電気通信、放送番組などメディアを除

いて、飛躍的に上昇している。「知的生産の技術1の

分野において、量的な拡大を可能にするような技術

革新と並行 して、情報の消化を高めるような技術革

新が行われたのであろう。

 では、「知的生産の技術」としての機械翻訳のアク

ティビティはどのような機能をもっているのだろう

か。基本的には、[図3]の ような機能が考えられ

る。

 このような機能を備えている機械翻訳は、これか

らの生産性向上にとって、必要不可欠なものとなる

(4)産業構造 ビジョンに基づいた場合、機械翻訳を

 どのように位置付けるべきか

椴械翻訳 の基本椴能

 情 報 消 化 率 の 上 昇

 (情羅の供絵が消費可能な形で提侯されることによ,て、消t率が上昇する)

 翻 訳 サ ー ビ ス の 生 産 プ ロ セ ス に お け る 時 間 短 縮

 (蓄積墾の情艦、員びネ,トワーク封応が可髭になることによって、生産の詩,鎗率び魂薔する)

 翻 訳 サ ー ビ ス の 高 付 加 価 値 化

 (情縮麺理がパーソナル化することによって、8課サーヒスの高付蟄価値壷二が達七)

 機 械 翻 訳 市 場 の 創 出

 (在豪の鋤設サーヒスとは異電った唇合的なサービス闘髪が逢み、惰著O鍵棲菰大が生じる)

 新 職 種 の 形 成

 (機蟹置認産業の虞長と共に、それに付堕した瓢騒看が生まれる)

 経 済 成 長 の 推 進 効 果

 (情輻の量駒鉱大効呆と情馨の消化率の上昇Sどを介して、インプリシ,卜要因が噴善されるとともに

 経済礒長を搾し上げる)

図3 機械 翻訳 の基本 機能
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労匿生産惟の変化の案種と予泓   (牢雫均窒化睾 x)

t.鉱 業 ・建 設

2.非 耐 久 消 費 財(餌 品湘 級 品)

3・ 非 金 属 系 素 材

  (パルプ・蟹、化学製品.石油・石崖製品、窯業士石)

4.金 属 系 素 材(鉄 鑑、非鉄金属、金属製品)

5.電 気 ・電 子 機 械(民 生用職 ・電子器 、

  コンビュー4,通信機器、半導体・IC.重 電機器)

6.輸 送 機 械 ・産 業 機 械(一 腿 嫉、

  輸送機榎、蹟岳擾域)

7.そ の 他 製 造 業

8.電 気 ・ ガ ス ・熱 供 給

9.水 道 ・廃 棄 物 処 理

10.流 通 ・運 輸(卸 売・丁売、遅翰)

1t.資 産 ・情 報 媒 介(鐙 課 険、不動産、

   通信、腿)

12.教 育 ・医 療 ・公 共(禰 漏 究、

i
   医痘・保健、公B)

13,産 業 関 連 サ ー ビ ス(広 告.儲 サービス

   リース、メンテナンス、法蔑・会計サーピス)

14.生 活 関 連 サ ー ビ ス(糠 サーeス、

   蚊食唐、櫨筐、クリーニング、理美容)

15.そ の 他(置 赫水産、その他)

ー 計
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表1 労働生産性の変化の実績と予測(産 業構造ビジョンに基づ く数値)

 通産省が想定する最新の産業構造 ビジョンに基づ

いた場合、各産業の生産性は[表1]の ようになる。

 基本的なトーンは、このまま放置 していると生産

性が急速に低下してしまうので、政策的対応が必要

であると言うものである。政策的対応によって、産

業全体の底上げが可能になり、特に、流通 ・運輸部

門、産業関連産業サービス、生活産業サービスなど

では、飛躍的に生産性が改善する。しかし、いくっ

かの特定業種では、政策的対応を しても80年代後半

の実績を回復できないものと見ている。

 機械翻訳産業の貢献は、産業全体の底上げとして

も期待できるが、むしろ、流通 ・運輸部門、資産 ・

情報媒介、教育 ・医療 ・公共、産業関連産業サービ

ス、生活産業サービスなどに強い影響をもたらすと

考える。「知的生産の高度化」を進めるために、機械

翻訳産業は役割を担う必要がある。
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(5)機械翻訳による情報消化率の上昇はマクロ的生

 産性向上をもたらすか

 統計データが不備なために統計的検定に基づ く議

論ができないのであるが、弾力性モデルの考え方に

基づいて、機械翻訳による情報消化率の上昇はマク

ロ的生産性向上をもたらすかどうかを検討して見よ

う。

 まず、91年度の機械翻訳供給量は、およそ2.87×

1011ワー ドである。機械翻訳された情報は100%消

化されたものと仮定 してみると、機械翻訳がなかっ

た場合に比べて、実績のマクロ経済的レベルの情報

消化率は、約0.007%ポ イントだけ上昇 したことにな

る。

 次に、マクロ経済的レベルにおける生産性の上昇

に関するデータを用いてみる。85年を基準にして、

労働生産性は、80-85年期には2.37%上 昇 している。

85-90年期には1.76%の 成長に落ち込み、また85-91

年期には、3.03%台 に回復 している。そこで、情報

消化率の変化に対して、何パーセント程度の労働生

産性の変化があったと考えられるのかを試算 してみ

る。使えるデータは80-91年期である。

 情報消化率がマイナス1.0%ポ イントの場合には、

約0.47%ポ イント相当の生産性が低下する。逆に、

プラス1.0%ポ イントの場合には、約0.21%ポ イント

相当の生産性が上昇する。プラス方向とマイナス方

向では、非対称な動きが推計された。

 暫定的な推論ではあるが、情報消化率の変化はマ

クロ的な労働生産性に強い影響を与えているらしい

と考えられる。

ll[各 論]実 態論に基づく生産性

1.生 産性向上の必要性

(1)関 連業界を取り巻 く環境の変化

 今年に入って、まさに「危機の時代の到来」と云っ

てい＼ほど様々な事件や災害が勃発 している。1月

には全く予想だにしなかった阪神大震災が発生 して

阪神地区は瓦礫の街と化し、2月 には2信 金が倒産

して金融の安全神話が崩壊、3月 にはまたまた急激

な円高の波が到来 し、円は史上最高値をっけたかと

思えば、4月 には有史以来の最低の公定歩合の設定

や、東京、大阪ではタレント知事が誕生し、国民の

既成政党や国政に対する期待感の欠如をあからさま

に現出させた。またこの間、東京の地 ド鉄サ リン事

件や凶悪な警察庁長官銃撃事件なども発生 し、社会

不安をつのらせるなどの出来事が続いている。

 93年ll月 に、「バブル崩壊後の景気低迷を脱し、回

復基調に転 じた」との政府発表があったが、それか

ら現在まで、早や1年 半を経過 したにもかかわらず
一般消費サイドでの実感としては景気回復感には乏

しい。

 バブル崩壊後の リス トラ対策として種々とられて

きたもの、中で、大きな特徴としては長らく培われ

て来た日本的経営慣行でもある生涯雇用制度、年功

賃金制度の改革が進行しっつあり、日経連でも定期

昇給の見直し、業績反映型賃金制度などを提唱して

いる。またホワイ トカラーの生産性向上策もが大き

く叫ばれた。そして中高年者を対象にして関連会社

への出向や早期退職勧奨なども実施されたとのこ1

一スも数多く流れた。この結果95年2月 末での完全

失業者は199万人に達 し、85年以来の失業率としては

最高のものとなった。

 このようにして、ようやく経営再構築の体制が整

い、94年度決算では、製造業ではようやく増益の声

も出始めたが、金融証券業では未だにバプルのツケ

が大きくのしかかり、暗雲が晴れぬま＼大震災の発

生による復興財源の確保や、株価低迷による経営資

金の枯渇なども目立ちはじめ、さらには日米経済交

渉の決裂など、再び新たな火種が降りか ＼りつ ＼あ

る。

 翻訳業界は大阪万博が開催された頃から、産業界

の翻訳ニーズが高まり、業としての翻訳会社が誕生

して行ったが、それまでの企業における翻訳業務は

外大出身の海外担当者によって社内処理されいたし、

またその他の部門でも惜般社員が何とかこれら翻訳

をこなしていたというのが実態である。企業の翻訳

業務が現在のように各部門に及ぶにつれて、翻訳会

社へ外注するケースが増大 し、85～9〔}年には翻訳企

業数 もピークに達 した。

 翻訳サービス業は翻訳会社、一一般企業の翻訳専門

部門、及び印刷会社が印刷物と共に受注し、翻訳も

代行するという3つ の形態に区分されているが、90

年以降のバブル崩壊によって、一般企業の資金の枯
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渇もあり、また機械翻訳 システムの商品化 もあって、

翻訳の内制化に取り組み始め、また外注するにして

も極端なコス トダウンを要求する状況になっている。

 翻訳業務は当初輸出の増大もあって日英翻訳が多

かったが、90年 以降輪入の促進策 もあって、外資

系企業や海外企業か ら英 日翻訳の需要も増つ ～ある

が、日英に比べて英 日翻訳は価格も安く、ピーク時

の売上水準まで回復 しておらず、リス トラも引き続

き行われている。

 翻訳業務は知的集約業務だけに、生産部門のよう

な革命的な生産性向上策が見いだせず、厳 しい生存

競争を強いられている。

(2)海外投資と翻訳ニーズの動向

 不況打開策としては種々の対策がとられてきたが、

海外投資もその1つである。過去の海外直接投資の

動向を調べてみると、それぞれの時期においてそれ

ぞれの特色が見受けられるが、これを簡単に振り返

ってみよう。

 1964年、東京オリンピック開催準備のために新幹

線や高速道路網、ホテル建設など社会資本の整備が

基幹産業中心に進められたが、オ リンピック後はそ

の反動としての不況が訪れた。この時期の不況対策

として製造業は生産や在庫調整、販売網の強化のた

め生産部門から営業部門への配置替え等が実施され、

比較的短期間にうちに好調な海外景気に支えられて

不況期を脱し、60年代後半は世界が目を見張るよう

な高度成長期を迎え、海外での販売拠点設置や海外

販売網への投資が増大した。海外での販売について

は、国内と市場環境や購買慣習も異なり、現地での

販売活動は現地人に頼 らざるを得ず、従ってこの頃

の翻訳ニーズは、現地において現地人による商品カ

タログや説明書の制作というものが多かった。

 60年代の終わり頃には景気 も安定成長へと移行 し

始めたが、70年代のはじめにアメリカの ドル防衛策

ともあいまって、それまで1ド ル360円 の固定相

場が変動相場制へと移行し、日本の輸出産業に大き

な動揺が起こった。さらにこれに追い打ちをかける

ようにして、72年には中東の原油価格が高騰、エネ

ルギー源を中東の原油に頼っていた日本は急激な生

産コス トや物価の上昇を招 くにいたり、これがため

国際価格競争力の弱い商品はコス ト吸収のため韓国

台湾などNICs諸 国へと生産 シフトを始めた。こ

れが海外直接投資の第1期ともいえる。

 この段階での海外生産 シフトは加工生産形態の傾

向が強く、資材や部品、技術は日本から輸出し、現

地でアッセンブリー加工するといった形態が強かっ

たが、アメリカでは国内生産が空洞化するほど海外

への生産シフ トが進められた。一方国内生産では積

極的な生産設備の自動化や物流の合理化が進められ、

コス ト吸収に努めた結果、国際競争力も強化され、

70年代後半に入ってからは輸出量の増大へと進展 し

て行った。

 一方、加工生産で成長をとげたNICsで は次第

に労賃が高騰 して生産コス トにも影響が出初め、ま

た風俗習慣や文化の違いも顕在化 して、労働争議が

多発するようになり、次第に生産シフトはASEA

N諸 国へと展開して行った。
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     図5 日米 貿易 収 支 の推 移

 この頃の翻訳ニーズとしては従来の貿易、海外担

当部門で実施されていた翻訳業務は工場の外注管理

部門へと、翻訳ニーズが広まり出し、またこの頃か

ら翻訳を業とするサービス会社が誕生するようにな

った。

 70年代後半には家電、OA機 器など競争力の強い

商品は輸出に拍車がか＼り、大幅な貿易黒字を現出

して欧米各所で貿易摩擦が頻発 し、これがため欧米

などでの消費地生産へと移行 しはじめた。現地での

雇用の確保やローカルコンテンツ法などの規制もあ

り、部品の現地調達のウエイトを高め、次第にアセ

ンブリー生産から半製品生産や、本格生産へと移行

して行った。

 また発展途上国でも雇用の確保や経済発展を目指

した外資受け入れ優遇策等もあり、また輸出用生産

拠点を目指 した生産シフ トが進行した。

 この時期になると輸出企業の翻訳ニーズも現地会

社だけでは対応できず、国内の技術や資材調達部門

へと一層の広がりを見ぜるようになり、また、輸出

品目の拡大もあって、商品マニiア ルや説明書など

も国内で手掛けざるを得なくなり、独立 した内外マ

ニsア ル制作部門が誕生 していった。

 マニュアル制作、処理のためにDTP技 術が開発

され、また85年には第2世 代の機械翻訳システムも

商品化された。

 輸出量の増大に伴 う国際収支の大幅な黒字 もあり、

1985年、プラザ合意がなされ、当時1ド ル240円前後だ

った円も、じりじりと上昇に転じ、1年半後の87年に

は120円 前後にまで円高水準となった。これにより

輸入商品は円高メリットを受けて一一部低価格化が期

待されたが、流通段階における合理化のおくれや各

種規制に阻まれて、卸売り物価の低下にもかかわら

ず消費市場価格は期待されたほどの値下がりを見せ

なかった。輸出入バランスは常に出超傾向を持続 し

たが、輸入品目では繊維、食料品、輸送容器機など

が増加し、これによって海外企業からの翻訳需要も

増加 して行った。反面輸出価格は高騰 し、一層のコ

ス ト吸収を図るためにASEAN諸 国への生産シフ

トの展開がはかられるようになった。これが第2期

ともいえるがが、貿易収支は依然黒字基調を続け、

80年代後半には資金コス トの安い海外での資金調達

のために金融部門の海外進出も目立ち、貿易黒字を

海外不動産や文化資産の購入などの直接投資へと向

けられるようになった。資金の海外への還流により

円相場は比較的安定 した動きを続けた。国内にあっ

ては内需拡大政策に並行し、土地、住宅、証券投資

にも向けられ、バブル景気を招来 したが、過熱 した

投資は地価の高騰等につながり、またこれが家賃や

諸物価を押 し上げ、また若年労働力、特に技術者層

の需要増大 もあって賃金 も上昇、購買力平価は世界

一高い水準となった。94年ll月 時点で東京を1〔}〔,と

すればニューヨークは65.8、 ロンドンは66.7、パ リ

は69.9ベ ルリンは69.4という物価水準で、誠に住み

は極端な物価高、更に円高にもよるが、賃金の高騰

のもあり次第に冷え込み、消費とのアンバランスと

もあいまってバブル崩壊へとつながった。バブル崩

壊後は多くの不良債権を抱え込む企業も増え、海外

への直接投資 も陰りを見せはじめ、逆に海外短期純

資産の回収 も進められ、これがため今年に入って一

挙に円高へと突入していった。それでも日本の海外

純資産は94年末で6890億 ドルと世界一となっている。

 生産コス トの削減は価格構成要素でもある技術コ

ス トの低減 も必要とされ、また途上国の成長と技術

力の向上 もあり、最近では現地での完全生産だけに

とどまらず、技術拠点としての海外シフ トも目立 っ

てきている。このように製造業では今や人事、法務、

経理部門をも含めて、殆ど全部門にまで翻訳ニーズ

が拡大し、企業オフィス内では毎日外国文書が飛び

交う状況を呈している。

 当研究会が昨年度に推計した翻訳市場規模は90年

度は4,760億 であったが、95年度では7.59〔1億にもな

る翻訳ニーズが拡大する傾向を示めしている。
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2生 産性向上への取り組み

(1)オ フ ィス生 産性 向上 の 取 り組 み

 企業における生産性向上対策は全部門における日

常のテーマである。先にも述べたように、70年前後

は生産の自動化や無人化等のFA(フ ァクトリオー

トメション)に よる生産性の向上、それに引き続き

RA(物 流の合理化、自動無人倉庫や、 トラックタ

ー ミナルの建設、商品入出庫の情報化)等が導入され

たが、70年代半ばからはOA(オ フィスオー トメー

ション)化 へと展開した。

 60年代後半において輸出業務の拡大、商品開発の

多角化などによりオフィス業務はより複雑化 し、ま

た多様化 していった。また工場の省力化、自動化の

進展に伴い、オフィス部門への人材移動がはじまっ

た。

 60年代における製造業のハワイトカラーとブルー

カラーの比率は20対80位の比率であったが、高学歴

化、生産の合理化や海外進出も進んで、74年を境に

して日本は「工業化社会から情報化社会、サービス化

社会」と転化 したと各種マスコミ等でも述べられた

ように就業構造 も大きく変化 した。そして工場部門

からオフィス部門への人材移動が進み、現在ではホ

ワイ トカラー比率は63.5%に達 している(雇用情報セ

ンター資料)さ らに1983年からの10年間の就業者は

171万人であったが、その80%以上が専門的、技術的、
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管理的、事務、販売等のホワイ トカラーであった。

(総務庁労働力調査)

 このよう傾向は国内総生産が高い国ほどホワイ ト

カラー比率が高いといわれ、欧米先進国もこの例外

ではないが、このオフィスにおける生産性がしば し

ば問題となる。

 オフィスにおける生産性は 「65年からの10年の間

に工場の生産性は90%も 向上 したにもか＼わらず、

オフィス業務の生産性は4%し か向上 していない」と

いうSRIの レーポトが発表されて以来、国内の全

産業でオフィスオートメションへの取 り組みが始ま

った。

 企業内でOA委 員会なども組織され、業務内容の

見直しや生産性向上意識の高揚、生産性向上をサポ

ー トするツールとしての情報機器の導入などOAブ

ームがわきおこった。更には快適なオフィス環境を

作り出すためにオフィスインテリアやオフィス家具、

さらには建物全体を情報装備させるインテリジェン

トビルまでOAの 一環として積極的に導入された。

 情報伝達の拡大には複写機が、情報伝達のスピー

ド化のためにFAXが 、ある程度の技能を必要とし

たソロバ ンも電卓や科学計算機の普及により特別な

習熟を必要とする事なく計算事務の正確化とスピー

ド化に貢献したし、また日本語ワープロの出現は文

書作成のスピード化と文書再利用にも著しく生産性

を向上せ しめ、更に電子計算機も当初の汎用コンピ

ュータによる トータル処理か ら部門処理用のオフコ

ン、さらにパーソナルユースとしてのパソコンなど

が数多くオフィスに導入され、データ蓄積や表計算、

文書作成等に利用された。機械翻訳関連については

「電訳機」と名付けられた現在の電子手帳タイプの商

品が発売されていたが、これはむ しろオフィス用と

いうよりもパーソナルな学習用、旅行用として普及

した。

 しかしこれら機器を導入してどれだけ生産性が上

ったのかという数値的な資料は極めて少ない。それ

ほどにオフィス業務が極めて多角的で、多様化して

おり、また属人的な要素も多く、生産性を測定する

方法やデータが中々っかみ得ないことにある。

 ただこのような情報化投資とGNPの 伸びを対比

した資料は存在 し、情報投資を上回る生産性を維持

している。

 また個々の企業のみならず、インフラとしての情
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報化整備 も強力に進められ、80年代には日本列島を

縦断する光ファイバーを使用 したデジタル通信回線

網も設置され、国内的にも大量情報の即時化への取

り組みが実現 している。また放送衛星や通信衛星 も

打ち上げられ、国際的にも情報の伝達や収集に威力

を発揮 しているが、これを一般 に強 く意識させたの

は湾岸戦争時におけるニュース情報ではなかったか

と思われる。

 さて、このようにオフィスにおける生産性は定型

的な業務にっいてはOA機 器、 OAシ ステムの導入

あるいはネットワークの利用により効果をあげては

いるが、オフィス業務の本来的な目標は創造性の生

産にある。他社とあるいは他国と同じ事をやってい

たのでは競争に勝てないし、他社が進歩すれは現行

知識や制度は必然的に陳腐化 しまうのである。創造

性を発揮するサポー トシステムとしてAIが 脚光を

浴びた時期もあったが、これ も専門家レベルの知能

システムは利用出来ても、人間をはるかに上回るよ

うなAIシ ステムは出現せず、新 しい創造性を発揮

していくのはやはり人間である。

 この創造性の発揮については時間通り、計画通り

に創出出来るものではない。 したがって最近ではそ

のプロセスはあまり問われず、その結果、成果だけ

が重視されるようになった。これがため就業環境も

フレックスタイム勤務制や在宅勤務制の導入や内外

学会や同業団体との交流も積極化されている。

 しかしバブル崩壊後はリス トラ対策として、この

ホワイ トカラーの生産性が問題視され、特に中高年

就業者層に焦点が当てられてい。過去において生産

の自動化、物流、商流の合理化、海外生産シフトな

ど種々の対策がとられ、それが定着 して以来、残る

対策としてホワイ トカラーの生産性に厳 しい目が注

がれている。

(2)ホ ワ イ トカ ラー の現 状

 ホワイトカラーの生産性についてはここ数年来、

各所で激烈な論議が展開されている。「ブルーカラー

の生産性に対 してホワイトカラーの生産性が低い」

と云う主張に対し、「ホワイトカラーの生産性算定の

根拠が極めて不明確であり、またそれを数量化する

ことさえ困難」というものである。また 「ブルーカ

ラーの生産性向上のシステムや方法論を作 り上げて

きたのはむしろホワイ トカラーの寄与する所が極め

て大きい」さらに 「研究開発などは企業の将来の繁

栄への投資であって、工場などの生産性算定と同一

視するにはなじまない」との見方もある。

 しかし社会経済生産性本部が94年9月 に発表 した

「1992/91年 労働生産性の国際比較」という資料に

よると、① 「92年の国民1人 当たり実質国内総生産

GDPは 前年からo,s%の伸びにとどまったが、日本

を100とするとアメリカは121、 カナダは106の水準と

なっている。②GDPを 就業者総数で割った国民経

済生産性は日本を100とすると、アメリカが136、 フ

ランス118、 ドイツ109であり、また前年からの日本

の伸び率は先進11力国でもっとも低い水準である。

③業種別にはアメリカを100とすると運輸通信業が

63、公共、社会、個人的サービス業は64、商業も70で

あり、国際的にみても生産性の低さを指摘 している。

 生産性とは投入量(額)に対する算出量(額)の比率

として定義される。欧米では生産性向上、さらには

付加価値生産性の向上のために投入量(人 、物、金)を

削減するため就業者のレイオフや、工場の閉鎖、統

合などが比較的簡単に行われる傾向がある。その点

終身雇用制をとってきた日本では雇用者の生活維持

のため、経営の多角化や高度化、業種転換、国際化

などで対応してきたのである。また製造業ではこれ

まで述べて来たように、生産設備の自動化や無人化

など殆どやり得る合理化はすべてやり尽 くてきたの

であり、バブル崩壊後の対応としては、増大傾向を

示すホワイ トカラーへと目が向けられたのである。

 労働白書では 「ホワイトカラー」の定義としては

専門的 ・技術的職業従事者(研 究 ・技術 ・保険 ・医

療)、管理的職業従事者(役 員・その他管理的職業)

事務従事者(一 般事務 ・会計事務)販 売従事者(販

売員 ・外交員 ・小売店主)に 分類 し、更に専門的 ・

技術職業従事者を専門職、技術職、研究 ・開発職と

細分化 している団体もある。そしてその全体構成比

は管理職が19,3%、 専門職4,0%、 技術職は16,5%、

研究開発職6,0%、 事務職30,4%、 販売職19,3%と なっ

ている。(1995年調査)

 80年代に入っての高度情報化、85年からは技術立

国政策への転換もあり、就業者数は順調に増加 し、

技術系では深刻な不足状況に陥った。 しか し89年の

バブルのピークを境にして景気の低迷や先行き不透

明の経営マインドも加わり、90年以降はホワイ トカ
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ラーの余剰感が強まった。賃金か生産性か、中高年

者層の比率の高まりと高賃金、それにもまして中高

年者の生産性が重視された。高賃金でもそれをカバ
ーできる生産性が確保されれば問題はないのである

が、特に余剰感の強い職種として管理職、事務職が

上げられ、また研究開発職でも未だ不足感は残るも

の ～望ましい質的水準に達 していないとの見方か ら

不採算部門や実現の見通しの不確実な研究テーマは

廃止、統合などの リス トラ策がとられている。

 80年代に鳴り物入りで技術者獲得に懸命になった

研究部門でも、欧米の先端技術にキャッチアップし

これからは最先端を目指さねばならない時期にきて

その研究開発のスピー ドが鈍化し、cNpの2.98%(92年

度)を 占め、各企業においては売上高の6～10%近 く

をしめていた研究開発投資も、経営維持のために聖

域とはなり得ず、そのテーマ選別の波に見舞われて、

他に転用できない研究者は馴れない子会社への転属

などリス トラの対象にされているのが現実である。

 中高年者層はこれまで日本の経済発展を支えてき

た貢献者ともいえが、団塊の世代でもあり、就業者

構造から見ても絶対数が多く、年功的な高賃金で、

またポス ト不足 もあり、関係会社への出向や専門職

という名称での配置転換など厳しい対応に迫られて

いるところも多い。

(3)オ フ ィスは情 報創造 部 門

 オフィスは元来情報を生産する部門である。商品

の企画にしても、技術戦略にしてもそれは情報であ

る。

 オフィス業務には定型的な業務と不定形業務があ

る。定型的業務はOA機 器などサポートシステムを

利用 して生産性を向上させる事は可能である。管理

職にあってはその部下や事務職がこれらの機器を使

用して情報の収集や加工、再生産を行って、それに

基づき的確な判断や管理を行うのが普通である。 し

かしオフィス業務が多角化、専門化してくると必然

的に不定形業務が増えて来る。特に創造性を必要と

する業務には管理者自らがこれらサポート機器やシ

ステムを駆使し、リアルタイムな情報を収集、選別

し、そこに的確な判断を加わえて情報の伝達や情報

の再生産を行うのである。

 多段階の縦割り組織では途中で情報が誇張された

り、霧散したりして情報が変質 しやす性格を有する。

近年部門内を問わず、社内外の情報ネットワークが

整備されると、誰でも、何時でもダイレクトに情報

を収集、伝達でき、 リアルタイム化 も進行する。つ

まり経営 トップから末端まで、また他部門への情報

収集や伝達が短縮化され、 リアルタイム化されてい

るのである。そして情報の全社的共有化、業務の効

率化が進められている。

 しかし中高年者層ではこれら機器システムやネッ

トワークシステムを使いこなせない者 も少なくなく、

自ら必要な情報の検索も行い難 く、他人から提供さ

れる情報にのみ依存し、真に必要な情報から疎遠に

なりがちである。情報不足が自らの生産性を低くさ

せる一因ともなっているのが実情であろう。

 社会生産性本部が94年6月 にホワイ トカラーに関

する調査報告書によれば 「一般事務社員でコンピュ

ータが殆ど使えないというものは、わずか1.3%で あ

るが、平均的な管理職層では28.6%に 達 している。

従ってこれまでの情報やデータの蓄積が利用出来て

いない」との調査結果を報告 している。

 ホワイ トカラーがオフィスにおいて情報生産を行

う場合にもやはり、過去の情報(情報の蓄積)や周囲

の情報を収集 し、これを加工 したり、的確な判断を

加えて新 しい情報を生産 したり、再生産して行 くの

が普通である。新しい戦略、戦術の策定にも衆知を

結集(構成員に持つ情報)してそれを打ち立てて行 く

ものである。従って情報を持たない人間に対 して、

また情報発信の出来ない人間についてはそれなりの

評価が常に下されるのである。

 新 しい情報(発想)は単なる思いっきで素晴らしい

アイデアも生まれて来ることもあるが、発想法とし

1
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3翻 訳の社会、企業への貢献度

(1)翻 訳の概念を広義に考える

 あらためて翻訳とは何かにっいて考えてみよう。

広辞苑によれば 「ある言語で表現された文章の内容

を他の言語に直すこと」とある。翻訳の分野はメィ

デア翻訳、文芸翻訳、産業翻訳に大別されるが、そ

れぞれの分野の立場にたてば、この解釈に様々な注

釈がつけられるものと思う。文芸翻訳の立場からす

れば、 「著作者の執筆時の感情や感覚、あるいは環

境も理解し、これを正確に、また読者の環境や感覚

にも配慮しつ ＼、これを感情豊かに訳文に表現 して

行 くこと」になるのであろうか。

 しか し産業翻訳の範疇に属 し、オフィスでの日常

業務を遂行する上で、海外から送られて来る各種惰

報は、自分に理解できるようにオフィス情報に置き

換えることが翻訳ともいえるのであろうが、翻訳を

情報の収集、変換手段として捉らえる方が しっくり

行 く場合もあるのではないだろうか。更にどんなに

立派な、翻訳品質の良い文書でも、自分にとってあ

まり役に立たない情報であれば、翻訳コス ト、時間

との絡みで、翻訳そのものが評価されないケースも

ある。反面つたない訳文であっても、情報価値の高

い内容のものであれば高 く評価される事が多い。

 翻訳を情報伝達の手段とすれば、ニュース性のあ

る情報はその正確性とスピードが使命であり、それ

程スピー ドを要求されない情報であるならば、読者

にとって十分に理解できる内容や表現力などが価値

判断されるのである。従ってこの辺りをもう少 し検

討してみる必要があろう。

(2)翻 訳文書の分類と生産性

翻訳のプロセスから分別してみよう。

著 者 → 翻 訳 者 → 読 者

(原 文) (機械翻訳) (訳 文)

技術論文などを海外へ紹介する場合、筆者イコール

翻訳者になる場合もあるし、また外国文献を読解す

るために翻訳者イコール読者となる場合も少なくな

い。このプロセスにおいては執筆者と翻訳者の感情

感覚は必ずしも一致 しないし、また翻訳者と読者の

間でも必ずしも一致 しない。これは何も翻訳文書だ

けではなく、母国語での情報伝達でも同じことがい

える。異文化人向けマニiア ル制作にあったては、

執筆技術者の表現力の問題もあり、このプロセスに、

更にテクニカルライターが組み込まれることは既に

一般化 している。

 これは男女間、世代間、階層間でもその表現力や

理解力に差があり、真意が伝わ らない事も少なくな

い。ましてこのプロセスが長くなればなるほど、そ

の間に介在する人の主観が入り込み、情報が変質す

るという性格がある。 したがってこのプロセスは短

い方が情報の変質を予防することにもなる。

 その点、機械は全 く無感覚であり、情報の変質は

避けられるのであるが、反面翻訳ソフト設計者の設

計思想が商品に反映されたものであるだけに、機械

翻訳の品質にもそれぞれ癖が出てくることがある。

 また執筆者側にも種々問題があり、広報担当者な

どはその発信情報の付加価値性を高めたいばかりに

必要以上の新語や造語を使いたがるとか、技術者な

どは自分が分かっているだけに他人にも理解できる

だろうとの独善的な判断から、やたらと専門用語や

カタカナ英語を使いたがるという傾向も見受けられ

これが読者によってまちまちな解釈がされることに

もある。

 このように、情報変換のためのプロセスが長くな

り、また情報に対する解釈や訳文表現にも手が加え

られるということはそれだけ情報変換、つまり翻訳

に時間がか ＼り、またコストを増大せしめ、翻訳の

生産性を低下せ しめる事になる。

 海外駐在の日本人と海外情報を交換するには殆ど

情報交換コス トがか＼らないのに対 し、同じオフィ

ス内の外人と同じ情報を交換する場合には、その情

報伝達のコス トにも大きな差を生ずることがある。

 そこで、さらに情報の生産性ということに絞って

人手翻訳と機械翻訳を考えてみよう。

 外国情報を自国情報に置き換えるためには上に掲

げたプロセスをたどるのが一般的である。もっとも

(2)人 手翻訳と機械翻訳の生産性
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 一口に人手翻訳といっても、翻訳者によってその

プロセスも多種多様であり、翻訳のやり方もまた違

ってくるのは当然だが、ごく標準的な手法を想定 し

て翻訳される場合を考えてみよう。

原文入手 ・受注条件受け入れ

 1  ・ユーザ用語、翻訳文型、体裁等条件

翻訳作業 ・文意を理解

 1  ・辞書を使用一一用語、用例を検索

    ・下訳をする一一表現力を推敲

 1  ・用語、文体の統一

    ・誤字、脱字の修正

 1  ・訳文を清書

訳文の提出

 このようなプロセスをたどって翻訳作業が進めら

れるが、翻訳作業はその半分を辞書を引く時間に費

やされていると云われている。そして翻訳者1人 当

たりの翻訳量は1時 間当たり400字 詰原稿用紙2枚

程度、1日 に換算して16枚 程度(語 数に換算する

と6,4〔}〔1文字となるが、余白もあり5,2〔}0～5,700文字

程度)と 云われている。最も個人差 もあり、その倍

をこなす翻訳者 もいるが、人間疲れて くると誤字や

用語の不統一などの ミスが増加 して、かえって生産

性が落ちる場合が多いといわれる。

 さらに翻訳原文をユーザが外注する場合には、

・ 担当部門から発注依頼

・ 発注管理(見 積書取得、価格、品質、納期、

       予算検討、注文書作成)

・ 納品管理(品 質、納入価格等)

・ 支払い管理

など、さらにプロセスが複雑化 し、また受注側(仮

に翻訳会社の場合)受 注のための営業費や登録翻訳

者への外注進捗管理などのプロセスが加わり、必然

的にユーザへの納入コス トを押 し上げる結果となる。

またプロセスを経ることで、より時間を消費するこ

と＼なる。

 現在翻訳会社の受注価格は英日翻訳で1枚3000円

前後とも云われているが、これも原稿の種類によっ

てかなりの幅がある。

 日本翻訳連盟の調査資料(94年2月)に よると、翻訳

作業、版下作成、清書のためにパソコン、ワープロ

が80%以上の所で使用されており、タイプライタの使

用は10%程 度はある問いわれる。また民間企業から

の原稿の受け渡 しにはパソコンでの送受信が25%程

度利用されている他、FAXで の授受も行われている

と報告されている。

 原稿の送受信や清書にこれらOA機 器が使用され

るだけでは勿体ない話で、さらに印刷工程 も含まれ

ているとすれば、DTPな どトータル文書管理の面

からも電子化、機械処理化されることが望ましい。

一方機械翻訳での翻訳プロセスを考えてみよう。

原文入力

 ↓

初期設定

前 編 集

  ↓

機械翻訳

`

(後編集)

 1

訳文出力

・㏄R入力 ・通信入力

・磁気入力・キーボー ド入力

 (自動スペルチェック)

・文型指定、優先辞書指定等

・未知語検索、辞書登録、品詞指定

 挿入句指定、主語補正等

・表現修正

 機械翻訳では、先ず機械に原文を記憶させる必要

があるが、この機械への入力の方法としては紙に印

刷された原稿を㏄R(光 学式読み取り装置)を使用し

て読み取り入力する方法がある。この読み取 り精度

は原稿の質により95～99.5%と 云われる。元原稿の印

刷汚れやスペル ミス、異体文字や小さい文字の読み

取 りミスなどである。この㏄R誤 読を修正 しておか

ないと当然正しい翻訳はできない。

 またFD(フ ロッピー)やHD(ハ ードディスク)

などの磁気媒体に記憶されたものを取り寄せ、情報

入力することも出来る。この場合は殆ど入力に時間

を必要としないが、この情報源との折衝には時間と

手間を必要とする場合や互換性の問題もある。

 最近は国内外を問わず、ネットワークを通 じて原

稿入力やデータベースからの情報検索による入力 も
一般化してきている。それがため最近はたインター

ネット対応機能を備えた翻訳ソフトも発売されてい
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る。

 これらの方法で翻訳原稿が入力出来ない場合には

キーボードを使用 して入力することになるが、情報

の共同、共有化意識もあり、電子媒体を利用 しての

入力が大勢を占めっ ＼ある。

 この入力が終われば翻訳作業にとりかかる。機種

により機能の差はあるが、翻訳条件や翻訳環境など

の機械への初期設定が必要となる。つまり英文形態

としての 「標準/大 文字構成の設定」とか、 「です

/ま す」調などの文体設定、il文 の翻訳時間設定」

「一括翻訳/対 話翻訳」基本辞書/専 門辞書/す で

に登録されているユーザ辞書など、どの辞書を使用

するか、 「優先辞書」等の初期設定を行う。

 これら初期設定により自動的に文体や用語の統一

も行える。また 「命令文/平 叙文」の変換も初期設

定で行うことが出来、取り扱い説明書などでは柔ら

かい表現の訳文が出される。

 ついで編集であるが、日英の場合は前編集を、英

日の場合は後編集を行う場合が多い。 日本人はやは

り日本語で編集する方がやりやすいという理由から

である。和文英訳を行う場合、原文では主語や目的

語が欠落している場合が多いので、機械が理解しや

すいように補正を加えるが、これ も最近は 「自動補

正機能」を持ったものが多い。また1文 で長いもの

は節、句などのかかり受けが不明確になり、正 しく

訳出されない場合 もあるが、これも最近の商品では

「自動分割、自動結合機能」を持つものもある。

 また辞書に登録されていない新語や未知語も 「自

動検出」する機能をもった機種あるし、未知語を辞

書登録することによって優先翻訳される。また単語

には多義語もあるが前編集では 「訳語選択」等の作

業が必要になるが、 「意味処理」機能を備えた商品

もある。

 現在 「汎用コンピュータに接続可能」な翻訳支援

ソフト、 「ワークステーションレベル」の機械翻訳

システム、さらには現在主流になりつ～ある 「パソ

コン翻訳ソフト」など多種多様な商品が市場に出回

ってい。このパソコン翻訳 ソフトにもプロ用、ステ

ンダー ドタイプ、パーソナルタイプなど誠に多彩な

品揃となってきているが、それぞれに特色があり、

どれを使用するかは利用目的によってユーザが自ら

選択すべきであろう。

 さて前編集を行 った後は、機械を操作 し、無人で

翻訳させることになるが、パソコン翻訳ソフトでも

翻訳速度は22万字/時 間という高速機能をもっもの

もある。

 機械翻訳は入力された情報をコンビs一 タの高速

演算機能で翻訳 して行くものである。従って入力さ

れていない情報は翻訳されない。つまり直訳的であ

る。これをこなれた文章にするために後編集で訳文

に修正を加えていく事 も多いが、これは文章の翻訳

目的によって、その時間の掛け方が違ってくるのは

当然である。

 さて 「翻訳」という点のみから人手翻訳と機械翻

訳の生産性を比較 してみよう。

 先程も述べたように人手翻訳では1時 間に3枚 、

文字数として1,00〔1文字ペースで翻訳する、これを

1日8時 間で1〔旧 間仕事をしても、80,000文字とな

る。これを機械翻訳で翻訳すると翻訳速度は40,000

語としても2時 間で、しかも無人で翻訳出来ること

になる。また情報入力も通信入力や電子データを利

用するとすれば、前処理時間を含めても殆ど数分し

かかからず、前編集には1,UO〔}文字(A4サ イズ1枚

相当)当 たり15分かけたとしても、6時 間で処理出

来て しまうことになる。さらに訳文を他に提供する

ものであれば後編集も必要になるが、これも相手の

ニーズにより差がでるが、仮にIO〔〕0文字あたり15分

かけたとしても6時 間消費することになり、その生

産性たるや人手の場合の6.5倍 になる計算となる。

 機械翻訳はコンピュータの高速演算処理機能、人

間などはるかに及ばない大容量記憶力を活用するこ

とによって、これが可能になったのである。

 人手翻訳 と機械翻訳でのプロセスでは、機械翻訳

の方が複雑なプロセスをたどり、つい、これが 「操

作性が難 しい」と即断するのは禁物である。自動車

の運転と同じで、要は馴れの問題である。機械に手

を出さず して、 「難しいもの」との先入観をかなぐ

り捨て ＼興味本位に機械に触れて見ることが肝要で

ある。

(3)オ フ ィス翻 訳 は リア ル タイム情 報

 翻訳とは 「異文化人の著者の思想、意志、感情、

感覚を的確に目標言語に置き換え、読者に伝えて行

くことであり、これがため原文にない著述背景や環

境なども著述代行しなければならない。」との考え
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や主張がある。先ほども述べたように機械翻訳は入

力されていない情報は出力(訳 出)で きない。

 そこで著者、読者の著述環境等について考えてみ

よう。

難
撚

 

臼醗
繰

 原文に記述されている内容が、翻訳者が見てや 、説

明不足と判断 したとする。そこで、原文に書かれてい

ない著述の背景や執筆環境をすべて著述代行 して、訳

出しなければならないのかということである。

 先に述べてように翻訳とは異文化情報を母国語情報
への置換と考える。

 機械翻訳のユーザの利用実態調査からみても、その

利用方法は様々である。ある程度時間をかけて後処理

を実施しているものも多いが、反面全く後編集や前編

集を行わない人も少なくないのである。それは機械翻

訳での翻訳の目的や情報の種類の違いにある。

 情報のやり取りには次ぎのような組み合わせが考え

られる。

係者でもある。この双方の関係にあっては、記述内

容の背景や異文化の解釈など特に詳細に説明されな

くても情報授受は行えるのである。その業界の動向

や背景は共通認識の上にたっており、同じ分野の専

門用語 も国際語化 して、特に情報提供者と情報収集

者の間に介在する(翻 訳)者 が独自の考えで著述代

行を行っても、却って混乱を招きかねないばかりか

情報をより複雑化させることにもなる。
・不特定多数を対象にした情報発信については、発

信側において不特定対象であることを意識 し、誰に

でも分かるような平易な文章や用語、特にその用語

が専門的であるならば用語解説もつけ、また異国文

化を意識 して、原文作成時の表現に配慮するのが普

通である。さもなくば情報発信の意味も薄れて くる

のである。

・情報収集者が異業種、異分野の情報を収集 しょう

とするならば、やはりその分野の専門用語や著述背

景の異なりから、戸惑う事もしばしばあるが、これ

は情報提供側に問題が有るのでもなければ、その間

に介在する翻訳者の問題でもないのである。情報収

集者はより詳 しいことを知るために、更に多くの情

報や資料を収集するのが普通であろう。

 従 って翻訳における著述代行も場合によりけりと

いうものであろう。

(4)翻 訳品質か情報価値か

特定情報提供者→→特定対象情報受信者

        →限定特定情報受信者

       →不特定多数対象情報受信者

 特定対象の情報授受とは国や企業が違 っても同じ

分野の研究者や技術者、あるいは海外の関係者や取

引先などがこれにあたる。

 一方、不特定を対象とした情報提供でも商品マニ

ュアルの提供のように商品をかった人というある程

度対象が絞られる場合や、広告宣伝の用に全く専門

分野や業種の異なる人々を対象にした情報である。

この分類に従って情報提供方法も異なってくるのは

当然である。

・オフィスでの特定個人向け情報は報告書、レーポ

ト、連絡文、手紙などがあり、これが結構多く舞い

込む。この情報発信先は同業者であり、また海外関

 機械翻訳ではしばしば翻訳品質が話題となる。こ

の翻訳品質についても、その基準がきわめて不明確

である。先に述べたように、原文にない情報を補う

ことによって品質を高めるとう考え方も納得出来る

ものがある。 しか し訳文でのっまらない誤字、脱字

や用語、文体の不統一、訳 し漏れなどのは機械の初

期設定で予防できるのであり、また誤字、脱字につ

いて もスペルチェック機能を活用すれば防止できる

のである。

 従って翻訳品質で問題となるのは訳語選択や訳文

の表現力ということになるのだろうか。

 そこで情報収集、提供でどの程度の翻訳品質が要

求されるのかということであるが、これも翻訳の目

的によって違 ってくるのである。機械翻訳でも前処

理、後処理を的確に行えば翻訳品質は向上すること

は明白であり、翻訳目的によってどこまで時間や労
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力を掛けるかということになる。つまり機械翻訳を

使用する人の語学的素養にも影響されるし、編集技

術にも影響されることは事実である。

 研究論文や技術書などの翻訳では辞書が大きなウ

エイ トを占めるが、PC版 機械翻訳においても基本

語辞書として15万 語を装備 しているものもある。

また専門用語も各分野にわたってオプション販売さ

れている。一般翻訳者でも翻訳用字典として15万

語程度の辞書を使用する人が多いとの事からすれば

語彙数という点では人手翻訳と機械翻訳ではそれほ

ど大差はないのである。

 オフィスでのパーソナルユースでは前処理や後処

理を全く行わないという人も結構多い。これ らの人

々は 「翻訳品質は良い事に越 した事はないが、それ

よりも重要なのは リアルタイムな情報収集にある」

という。つまり 「文意さえ分かれば良い。収集 した

情報の中には使い捨て情報もあり、自分にとって無

価値なものもある。従って相手からの情報で何が重

要なのか、提供された情報から何か新 しいヒントや

アイデアが発掘できるならば断片的な情報であって

も品質重視より、より生産的である」という点にそ

の価値観を見い出している。

 また研究論文等についても「専門用語は国際語化

しており、翻訳されてなくとも十分理解できる、機

械翻訳で対訳が出てくるので、文意さえ分かれば理

解が深まり、研究庸報の収集に役立つ」とする人 も

少なくない。

 反面、不特定情報収集者の間でも 「技術文献等で

はそれほど複雑な構文は多くない。他分野の専門用

語が的確に訳出されておれば、70%程度の翻訳品質で

も十分に理解できるものである。」とし、これまでの

ように 「海外情報からの断絶状態から、情報流通が

改善され、判断と創造性の発揮への可能性が増大 し

た」ことにその価値を見いだしている。

 また不特定を対象とした情報提供の場合でも、機

械翻訳で「下訳」し、これをベースにして後処理を行

い、品質の改善に努める方が時間的にも短縮出来、

より生産的である。要は使いようである」と評価 し

ている。この場合にも機械翻訳の 「部分翻訳」機能

「ペースト」「コピー」等の機能を使用すれば、無か

ら文書作成するよりは効率的であるし、また 「翻訳

原文の保存、再利用などで、文章作成時の生産性を

高める事にも繋がるとの評価 もある。

 オフィスにおける翻訳業務はマニュアル制作など

大量処理を行 うための翻訳専門部門と少量翻訳を行

うパーソルユースに分けられる。一般の翻訳会社で

はその性格上、あらゆる分野の翻訳物を取り扱わね

ばならない。それだけに翻訳の前提となる各分野の

業界の動向や、ある程度の業種知識をマスターして

おかねばならない。企業内での翻訳はある程度分野

も限定されてくるし、担当者はまたそれぞれの担当

部門の専門家でもある。翻訳会社が翻訳を受注する

場合専門辞書やユーザ辞書の交付を受注条件にする

ことが多いが、企業内の制作部門はともかく、研究

技術部門などではこのユーザの交付を渋る場合も少

なくない。こうなると文章の表現力はともかく、キ

ーワー ドとなる専門用語の翻訳力にはやはり格差が

出てきても不思議ではないのである。担当分野が限

られ、しかも専門的になるとすれば当然のことなが

ら習熟度も早 く、これがまた生産性を高めて行 くこ

とにもっながる。

 近年社内ネットワークも整備され、専門用語やユ
ーザ用語などの共有化、共用化 も進められ、また翻

訳専門部門からの用語などの提供も行われるとなれ

ば翻訳品質の向上環境も整ってくることにもなる。

(5)コ ス トパ フ ォー マ ンス、償 却 も迅 速化

 パソコンの高機能化大容量化の進展 もあり、従来

のワークステーションに取って変わるほど進歩 して

きているし、また低価格化も急速に進行 している。

また翻訳ソフトも価格破壊が進み、低価格化は著し

い。ハー ド、ソフトあわせて40万 も出せば機械翻訳

システムが手に入る時代になりつ＼ある。翻訳外注

でA4版1枚 当たり1万 円とすれば、4〔1枚で償却で

きるところまで進んで来ている。

 法定耐用年数からしても、機械を利用すればする

ほど機械翻訳の償却コス トは低下していくのであり

機械使用にかかわる電気料金等についてもそれほど

大きな金額にはならない。また画面上で下訳や前後

編集もできるので、紙 とペンを使用 しての素稿作 り

も必要ないし、加筆修正も画面上で極めて簡単に行

えるので、利用の上でのランニングコス トも大幅に

低減できる。

 利用面で一寸工夫すればもっと時間短縮も可能に

なる。例えば、前編集を行うにしても原文の全てを
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行う必要はない。原文に出てくる未知語などは原文

のあらゆる頁に散らばっているし、ユーザ用語も同

じである。従って原文の最初の20%程 度を辞書登

録 して機械に掛ければ、全文にわたる未知語はすべ

て登録通りの訳語としてアウ トプットされるので、

人手翻訳(全 頁にわたって修正が必要)の 場合に比

べてその効率も大きく違ってくる。機械翻訳は高速

で処理 し、ランニングコス トも安いとするば1回 の

翻訳で何回も機械を利用 し、効率化を追求して行け

ば良いのであって、機械翻訳の利用技術面からもそ

の生産性を上げていくことも可能である。

 日常業務の中で機械翻訳を使いこなし、得られた

情報を糧にして情報の再生産を していけば、これ程

生産性の高いサポー トツールは他に見当たらないの

ではなかろうか。

ま と め

 これまで機械翻訳と生産性について多角的な観点

から種々の問題を考えて来た。これ らのことを端的

にまとめて見ると次ぎのことが言えるのではないか

と思う。

(1)人手翻訳と機械翻訳の作業効率対比という観点か

 らすれば 「機械翻訳の高速性、記憶容量の大きさ、

 記憶力の確かさもあり、また無人での大量翻訳も

 可能で、その生産性は人手で翻訳するより数倍、

 あるい編集を省略すれば数百倍も高い」というこ

 とが分った.

②もっと視点を拡大 して 「情報の収集、提供」とい

 う観点からすれば、従来語学が苦手で、海外情報か

 ら断絶状態にあった人も機械翻訳の使用により、

 海外情報の収集や提供がより円滑にできるように

 なった。またこれら情報の取捨選択も容易になっ

 た。

③これら有効情報は、情報を資源として、新しい情

 報の加工や再生産を可能にし、自己の業務生産性

 を著しく向上させることが出来ることもユーザの

 利用実態から十分に判断できる。

④オフィス業務とはっまり情報の生産業務なのであ

 る。その情報 もますます リアルタイム性が要求さ

 れている。国際化の進展 している今日、海外情報

 の活用なくしてオフィス業務の生産性向上は望み

 得ないのである。従来OA機 器が使用出来ないと

 の事だけで、これら内外情報から断絶状態にあっ

 た人々も、これら情報化のためのサポート機器、

 システムとしての機械翻訳を使いこなし、自ら情

 幸賦 装化 して、もっとカッコよくいえば、情報パ

 ーワスーツを旨く着こなし、創造性をより高め、

 生産性をより高めて行くことも可能になった。

⑤機械翻訳については従来その操作性が難しいとの

 先入観があり、近寄り難い存在とも思われ勝ちで

 あったが、最近ではユーザインタフェースの進歩

 もあり、Windows版 なども普及し、操作性は著し

 く向上 して、オフィスのみならず一般家庭にも趣

 味用として、教育用として普及するきざしも見え

 始めている。

⑥翻訳品質についても、その翻訳 目的によって価値

 判断が異なってくるものであり、また習熟度によ

 って翻訳品質を向上させることも出来るのである。

⑦生産性問題は企業のみならず社会、国家、あるい

 は一般 家庭においても日常のテーマである。

  機械翻訳システムは単なる労働生産性だけの問

 題として見るならば、生産性効果はそれほど高く

 出て来ないかもしれないが、情報生産のための生

 産財であり、その投資額が少なくてすむ反面情報

 再生産量は図り知れず大きなものになると見て差

 し支えないだろう。しかしその生産性を把握する

 データは極めて少なく、また把握することも難 し

 いという問題が残る。

⑧これら一般の翻訳ニーズの高まりもあって今後は

 さらに翻訳インフラの整備 も進行するであろうし

 またマルチメィデア化の進展と即応 して、文書だ

 けではなく音声や画像などを含めた翻訳のマルチ

 メディア化への進展 も想定できる。これら科学技

 術の進展が生み出すものから遅れを取 らないよう

 に機械翻訳に対する正 しい認識とこれらに取り組

 む姿勢が、今後の生産性をより向上させて行 くこ

 とにも繋がるのではないかと思われる。

以上が研究会での討論に基づく結論であるが、これ

らの問題はA後 とも注意深く検討を続けて行きたい

テーマでもある。委員各位の絶大な強力に深 く感謝

したい。
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特別寄稿論交

機 械 翻 訳 とOA

韓 国高等科学技術 研究所(KAIST)

人工知能研 究セ ンター(CAIR)Key-Sun Choi Ph. D

 オ フィス オ ー トメー シ ョン(OA)の 目的 の一 っ は、

個 人 間の効 率 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの達 成 で あ る。

 この コ ミュニ ケ ー シ ョンには 、制 御 と情報 の2っ

の要 素 が あ り、制御 は、 ワー ク フロ ーと協 調 の2っ

の過 程 を制 御す る。一 方 で 、情 報 の 自動 化 は2っ の

問題 を 引 き起 こす 。情 報 の共 有 と収集 で あ る。 こ こ

で扱 う 「共有 」 と 「制 御 」 とい うものが 、す なわ ち

コ ミュニ ケー シ ョンの 標準 化 の条件 とな る。

 ワークフローとは、文書処理の系列を意味する。

ここで言う文書とは情報を表す ものとする。初期設

定によって、ワークフローに正 しい経路(パ ス)を

捜すわけだが、その手段の1つ は情報の格付けから

始まる。ワークフローの各過程においては、人間が

文書(す なわち情報)を 調べたり改善 したりするが、

各ステップにかかわる人間それぞれの能力と経験に

は差異がある。

 また、同じオフィスワーカーでも、例えば経理、

情報収集、意志決定など、異なる任務が与えられて

いる。それぞれの業務に要求される知識や経験のレ

ベルはも異なっている。例えば外国語能力、専門用

語の知識、及び専門的な知識などである。では、機

械翻訳にはこの状況でどんな貢献が期待されるのだ

ろうか。

 それぞれ知識 レベルも異なれば、意見も目的もさ

まざまなオフィスワーカーにとって、機械翻訳はど

う役立っのか。機械翻訳がそのようなワークフロー

環境にどう溶け込むことができるのか。

 機械翻訳は情報検索と統合されるべきである。こ

のアプローチは、外国語の文書を扱 うワークフロー

のよりよい適用に寄与する。また、機械翻訳は専門

用語と専門的知識を支援するために、知識べ一スと

統合されるべきである。

 しかしなが ら、文書にはそれを書いた者と読む者

とがおり、読む者には完壁に執筆者の意図通りにそ

の文書を解釈することは不可能だし、執筆者も完全

にインターチェンジすることができるかという問題

が残る。

 この問題には1つ の解決策を見いだすことができ

る。すなわち、文書置換フォーマット(DIF)である。

lllFには基本用語と執筆者の知識の解析情報が含まれ

ており、各文書に標準化された置換フォーマットを

与え、正しい翻訳に導 くというものである。

 入力DIFに はそれを解釈するための知識が含まれ

る。ワークフローの初期段階では、その分野のロー

カルな知識べ一スおよび与えられた DIFに従って、

入力された文書を解釈する。

 では、各文書に、なぜそのような複雑な情報を含

める必要があるかという点だが、文書の執筆者 こそ、

その文書の正 しい意味を最 もよく解析できるからで

ある。i)IFには、文書を受領する者の習熟度に従い、

いくっかのレベルを設ける。つまり、文書の使用目

的 ・レベルが異なれば1〕IFに求められる内容も異な

っていることを意味する。

 機械翻訳利用者は、それぞれ任務 も異なれば知識

レベルもさまざまであり、期待されるものが変わっ

てくる以上、機械翻訳の戦略的な展開もこれに柔軟

に応 じなければならない。DIFは そのようなフレキ

シブルな機械翻訳戦略化に寄与するものである。

Center for Artificial IntelliKence Research

Korea Advanced Institute of Sc ience and

Techno logy

Taejon 305-701 Republic of Korea

kschoi@Cil l T. kaist. ac. kr
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NLPRS'95一 論 文 公 募

第3回 自 然 言 語 処 理 環 太 平 洋 シ ン ポ ジ ウ ム

         韓国 ソウル 1995年12月4-6日

**********************************************

こ の リ リ ー ス はWWWバ ー ジ ョ ン で 入 手 可 能 。

URL:http//Cil lT. kaist. ac. kr/ nlprs95/NLPRS95.

html

古井 さだ お き (NTT社)

ア ン ・チ ェンニ ン教 授 (中 国 ・清華 大 学)

論文提出の要項

**********************************************

NLYRS'95は95年12月4-6日 に開催 予定 で 、環 太平 洋

地 域 のNLP研 究者 を韓 国 ソウル市 に集 ま り、学 術 交

流 と発 表 の場 を設 け る もので あ る。 日程 には論 文

や ビデオ に よ る発 表 の ほか に、 チ ュー トリァル 、

招 待講 演 お よび展 示 も予定 され る。

主催および運営

主催1韓 国高度 科 学技 術 院 人工 知 能研 究 セ ンター

   (KAIST, CAIR)

   システ ム工学 研 究所 コ リア語言 語 工学 セ ン

   ター(SERIのKLE)

運 営:韓 国情 報 科学 学会 コ リア語 解析 部(KISS、

   SIG-KLC)

   日本情 報 処理 学会(IPSJ、 SIG-NLP)

協 賛:韓 国言語 学 会 、韓 国認 知科 学 学会

長 さ:国 際 会 議 形 式 の2段 組 の 組 版6ペ ー ジ以 下 。

提 出 期 限ll995年6月20日 ま で 。

提 出 方 法:電 子 化 して 送 付 さ れ た い 。

フ ォ ー マ ッ ト:laTeX、 プ レー ンテ キ ス ト、 ま た は

    非 ア ル フ ァベ ッ トの 場 合 はPostScript。

E-NAIL宛 て 先:nlprs95@cair. kaist.」C. kr

LaTeX形 式 の 提 出 は 、 NLPkS f tpサ ー バ かNNN・n・

Pageか ら 回 収 可 能 なNLPRS論 文 提 出 ス タ イ ル(nlprs.

sty)を 使 用 す る もの と す る 。 以 下 の コ マ ン ドで 、

NLPKS論 文 提 出 書 式 シ ー トを 得 られ る 。

  $ftp cuir-archive. kaist. ac. kr

  Name:nnonymous

  Password:<Your Ema i l Address>

  ftp> cd NLPRS-95

  ftp> Ret nlprs. sty

  ftp> quit

トピ ッ ク ス

以 下を 含 むNLP関 連 の 全て の要 素 につ い て 、オ リジ

ナル な、過 去 に未 発表 の研 究論 文 を受 け付 け る。

音 声 、生成 、音韻 論 、パ ー ジング 、形態 素 、機械

 (支援)翻 訳 、辞 書 、話 し言 葉 の処理 、構 文 、 自

然言 語 の言 語 モ デル 、意味 論 、 自然言 語 イ ンター

フ ェイス と ダイ ア ロー グ システ ム 、実 用 、言 語指

向の情 報検 索 、会話 、 コー ポラベ ースの言 語 モ デ

ル 、文解 析 、 マル チ メデ ィアと言語

電子的な論文提出ができない場合、ハー ドコピー

3部 を下記に送付されたい。

Nr. J. N. KIN

NLPRS'95 Secretariat

Foreixn Tourist Dept I I

Hanjin Travel Service Co.,Ltd.

(Con ference Agency)

132-4, 1-ka, Bongrae-dong,

Chung-ku, 100-161> Seou l, Korea

Phone:+82-2-726-5540

Fax:+82-2-773-1623

招待講演

論文提出にかかわる期限

以 下 の研 究者 は招 待講 演 が決 定 して い る。

E.チ ャーニ ア ク教 授(米 国 ・ブ ラウ ン大 学)

ケ ネ ス ・W.チ ャー チ氏(米 国 ・AT&T社)

論 文提 出:1995年6月20日

採 用通 知:1995年8月30日

版 下提 出:1995年9月30日
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一
イ ン タ ー ネ ッ ト と 機 械 翻 訳

松下電器産業(株)開 発本部 情報通信研究所 杉 村 領 一

ピアングの位置付け

 ビジネスのプランニングでは,ま ず世の中を眺め

渡 して、例えば 「最近はインターネットが流行って

きている」とか、 「機械翻訳 も小型化が進み本格的

に使われてきている」など着眠点を定め、次にその

裏付けとなる調査を行い、可能性を見極あるといっ

た手順が一般的であろう。これからのお話 し 「イン

ターネットとMT」 は、着眼点だけを述べるもので

あり、その後の裏付け調査の要不要はもとより、着

眼点の適切さも含めて機械翻訳協会で議論を して頂

ければ幸いである。

 なお、本日お集まりの皆様はインターネットにつ

いては十分ご存知のようで、本人もインターネット

の専門家ではないこともあり、インターネットその

ものの内容にっいては深入りしないようにしたい。

イ ン ターネ ッ トの概 要

イ ン タ ー ネ ッ ト

1電 子メイル/ニ ュース

  ・世界中で手紙/記 事をやりとり

2 FTP

  ・データの塊をやりとり

3 リモー ト ログイン

  ・遠隔地の計算機を手元で利用

4WWW(HTML/HTTP)

 イ ンター ネ ッ トは 元々 は ア メ リカが発 祥 の地 であ

るが 、現在 で は世 界 中で 利用 されて い る。 イ ンタ ー

ネ ッ トの ア プ リケ ー シ ョンには 、電 子 メイル,デ ー

タ通 信(FTP)、 計算 機 の隔 地利 用 、 WWW(Norld

Wide Neb)な どが あ る。 その可 能性 の大 きさ にっ い

て はPARCな どで 計算 機 の将 来 が ウ ィ ン ドウ シス

テムを含め種々議論されていたころから認識はされ

ていたようだが、最近になって急に現実味を帯びて

きた。実際、業務でインターネットを使われている

方は、電子メイルなどはもう手放せない状況だろう。

 また、WWWを 用いて世界中の情報を瞬時に入手

し役立て＼いる方も増えているのではないだろうか

 か くいう私も、例えば先日海外の大学からお客様

を迎えた際には、まず電子メイルで予定議事を受取

り、相手の大学名、研究者名などを確認した後、相

手の研究状況などをWWW経 由で入手 しておくとい

うような利用を している。おかげで会話もスムーズ

に運び、大いに助けられた。

 このように使 ってみれは強力な情報受発信ツール

であるインターネットであるが、今まではこれを利

用できる計算機環境の制約などで、特定の人々しか

利用できていなかった。例えば学術利用では自然言

語処理関連の論文登録サイ トが米国にあり、ここに

登録することにより自分の名前や、どの様な分野の

どの様な内容での論文か、を全世界に発信出来るよ

うになっている。

 従来のOO学 会から何年何月に発表 したという実

績から、何年何月何時何分に登録 したという分刻み

の実績へ変化しつつある。ディストリビ1 ション

が今まで月単位であったものが分、秒単位にまで短

縮されつつある。 したがって非常に便利ではあるけ

れども、世界同時進行の研究開発が現実のものとな

っている。

 そして最近はパソコンを中心とする安価な利用環

境やツールも整い、徐々に一般へも普及してきてい

る。ユーザの絶対数はまだ少ないが、それでも世界

155ヶ 国4000万 人の加入者があると、94年

11月 の日本経済新聞は報 じている。現在はもう少

し増えているだろう。そしてインターネットの機能

の中でも、ボタン操作を中心としたGUIが 提供さ

れて使いやす く、画などもハ ンドリングできる利点

を持つことから、一般 に普及する可能性が高いのが

WWWで あると思う。 WWWを 利用 したサービスに
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は 「ネットサーフィン」と呼ばれる新しい情報収集  配布する機能、情報を探す機能、情報を見る機能な

スタイルが育っなど、大きな可能性がある。    どから成っている。

World Wide Web

1専 門家 によ る利用 か ら一般 利 用へ

 ・世界155か 国、4千万 のユ ー ザ

2コ ンテ ンツ 、サ ーバ 、ネ ッ トワー ク、端 末

39割 の情 報 は英語

コ ンテ ンツ

1国 内コンテンツの多くは日本語、英語を用意

2即 時性が要求されるコンテンツは多言語を

 用意できていない

 今後課金方式などが社会的な認知を受ければ更に

広範囲な情報の受発信形態が現れるだろうが、居な

がらにして世界中の情報が入手できる。世界へ情報

を発信できるということで、考えてみれば恐ろしい

武器を我々は手に入れたことになる。一般に広まれ

ば真の情報化社会を実現する柱になることは間違い

無いだろう。

イ ンター ネ ッ トと翻 訳

翻訳の役割は?

1情 報提供者にとって

 ・予め翻訳

 ・要求に応 じて翻訳

2情 報利用者にとって

 ・キーワー ドの翻訳

 ・内容の翻訳

□着眠点の整理と裏付け調査が必要

このように大きな可能性を秘めたインターネット

ではあるが、実は世界中で提供されている情報の

90%は 英語であり、1ペ ージ程度ならば読むこと

も苦痛とはならないだろうが、20～30ペ ージに

もなると、やはり日本語で読める方が助かるわけで

こ＼に翻訳 ビジネス参入の余地があるのではないだ

ろうか、実際にどのような可能性があり得るのかを

考えてみよう。

 インターネットは、情報を作成する機能、これを

 情報を作成する場合、例えばWWWの ホームペー

ジを作成する場合には、文字に加えて画や図を交え

た訴求力の強い作品を作成できる芸術性などが提供

者のスペシャリティとして要求されると言われてい

るが、文字や画の交じった情報を簡単な操作で作成

し通信可能な形態で計算機に落し込むには、オーサ

リングシステムと呼ばれる専用のソフトウェアがあ

れば、WWWの 表現上の制約や通信用のデータ表現

形式なども気にする必要がなく大いに助かる。

 阪神大震災の速報をいち早 く発信 し話題となった

奈良先端科学技術大学院大学のホームページを見て

みよう。私 自身神戸の出身でもあり、関係者の安否

をこのホームページを使って確認したが、ラジオや

テレビの音声情報と異なり、文字情報が提供されて

いるので、文字列検索などの機能を用いることによ

りこのような作業も瞬時に完了することができた。

 また、交通網に関する情報も提供されていたので

必要な時にこれを取 り出して利用することができ大

いに助けられた。私は日本語が読めるからこのよう

な処理も楽にできた。

 しかし神戸には海外の人 も多く住んでいる。この

人々の関係者はどうやって知人の安否を確認したの

だろうか。実は日本国内のホームページの多くには

日本語で提供されている情報に対応する英語のホー

ムページが用意されている。現在英語情報は人手に

よる翻訳によって作成されているが、将来常時情報

が変化することを考えると翻訳を簡単に行うための

仕掛がオーサリングシステムの一つの機能として必

要になることは明かである。

 WWWが 使われだ した当初は、例えばNASAの

天体写真等には新鮮な驚きを覚えたもので、木星へ

のシューメーカ彗星接近の映像が刻々と提供される
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など新時代の到来を肌で感じたものである。アクセ

スをされた方 も多いのではないだろうか。提供され

る情報は近年では学術用途に限らず商用のものも出

てきており、全てを合わせると既に一生かかっても

見尽くせないほどの情報が提供されている。

 この膨大な情報の海から必要な情報を探すのは至

難の業である。このため種々の検索ツールが提供さ

れている。 しか し、最近ではこの検索ツールの数 も

例えば、人を探すもの、文献を探すもの、組織を探

す ものなど膨大にかっ専門特化してきており、自分

が必要とする情報を検索するためのツールを検索し

なければならない状況になっている。かっ、先ほど

も述べたように提供されている情報の多くは英語で

あり、英語の世界で自分が探したい情報を見つける

のはキイワー ドの問題一つとって も難題である。

端 末

1得 た情報を母国語で読む

2辞 書を調べる

って行けば大きな宣伝も必要とせずに新しい市場が

作 られることになるが、インターネットは正にこの

ような広がり方をしており、この流れに素直に乗る

ことができれば、翻訳との接点 も極めて自然に広が

るだろう。

ー1 希  望

 情報を探す端末や、情報を流すネットワークのあ

る部分に検索と翻訳を中心としたサービスが入り込

む可能性は大きいのではないだろうか。

現在、パソコン通信からインターネットをアクセ

スすることは可能になりつ ＼あるが、例えはWWW

の画の情報などは容量が大きいこともあって、自在

に取り込めるという状態では無い。しか し、あらゆ

る活動の活力源として情報は極めて大きな役割を果

たしている以上、今後世界中から瞬時に情報を取り

寄せることの可能なインターネットは必ず大きな可

能性を我々に開いてくれるだろう。

 現在インターネットで提供されている情報形態

(HTML)に 多言語化を支える仕組は特に備わってい

るわけでは無いが、英語を母国語としない人々にと

って、これは致命的な仕様の洩れとなる可能性が高

く、今後多言語による情報流通方式を例えば世界に

向けて提案するなどの活動が生まれても良いのでは

ないだろうか。

 市場形成のメカニズムを考えてみると、独自の専

門的な判断能力を持つ小数のイノベータが新しい価

値の利便性を認識 して使い始め、徐々に周囲に広が

1電 子図書館構想の一」部を支える

1「24の 着眼点から調査へ
・本 当 に必要 とされ て い る もの か

・りよ うす るの は誰 なのか???

113言 語サービスに向いたHTMLの 検討と提案

ll・言語サービスに向いたHTMLの 検討と提案

ll ・当面検索と多言語利用が大きな課題

S_V

 ここに述べさせて頂いた内容は、長尾先生の 「電

子図書館」という構想のほんの一部 にすぎないと思

うが、これか らの情報化社会を支える一つの可能性

として、十分な議論と調査を行ってみてはどうだろ

うか?

《質 疑 応 答 》

Q:他 の英語圏の動きはどうか

A はっきりとは掴んでいないが、情報発信と課金

  にっいての試験的な動きはある.

 :標準化の具体案はどうかQ

A 1単なる思い付きだが,例 えば画は一つで言語は

複数を送るための規約などがあれば使 う側も楽

だし、オーサリングを作る側 も種々の効果的な

ツールが用意でき、送る側も簡単に複数言語テ

キス トを作成できるので良いのではないか。

Q.漢 字で標準化されているものは7,000字位と思う

  が、漢字は5万種以上あると思う、従 って発信す

  る場合にも英語で行うケースが多いのではない

  か?

A.現 状のま＼だとHTMLの世界から無視されるので

  はないかとの危機感を もっている。文字コー ド

  の問題は真剣に検討して行かねばならない問題

  で、然し非常に難 しい問題でもある。やるなら

  中国語や他のアジア諸国や現在扱われていない

  言語をふくめて標準化提案を行う必要がある。
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被術簸雛

「文 書 推 敲 技 術 」

NEC情 報 メディア研究所 福 島 俊 一

1.は じめに

 日本語ワープロの普及は、私たちが文書を作成す

る際にコンピュータが非常に役立つ道具として働い

てくれることを、広 く知らしめました。今回は、コ

ンビ,1 タのそのような側面に関して、特に文書の

「推敲」を助ける働 きを紹介 します。

 よく知られているように、「推敲」という言葉は、

唐の詩人が 「僧は推す月下の門」の句を得たが「推」

を改めて 「敲」にしようかと悩んだという故事に基

づいています。 「推敲」は、文章をよりよいものに

するために言葉 ・表現などを考え練ることを意味 し

ています。

 同じく文章をよりよいものにするための行為には、

「校正」や 「校閲」というものもあります。「校正」

や 「校閲」は文章の誤りや不備を見つけることを指

します(「校正」はタイプミスなどの文字比較を中心

としたもので、 「校閲」は文章の内容にも目を向け

たものです)。

 今回取 り上げる内容は、厳密な意味での 「推敲」

だけにはこだわらずに、 「校正」や 「校閲」の支援

も含めた、文章の言葉 ・表現をよりよいものにする

ためのコンピュータ技術としました。 「推敲」は文

書の作成途中に著者自身が行なうもので、 「校正」

「校閲」は最終段階に通常は著者とは異なる人が行

なうものとして対比することができるかもしれませ

ん.,しかし、コンピュータによる文書作成では、作

成途中でも容易に見直し・修正がかけられることや、

最終的な仕上げまでを一一人で簡単にできるようにな

ってきたことなどから、上述のような「推敲」と 「校

正」 「校閲」の間の明確な区別がなくなってきてい

るように思います。
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2.推 敲支援機能

 文章の言葉 ・表現をよりよいものにするためのコ

ンピュータによる支援機能は、大別すると次の3つ

(検査、規格化、参考情報提供)に分類できます。

図1文 書検査機能の例

(A)検 査

 書き上がった文書(あるいは書きかけの文書)を一

括 して検査 し、誤りや不備を見っけます。図1に こ

のような検査機能の実例を示 します[1]。 図1の例で

は、ワープロで作成した文書に検査機能をかけた結

果、検査項目に該当した箇所に色マークが付与され

ています。例えば、 「厳く」 「溢る」 「完壁」は誤

字(正 しい表記は 「厳 しく」 「溢れる」 「完壁」)、

「為」 「余りに」 「毎」は誤りではありませんが仮

名書きの方が好ましい言葉です。その他にも、括弧

の対応が正 しくとれてない箇所や、類語の使い分け

に注意を要する箇所(「搭載」と 「登載」)な どがマ

ークされています。マークされた箇所をクリックし

て訂正候補を表示させ、正しい表記に簡単に置き換

えることも可能です。

 このような機能をもつシステムは、新聞社や出版

社の校正部門、企業のマニ」アル制作部門などで実

用化されています。最近は、市販のワープロソフト

でも、この種の機能をもつものが出てきています。

 機械翻訳システムのユーザにとっては、このよう

な検査機能を前編集に活用すること力河 能です。機

械翻訳 しやすい文章の条件という観点から検査項目

を設定 し、検査に該当した箇所を書き直 してから機

械翻訳にかけるという使い方になります。また、OCR
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(文字認識装置)で読み取った文書を機械翻訳にかけ

るという運用形態では、文字認識エラーを発見して

訂正するのにも検査機能が役立ちます。

(B)規 格化

(A)では書き上がった文書を後から一括で検査する

のに対 して、文章を入力 していく段階に制約をかけ

て、最初から規格に合った文書を書かせるようにガ

イドするのが(B)です。使用 してよい用語を限定 して、

それから外れる用語が入力されたら言い換えを促し

たり、複数通りに解釈できるような曖昧な言い回し

を避けて、より意味の明確な言い回しを勧めます。

 用語の制限に関しては、新聞記事で使用が禁止さ

れる言葉を、仮名漢字変換の段階で自動的に別な言

葉に置き換えるような新聞記者向けのワープロが開

発されています。用語だけでなく文法面でも制約を

加えたものには、機械翻訳を容易にすることを目的

にデザインされた京都大学の制限文法[2]や 九州大学

の規格化 日本語[3]が あります。

(C)参 考情報提供

 文章を書いている際に参考にしたい情報が簡単に

手に入るようにします。例えば、ある言葉の使い方

に自信がないときに、その言葉の意味や用例が確認

できたり、適切な言葉力偲 い浮かばないときに、類

義語や関連語を知ることができるような機能です。

最近は各種辞書類がcu-xoyや フロッピィディスク形

態の電子書籍として出版され、パソコンや専用プレ

イヤーで検索できるようになっています。さらに、

仮名漢字変換と連携 して、文章を入力しながらワン

タッチで関連情報を参照できるような仕組みも実現

されています。

3.日 本語文書の検査技術

 前章で紹介 した機能のなかで特に(A)の検査にっい

て、その実現技術を紹介 します。機能の形態は若干

異なりますが、(B)の規格化も基本的な技術は(A)と

共通 しています。なお、ここでは日本語文書を対象

に話を します。単語単位に分かち書きされる英語文

に対して、べた書きされる日本語文はコンピュータ

による解析にとって不利です。英語文ではスペルチ

ェッカや文法チェッカが一般 に広 く普及 しています

が、日本語文の検査機能が一般 ユーザに提供され始

めたのは、ごく最近のことです。

3.1検 査項目

 見っけ出すべき誤りや不備には、様々な種類のも

のがあります。以下に、それらを列挙 してみます。

(a)誤 った表 現

 (al)打 鍵 誤 り

  ・入 力誤 り:

  ・修正 誤 り:

で け る ×→ で きるO

    表現のする×(削り残し)→表現するO

    会社出た×(削りすぎ)→会社を出た(,

 (v2)仮 名漢字変換誤り

  ・候補選択誤り:人 口知能×→人工知能0

  ・入力誤 りによる誤変換:

    死に(SINI)× →真意(SIN'1)O

 (a3)言 葉の表記法の誤り

  ・一般 語の誤用:前 後策×→善後策O

  ・固有名詞の誤用:太 田区×→大田区(り

 (a4)言 葉の使用法の誤り

  ・重言:馬 から落馬する×→落馬するO

  ・誤った慣用句:

    照準を当てる×→照準を合わせるO

  ・敬語の誤り

  ・助数詞の誤り

 (a5)構 文の誤 り

  ・副詞の呼応の不正:

    全然おか しい×→全然おかしくないO

  ・ねじれ文:

    本システムの特長は、…を活かし、

     …を向上させた。×

    一ナ本システムの特長は、…を活か し、

     …を向上させた点である、,O

  ・助詞の誤 り:

    解析の実行する×→解析を実行するO

 (a6)文 章形式の誤り

  ・括弧の対応の不正

  ・見出し番号の不正

 (a7)意 味の矛盾や内容の不備

(b)表 現の不統一(表現の基準は必ず しもはっきり

  していないとき)

 (bl)表 記法の不統一

  ・送り仮名の付け方の不統一・:行う/行なう

  ・片仮名表記の不統一:ユ ーザ/ユーザー

  ・数字表記の不統一:100円/百 円
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  ・漢字水準の不統一

 (b2)文 体(常体/敬体)の不統一(常体一だ・である

  体、敬体一です ・ます体)

(b')基 準に適合しない表現(表現の基準がはっきり

  しているとき)

 (b'1)禁 止語(差別語、忌み言葉、俗語など)

 (b'2)不 適切な表記(漢字表記された仮名書き推

  奨語、不適切な送り仮名。不適切な片仮名表記、

  基準外の漢字使用など)

 (げ3)不 適切な文体

(c)曖 昧な表現

 (cl)曖 昧な言葉(関係の不明確な接続詞など)

 (c2)わ かりにくい表記(交ぜ書き語など)

 (c3)曖 昧な構文(過度の省略、二重否定、動作主

  の曖昧な受け身表現など)

 (c4)曖 昧な意味の文

(d)注 意すべき表現((a)～(c)に 誤 りやすい表現)

 (d1)接続詞、接続助詞、指示語、固有名詞、数詞、

  同音語、呼応の副詞など

 (d2)複 文、受け身表現、敬語表現など

表記法に関する誤りは検出しやすいものですが、意

味レベルの判断が必要になると実現が難しくなりま

す。打鍵誤 りなどでも、誤った結果が単語らしから

ぬものになれば検出は容易ですが、誤った結果が別

な単語に置き換わってしまうと文脈から判断する必

要があるので難 しさが増 します。

3.2誤 り検出の方法

 前節で挙げたような各種の誤りをコンピュータで

検出するために考案された主な方法口][4]を紹介 し

ます。

(1)字 面照合法

 単語辞書を用いた解析は行なわずに、文字列照合

レベルの条件で該当箇所を検出する方法です。例え

ば、九州大学で開発された推敲支援 システムでは、

次のような条件で受け身(可能 ・尊敬 ・自発も含む)

の助動詞 「れる」 「られる」を検出しています[5]。

余分な検出は発生するものの、検出洩れは起こさな

いように条件が定められています。

 日本 語 で は表記 法 の許 容範 囲が 広 く、送 り仮 名 の

付 け方や 漢字 表記 す るか/仮 名表記 す るか な どに 自

由度 が あ ります 。 その ため 、(a)のよ うな明 らか な誤

りの他 に、(b)(b')の よ うな基 準 の定 め方 に依 存 す る

ものが あ ります 。(b)は一般 に許 容範 囲 の表 記法 で あ

れ ば誤 りとは しな いが 、1つの文書 のな かで は統一 さ

れ てい ない と いけ ない と い う立場 を と った もの です 。

それ に対 して(b')は 許容 範 囲は設 けず に 、独 自に表

記法 の基 準 を明確 化 して判定 しよ う とい う立 場 を と

ってい ます 。(c)は 誤 り とは言え な いが 、表現 を よ り

わか りやす くす るため には改 め た方 が好 ま しい もの

です 。(a)～(c)で は誤 りか ど うか何 らか の判 断 が な

され て い ます が 、(d)で は 、その判 断 が保 留 され て い

ます 。(d)は 、各 自(ユ ーザ)が 判断 した結 果 と して 、

(a)～(c)に な るか も しれ ませ ん し、誤 りで は ない と

い うことに な るか も しれ ませ ん 。コ ン ビ1 タは(a)

～(c)の 判 断 が完 壁 にで きるわ けで はあ りません か ら

検 出洩 れが生 じる くらいな ら(d)の 方 が よ い とい う 見

方 もあ ります 。警 告 レベ ル は、(a)が 最 も高 く、(b)

(c)(d)の 順 で下が って い くことに な ります 。

 上 に述 べ た検査 項 目のすべ てが コ ン ピュー タで実

現 で きて い るわ けで は あ りませ ん。 全般 に、言 葉 の

「れる」 「られる」の検出条件:

文章中から 「れ」を探し出し、以下の判定を行なう。

(判定条件1)「 れ」の1文字前は 「か」 「さ」 「た」

 「な」 「ま」 「ら」 「わ」 「が」 「ば」のいずれ

 かである。

(判定条件2)「 れ」の1文字前が 「な」の場合、 「し

 なれ」 「死なれ」以外の 「れ」は受け身ではない。

(判定条件3)ラ行下一段活用動詞のうち判定条件1を

 満たす もの(「現われ」など)を適当に選び一覧表

 にして、これに一致したものを除去する。

(判定条件4)「 われわれ」は受け身ではない。

(2)文 字連接検定法

 日本語文章のなかに現われる2文字組や3文字組な

どの統計情報を調べておいて、ほとんど現われない

ような文字組を検出する方法です。

(3)形 態素解析による検出法

 日本語文の形態素解析は、べた書きの日本語文字

列を単語に分割 して、各単語の品詞を認定する処理

です。形態素解析の際には、通常、単語辞書と接続

表が参照されます。単語辞書とべた書き文字列とを
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照合することで、単語になりそうな文字列を検索 し

ます。接続表は、2っの品詞の並びが日本語として許

されるかを記述 したもので、単語辞書検索で得られ

た単語候補の並びが妥当であるかを判定するのに使

われます。下記は形態素解析結果の例ですが、2つ目

の例文は誤字を含んでいます。

「文章を解析する」O

→文章(名詞)/を(格 助詞)/解析(サ変名詞)/

 する(サ変終止形語尾)

「文章を解折する」×(誤字あり)

→文章(名詞)/を(格助詞)/解(名 詞)/

 折(未知語)/す る(サ変動詞終止形)

 形態素解析では、解析不能になった場合に未知語

の存在を仮定 します。この未知語の部分は、単語辞

書に登録されていなかった単語が出現 したというの

が本来の意味ですが、誤字が存在したという可能性

もあります。また、必ず しも解析不能にならなくて

も、経験的あるいは統計的に、誤字を含む可能性の

高いパタンを検出することも有効です。例えば、「指

道力」(正 しくは 「指導力」)という誤字を含む文字

列は 「指(名詞)/道(名 詞)/力(名 詞)1と 形態素解析

されてしまいます。しか し、1文字名詞の3連続を検

出パタンの1っ としておくことで検出できます。

(4)誤 用例検索法

 検出したい表記パタン(誤用例など)も通常の単語

と同様に登録 した単語辞書を用いて形態素解析を行

ないます。あるいは、検出したい表記文字列を単純

に、文章中から文字列照合で検索します。

(5)意 味カテゴリ検定法

 特に仮名漢字変換で入力された文章に多く発生す

る同音語の誤りを検出するために、同音語の表記と

前後に接続可能な単語の意味カテゴリを記述したテ
ーブル(連接判定テーブル)を用意しておいて判定す

る方法です。例えば、意味カテゴリの1っである 「操

作」との接続可否について、次のような記述がされ

ているとします。

(こ う りっ:公 立)一 意 味 カテ ゴ リ「操作jと 接続不 可

 このとき 「処理公立」という例文を考えると、「処

理」の意味カテゴリは 「操作1で あることから、「公

立」との接続は不可で、誤りと判定されます。

(6)知 識べ一ス照合法

 形態素解析などで検出した固有名詞について、企

業名 ・役員名などのデータベースと照合して、その

実在性を確認する方法です。

4.お わりに

 本来の文書推敲は人に読んでもらうためのもので

すが、機械翻訳を容易にするという目的で文書推敲

を考えていくと、対話性を高めた機械翻訳システム

の方向へ重なっていくように思います。推敲結果の

文書という中間段階をおくことは、ユーザと対話を

もっことが前提になります。文書推敲→機械翻訳と

いう2段階のステップを踏む構成よりも、むしろユー

ザとの対話を積極的に取り込むスタイル[6]の方が、

機械翻訳 システムにおける文書推敲技術として本質

的な部分をとらえていると言えるでしょう。
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連 接 判定 テ ーブル1

(こ う りつ:効 率)一 意 味 カ テゴ リ「操作 」と接 続 可能
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三灘

辞 書 編 集 の 実 際

難小学館 辞典第2編 集部長 樋 口 信 也

 この5、6年 の間、多くのメーカーのかたがたか

らワープロ用とかIC辞 書などに、辞書のデータを

貸 して欲 しいとの要望が多く寄せられています。

 また、音声翻訳や自動翻訳などに新語情報を使わ

せてもらえないか、といった要望が私どものところ

に寄せられています。それらの人々との出会いの中

で、私どものように紙の辞書を作ってきたものにと

っては、様子がだいぶ違うな、という感 じをいだい

ています。

 このような状況になってきますと、これからの辞

書をどう作っていったらいいのか、また、これだけ

多用化された情報をどのように管理 していったらい

いのか、私どもにとっても重要な問題になっていま

す。

 しかし、実際の辞書作りの現場は、組版がCTS

化されたことを除けば、めんどうな人間の手作業で

あることは、20年前とほとんど変わっていないのが

現状です。

(資料1)の ように、赤字をいれる作業が1,000頁 、

2,000頁 と延々と続き、この工程が4段 階から6段 階

も続 くといった、気の遠くなるような作業に追われ

ているのが現実です。大型の辞書になると完成まで

に8年 近 くかかります。いっぽう、辞書業界の競争

も激 しく、なかでも、大きなマーケットである高校

生向けの学習辞書の分野では最近では5年 サイクル

で改訂をしていかなくては、類辞典との競争に追い

ついていけません。

 また、一般 向けの辞書でも、新しい言葉や用法が

爆発的に増大 し、これらをカバーしていくためには、

従来の辞書の器では処理できないのが現状です。こ

のような状況をどう解決 していくかは大問題である

わけですが、今日、私に与えられたテーマは、辞書

制作の現場の話をということでございますので、辞

書の語彙と訳語の問題を中心にお話を してみたいと

思います。

[資料1]ポ ケ ッ トプ ログ レ ッシブ英和 辞 典(1995年 刊4校 ゲ ラ)
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英語の語彙

 英語 の語 彙 は400万 語 ぐらいあ る と言わ れ て い ま

す 。 これ には 、 臨時語 とか方 言 、俗 語 、新 造語 、 外

来語 、 廃語(現 在 は使 わ れ て いな い けれ ど も、 あ る

期 間 に使わ れ て いた言 葉 、例 え ばベ トナ ム戦争 時代

に使 わ れて いた言 葉 で も、 その 時代 の 資料 を読 むた

め に は必要 です)を 含 み ます が 、 これ に専 門語 、 固

有 名詞 を含 め れ ば膨大 な語 彙 数 に な ります 。専 門語

につ いて いえ ば 「化学 概要Chemica l Abstract」 に

収 容 されて い る語 彙 は600万 語 、医学 用語 は20万 語 と

い うデ ー タが あ ります(「 辞 書学 の すべ て 」研 究社

1988)。 この よ うな膨 大 な語 彙 の 中か ら辞 書 は どよ

うな語 彙を 選択 して い るの か。 英米 の 辞書 で は

Oxford English Dict ionary(OED、1989年 改訂)に は

616,600項 目収録 され て い ます 。主 見 出 しは35万 語 、

す べて 合せ る と100万 語 は い って い ます

 ま た、Aebster'sThird New International

Dict ionary(1961)は45万 語 、 Bandon H6use第2

版(1987)は33万 語 、 私 ど もで作 って い る 「小学 館 ラ

ンダムハ ウス英和 大 辞典 第2版 」(1994、以 下 「ラ ンダ

ム」と略称)は34万5千 語 収 録 して い ます 。

 これが い わ ゆ る大 辞 典で すが 、 英米 で一般 的 に使

われ て い る辞 典 は 、ご承 知 の よ うに〔;011ege版の辞 典

です 。例 え ば、19ebster'sColleAiate Dictionary

は16万 語、これ は派 生 語 な どを含 み ます か ら、立項

され て い る見 出 し語 はll～12万 語 ぐらい にな ります 。

 英 和辞 典 で 、 これ に相 当す るのが 、 いわ ゆ る 中辞

典 と いわれ て い る もので 、「プ ロ グ レ ッシブ英和 中辞

典」(11万3千 語)「新 英和 中字 典」(9万語)な どが あ りま

す 。

 さ らに 、 いわ ゆ る学 習辞 典 と いわ れ る高 校生 向け

の辞 典 が あ り ます 。 この ジ ャ ンルが 辞典 の なかで は

一番 需 要が あ るわ けです が 、5～6万 語 収 録 の辞 典

で す 。 これ に相 当す る辞 典 は英 国 で 出版 され て い る

第 二外 国語 学 習者 向 けの外 国語 辞典Oxford Advanced

Learner'sDict ionary(OALD), Longnan Dict i onary

of(:onte叩orary Eng l i sh(LDOCE)な どで、それ ぞれ

の ジ ャ ンル の辞 典 は、 お おむ ね 、 これ らの英 米 の字

典 を基 準 に して 語彙 選択 を して い る と考 え て よろ し

い と思 い ます。

 と ころで 「ラ ンダ ムハ ウス 」 の場 合 は20年 ぶ りの

改訂 で した 。 したが って、 この間 の語彙 の変化 は激

し く、結 果的 には、ほ とん どの項 目を書 き換 え な くて

は な りません で した。特 に、 コ ン ビs タ、環 境 、

医学 、 口語 、俗 語 な どは、約70に お よぶ 英米 の辞書

を使 って 、追 加 ・訂 正を 行 って い ます 。 また 、今 回

の改 訂の 大 きな特徴 は 、英米 の英語 に限 らず 、ア フ

リカ、 イ ン ド、 カ ナ ダ、オ ー ス トラ リア 、さ らに ア

ジ アの英 語 まで を カバ ー した こ とで す 。 これ らの語

彙 が タイ ムや二i一 ズ ウ ィー クな どの一般 的 な雑誌

や 新 聞 に もでて くるか らです 。 ま た 、 日本語 も英語

に借 用 されて 英 米 の文献 に頻 出す る よ うにな って い

ます 。現在 、外 国語 で英 語 に借用 されて いる言 語 は

フ ラ ンス語 に次 いで 日本 語が2番 目に 多 いと言 われ

て い ます が 、英 米 の辞書 に収 録 され て い る 日本 語 だ

けで も900余 りあ ります(「 ラ ンダム」で は この 単語

を 巻末 に収 録 して い ます)。 まさ に、辞 書 は その作

られ た時 代 を反 映 します 。

 と ころで 、毎 年800近 い新 語が 日常 的 な英 語 の語彙

には い り込 み 、そ の うち500語 が 種 々の 辞典 に収 録 さ

れて い る と言 わ れ て い ます 。(「辞 書学 のす べて 」前 出)

これ らを ど う選 択 し辞 書 に と りいれて い くの か 、「ラ

ンダ ム」 の場 合 、先 に述べ た70余 の辞書 にあ た り、

取 捨選 択 した わ けです が 、作業 の途 中で 改訂版 が 出

れば 、 それ を ま たチ ェ ックす るとい う気 の遠 くな る

よ うな作 業 が 続 き ま した 。米語 の俗 語 に つ いて は、

Dictionary of Acerican Sla㎎ とい う底本 が あ り ま

すが 、1986年 にChap■anの 改 訂版New Dict ionary

of Anerican Slangが でて います 。これ と旧版 を チ ェ

ッ ク しな が ら、新 版 で はずれ た語 、追 加 され た語 を

調 べ収 録語 を 決 めて い き ま した。

 さ らに、英和 辞 典 に と って 、大 きな 問題 は、 これ ら

の 英米 の辞 典 はネ イテ ィブス ピー カーの た め に作 ら

れ て い る こ とで す 。 日本 の 国語辞 典 が 、 日本 人 に と

って ご くあ た りまえの語 義 や百科 語 を載 せ て いな い

よ うに、英 米 の辞 典 に は、ネイ テ ィブス ピーカ ーに は

ご くあ た り まえの用 法 ・語彙 で も、日本人 にはわ か り

づ らい もの が載 って い ませ ん。 これ らは 、 フ ィール

ドワー クで 集 め るほか あ り ませ ん 。 ア メ リカに滞 在

して い る英 語学 の先 生 が現地 で語 彙収 集 を行 ったほ

か 、雑 誌 、新 聞 な どか らの語 彙収 集 を行 って い ます 。

sick building、ethinic cleasit g、 wOOOnな ど(資

料2)は 、この よ うな作 業 で集 め られ た もので す。
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sick building不 衛生オフィスビル:、syndrome

ビル疾患 症候群(略:SBS).

wom・yn lwiml国'r, women(時 にwoman)の 性

藻 別 を避 けた緬 しい峯多5に}り.

wom・on[w白mnl'r. womanの 腔 践拐llを避 けたto

h)り.
.man'Iman , m庄nl`omb.… 人,者,員,官(man):

～

news an`hor.13119i7隼 米 国 労 働 省 出 版 のr職 策

名辞 典 」(DO↑)で け.歴 史 的r・manが つ く特 定の職

藁 を示 す焉(fore"tan,mailman,policanan,re・

pairmanな ど}は 全 て中 性 的 な話 に代 えられてい るl

 supervisor, mail[or  le電terlcarrier, (police)

 oF6cer,repairer(radio repairerな ど).多 くの産

 叢 ・企 藁で も同 壕 の中 性 的 な職 藁 名 を用 いている.1⇔

 freshmanは まだ一 般 的 に高 校 ・大 掌 ・礒 会で 男 女 両

出典

Abstract  Background. The sic  wilding syndromes is

the lertn given亀o a constellation o symp oms repo巾 by

workers in modern office buildings, hypothesized to occur

when the supply of outdoor air is reduced, because of the

ethnic cleansing民 族的 浄 化;セ ルビア人がボ

スニアからクロアチア人やイスラム教徒 を武 力邉放する政

策,X1992〕

UNTAC iλma∋k,血n・ 〕しfnited Na覧bnsτransi.

tional Authority in Cambodia国 連カンボジア暫 定

行政 機構(199]年10月23日 設立).

The New England Journal o!Medicine,Msrch 29,1993

'L°ND°

Kenzie,
l stranded、膿 謙 繍;
headedto safety at a Croatian

izoo Saturday with British
troops who rescued himby us;

jing six armored vehicles and
acan of strawberry jam
     TheJapan Times, May10,1993

民族浄化敵覧にJってヱち往生し1[Tスニアの購のマッケン
ジ_カ ・土畷臼にク0アテアのuamに4の 地を求めてm

っ'二.

[資料2] ラ ンダム ハ ウ ス

 私 ど もで は「最新 英語 情 報辞 典 」とい う「ラ ンダム 」

に も載 って いな い新語 ・時事語 ・専 門語 ・俗 語 な ど

を 収録 した辞 典を 作 って い ますが 、 この なか に は、

いわ ゆ る臨時語 とい われ る ものを収 録 して い ます 。

この辞 典を み る と、1988年 当 時 、youis皿 は 臨時語

で あ ったが 、皿eis皿 は認知 され て い ます 。 また 、合

成俗 語 、修 辞用 法 な ど もあ ります 。Beer cageは

米 国の警 察 の マ ー クに使 わ れて いる こ とか ら、「警 察

署 」とい う意味 で 、映画 やCBラ ジオ に しば しば登場

します 。また、induceと い う言 葉 は本 来「～を 誘発 す

る」 とい う意味 です が 、野球 の 世界 で は 「…を 撃 ち
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me。ism[mi:izam]n.ミ ー イ ズム,自 分

 主 義:自 分 以 外 の もの は何 も考 虜 しな い とい

 う,1970年 代 に 米 国 社 会 の 風 潮 を背 景 に生 ま

 れ た 考 え方.ca MEGENERATION

you-ism【j白:izomI n,〔{臨 時 語})ユ ーイ ズ

 ム:も の ご とをすぺ て相 手(あ な た)の 立 場 で 考

 え よ うとす る こ と.レ[`1分 中 心 に しか 考 え な

 く,周 囲 の こ とは すぺ て 自 分 には関 係 な い,と

 して 自 分 の殼 に閉 じこ もるme・ism(ミ ーイ ズ

 ム)と は逆 で対 立 す る立 場.cL ME-ISM

in・duce [ind白:s,・dj白:s「 ・dju:siむ .`,

 【Ptak】 ・一をf「 ちと る:Valcnzuclarndnccd P
arrish to pop up to third base .バ レ ンズ

エ ラは パ リッシュ を3!!tフ ラ イfC十rち とった
,

 レ スボー ツ記 者の修 辞 的 月1卍1.
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[資 料3]In-duce [資料4]新 語 表現 募集 フ ォマ ッ ト
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とる」という意味で使われます(資料3)。

 これらは、新聞のスポーツ欄に出てくる語彙です。

このような情報は翻訳者にとって欠かせないもので

で しょう。

 また、この辞典では、一般の読者に要項をお送り

して、新語 ・新表現を集めていただきました。特に

プリントされたものに限 らず、パンフレット、会話

やテレビで聞いた表現なども寄せていただきました

(資料4)。

 この試みは、現在進めております改訂版でも行っ

ておりますが、ビジネスマンの方々の関心の高さに

驚ろいています。

・pro・duce麗 認1儀 撰瑠欝1
.

 レINDUCE, Rkl)UCk》

 一[lb](duc・es[、iz h～d[、 i;duc・ing)

 ⑲MV+O(名)+(raq)]・ を生 み 出 す,引 き起 こす,

 生 じさせ る; を生 産 す る,製 造 す る(manurac-

 ture)・produce good results好 結 果 を生 みntす!

 produce steel[cars]鋼 鉄U「Illlrlし]を 生 産 す る1

 Plastic is producec!「rom oil.プ ラスチックは石

 ri4からで きる.

produce market

produce `ま里予菓,果s勿,
ナ ッツ.乳 製 品(牛 乳,

チー ズ。バ ター な ど)の

総 称.produce market

は 日本 の 「八百屋 」 「胃

果 店1に 近 いが,乳 製 品,

ジ ュー ス.卵.鶏 肉.七 面

鴨な ど も扱 う,店 名は

Marketを つけず_Produce

と名 乗 るこ と も多い.

RICHMOND PRODUCE
   MARK訂

THANK
YOU.

[資 料5]Pro-duce

英和辞典の訳語

 z多4
un 6【A禽∀●しu9.
r       ● 3旦
  13

 訳語 で いちばん 苦 労す るのは 、 当然 の こ とです が、

日米 の文 化 ・習慣 の違 いです 。 テ キス ト(辞書 や原 典)

を しっか りと読 み取 るこ とが 大 切 です が イ ンフ ォー

マ ン トに聞 くとか 、現地 に問 い合 わせ る こと も行 わ

れ ます 。

 例 え ば、special deliveryは 多 くの辞 書 で は「速

達 」 と訳 されて い ます が 、 い くつ か の英 米 の辞典 を

見 ます と 、「定 時後 の一 定 時間(通 常 、2時 間程 度)に

届 い た 郵 便 物 」 と説 明 さ れ て い ま す 。 い わ ゆ る 日本

の 速 達 便 と は 異 な って い る わ け で 、 「ラ ン ダ ム 」で は

「特 別 配 達 便 」と い う訳 に して い ま す 。 ま た 、wolf

treeの 訳 は 苦 労 した もの の 一一つ で す,,あ る専 門 語

辞 典 で 、 よ うや く 見つ け た 訳 はi暴 れ 木 」で した 。

ま さ に この 単 語 は この 訳 が ぴ った り な の で す 。

 さ ら に 、一 つ の 訳 語 で は す ま な い もの が あ り ます 。

Koreallの 訳 は 「朝 鮮 語 、 韓 国 語1に 加 え 、 「コ リア

語 」も現 在 使 わ れ て い ま す 。

 produceの 訳 は 、…般 に 「農 産 物 」で す ま せ て い ま す

が 、「青 果 物 」と い う訳 が 必 要 で す 。米 国 の マ ー ケ ッ ト

の 袋 に 印 刷 さ れ て い るProduce Market(資 料5)は

い わ ゆ る 「八 百 屋 、青 果 店 」の 意 味 で す 。こ れ こ そ 生 活

に 欠 か せ な い 情 報 で す 。

 さ ら に 、英 和 辞 典 の 大 き な役 目 の 一 つ に 、言 葉 の 用

法 ・使 わ れ 方 を 示 す こ とが あ げ られ ま す 。例 え ば 私 ど

もの 「プ ロ グ レ ッ シ ブ 英 和 中辞 典1のsellの 項 目

 (資 料6)に は く 〉 を 使 って 、主 語 、目的 語 に 何

が く る の か 、 具 体 的 に 語 義 ご と に 記 述 さ れ て い ま す 。

 い わ ゆ る 選 択 制 限 を 示 して い る わ け で す が 、 そ の

ほ か に も、後 に 続 く前 置 詞 、文 型 、 そ れ に 語 法 上 の 注

記 を 多 く載 せ て い ます が 、 これ ら は 、先 に 述 べ た 、第

二 外 国 語 の た め の 辞 典(OALD、Ll)OCE)な ど の ほ か 、 言

語 学 ・英 語 学 の 論 文 な ど が 資 料 に な って い ま す 。

:selHsellu.(801d・ ～ ・ln的u.1・1Ull困(優1】)1〈 物 を〉(ある

 金 額 ・価 格で)・電る,1腹る(一・buy)(u!,ノin・ ・山;臼IHもX罰)/11'

 園 〔勾lsellAto B!soil13Al〈A(物)をB(人)に 〉売 るV 

〔ui〔名耳(商 品 が〉くある数 鼠〉ワでれる. ◇TRAnE阻 曜〕:ρM a 

thing(!!:l high pricc(110ss, a discount]高 いrurrYで 〔損 を

 して,llr6「きして1売 る!Fic suld the camcra'o me/bダ$30・

 [轟Hc∫o〃mc重hc cnmcra f♪r$」0.)彼 はカメラを30ド ル 

で私 に銅 った(レ 前者 σ)受動態 の形は'1'ha camcra N'OS sold

 'ome jur$30.後 行はThe camera N'(7.T sold mc Jnr 

S30.!K‡5も に米"Iwas SO'`'the camcra for S 30.)!The

 book∫`,〃amillion copies.そ の本 は100万 部 売 れた.

 s〈 人 ・店が〉(商品 を〉売 って 〔扱 って1い る,〈商`Sifn>lnl売 【販

 JL】をしている:‐insurancc保 険(のWl1L》 をやっている!Do 

you～monthly magazines?駁 店 仁1に⊃月 同琵 がありま1'か・

 3U田 釦鷹彊11V固「釦 〕儲雪)目sell A to 13!gell n A1〈B(人) 

にA(ぢ'え ・計011iなど)を〉ゾ6り込 む,宜 伝ずる:～anovelice

 'othe boss【=:～the boss a novel idca).ヒ 司 【こ漸 しいフ'f

 デアを売 り込 む, 

4Ull陶 優1瑚《話力(人 に〉(…を)納 得 させろ,受 入 れさせる 忙oπ

  ,.p:～ones parcnts`川the schemcそ の3卜画 をi副に納 得 

させる ノShc was∫o〃o'i the schcmc.そ の計 両が気 に入 った・

 5【m圏(馴)〕 〈良 心 ・名 誉 ・楓 国 などを〉(金 ・撫 力などのために) 

売 る,売 りilkすKルr_1):～one's honorぞ 名誉 を売 ろ ノHe 
would～his granJmothcr/or a buck.彼 は金のためなら何

[資料6]selI
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 最 近 の傾 向 と して 、語法 記事 を 詳 し く載 せ る辞 典

(特 に学 習辞典)が 増 え て い ます 。辞 典 の使 用 者の 多

くが高 校生 で あ り、 その 目的が 、 大学 受験 で あ る こ

とが その背 景 にあ ります。 入試 問題 が 多用 化 し、 時

には 、か な り高 度 な文法 や 用法 を 問わ れ る ため 、「受

験 問題 が解 ける」辞 典 が高 校 の先生 方 、生徒 に歓迎 さ

れ ると い うわ けで す。 い っぽ う、 口語 英語 へ の要 求

も高 ま ってお り、辞典 を作 る側 に と って は新 た な工

夫が要 求 され て い ます 。

 2か 国語 辞 典(bilingual dictionary)の なか で い

ちばん 発 達 して い るの は英 和辞 典 だ といわ れて い ま

す が 、 その一 っ の理 由 は、「大 学 入試 」の英 語(一 般 の

人 に と って 、 いち ばん熱 心・に英和 辞典 を引 くの は こ

の 時期 だ と思 います)と い う日本 特 有 の状 況 に よる

もの と思 わ れ ます。

 しか し、現 在 の英和 辞 典が これで い いの か と いえ

ば 、 まだ まだ大 きな問題 を かか え て い ます 。一 っ は、

用例 な どを含 む 一次 資料 の不 足 です 。近 年 、膨 大 な

量 の コーパ スを使 った辞 典 が英 国か ら続 々 と出版 さ

れ て います 。Collins Coubuild English I.anRuage

Dictionary (1987), Longnan Language Act i vator

(1993). Ginbridge Internat ional Dict ionary of

English(1995)と い った辞 典 です が 、これ らの辞 典

の基 礎 に な って いるの は、 新 し く集 め た コ ーパ スの

科学 的分 析 です 。 これ か らの辞 典 は、 この よ うな資

料を使った、組織的な作業が必要になってくると思

われます。

 もう一つの問題は、辞書編纂の専門家が少なくな

っている現状です。日本では、英米のように、本当

の意味での辞書編纂者はほんのわずか しかいないの

が現状です。英和辞典の編集は、主として、英語学

専攻の大学の先生がたによって支えられてきている

わけですが、辞書編纂に欠かせない、英語世界を広

くカバーできる人材が少なくなってきています。

 これは、学問が細分化されていることも一因と思

われますが、辞典編集にとっては大きな問題です。

 また、英語専門の先生だけでは現代の情報の多様

化に追いついていけないのも事実です。このことは

これからの辞書の作 り方を大きく変えていくことに

なるにちがいありません。

 今後の辞書は、IC辞 書、 CD-ROMに 収めら

れることになると思いますが、そのためにも、また

今後の辞典の可能性を考えるうえでも、現在のデー

タをテキス トデータの形で管理 し、多様化したユー

ザーの要求に応えられる体制作 りが必要だと考えて

います。そのためには、辞書原稿を最初から(印 刷

所で組むのではなく)独 自にパソコン上でテキス ト

データの形で作 る作業を始めています(資料7)。

辞書製作の現場は、いま、ハードとソフトの面で大

きな曲がり角にきているといえます。

RA■200
ME‐car・rf

PR-{L職 くrl)

P1-.t

TR一 週ぶ,搏 って行 く,遅 鳳[週 送 〕す る3伝 える 冨(管 な どが)導 く3伝 鍛 させ る;行 かせ る;持 ち運 べ

支 えるt(記 事 な どを}職 せる;(向 品 として)売 る3(罰e)伴 う;(子 を)宿 してい る;(勘 議 を)通1

(選 単区 など を)制 する3(聴 衆 な とを)感 動 させる.

P2■vl

TR■pく.

I E幽 酎 on 【everythln呂 〕 beforo サone・

TR圏 向 か うとこ ろ敵が ない.

IE購 ～e騨gy

TR-k#び 去 る;を さらって 行 く5を 夢 中に させ る.
IB‐^-beck

TR騨 を元へ贋 す3を 思 い起 こさせ る.

1E■ ～fonerd
TR■ セ推遭 すa;【 鄭 配1 (額 を)次 頁へ繰 リ越 す.

IE口 ～Ro[f
TR■ 《賭》 何 とかや リeる.

IE■ ～off

TR瞳 を遅 び[達 れ】 去る:(貫 を)得 る1を う まくや る3《 話》eeす.

IE■ ～on

TR■ 纏け る;(事 秦 を}言 む;騒 菅立 てる;浮 気 をす るcr.icnq.

IE■ ～Mone'e!point

TR鵬 主張[意 見】 を通す.

IE-～Yone●self yell
TR■ リっぱにふ る まう.

1.E■ ～out

TR■ を実億[成 鵬】 する,

IE曜 ～o▼or
TR■ を捲 ち趣す 言 【簿記 】 (額 を)吹 頁へ 繰 リ越 す.

IE■ ～throu6h

TR葡 持線 する3を 成 し遵 げる`を 切 リ抜 けさせ る.

IE■ ～-too fer

                     PAGE:3

  [資料7]ポ ケ ッ トプ ログ レ ッシブ英和 辞 典(1995年 刊)
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研究所紹介
ブ ラ ザ ー 工 業 研 究 開 発 セ ン タ ー

1 はじめに

ブラザー工業の研究開発部門は1972年 に技術部

の開発課が独立 し、開発部として設立されました。

そして幾度かの組織変更の後、1993年 に現在の

研究開発センターが発足しました。

 研究開発センターの建物は本社に隣接 し、当社の

各事業分野の基礎技術の研究や新規の事業 ・商品の

開発、あるいは事業部における商品開発をサポー ト

するための技術研究を行っています。

2。 開発 の 内容

 当社 の メイ ン製 品群 の ひ とつ で あ る プ リンテ ィン

グ関連 機器 で は レーザ ー、 イ ンク ジ ェッ トを は じめ

とす る、 ノ ンイ ンパ ク ト技 術 を 開発 して い ます 。

 ま た、Aゼ ロサイ ズの フル カ ラー 出力を 可能 と し

た コ ン トロー ラの開発 一拡 大 処理 は業 界の 注 目を集

め て い ます 。 「PostScript」 対 応 のエ ミ

ュ レー シ ョ ンな どの ソフ ト開発 を推進 し、 高度 化す

る画像 処理 能力 へ の ニ ーズ に応 え る高速 イ メー ジ処

理 ボ ー ドな ど、数 多 くの新 機 能 を実現 す る開発 も進

め て い ます 。

 さ らに、 高度 情 報化 時 代 に対 応 す る先 進 の 「IS

DN」 通 信 とデ ー タベ ース処理 検 索技 術 を利 用 した

製 品開発(ソ フ トベ ンダーTAKERU、 マル チ ネ

ッ トワー クカ ラオ ケJOYSOUND)、 日本 語処

理 技 術 、 自然言 語技 術 を利 用 した電子 学 習機 や 日英

機 械翻 訳 ソ フ ト、光 磁気 デ ィス クな ど の記 憶メデ ィ

ァ 、 レーザ ー精 密計 測 、精 密工 作機 の技術 革 新 に加

え転 写用 イ ンク リボ ン、 レーザ ー プ リンタ用 トナ ー

な どの 、新素 材 の研 究 に も取 り組 ん で い ます 。

3.言 語処理の研究

 自然言語処理の研究としては、まず80年 代の前

半に仮名漢字変換処理技術の研究からスター トしま

した。まだ普及タイプの日本語ワープロが単文節変

換 レベルであった当時、いち早 く複文節変換を製品

に搭載 しました。

機械翻訳の研究は80年 代半ばからスター トしま

欝 鷺羅馨 霊.雲

した。 そ の背 景 に は、 当時 当社 の海外 工 場が 設立 さ

れ 、英訳 す る必要 の あ る ドキ ュメ ン トが 急速 に増 え

そ の費用 を 削 減す る必 要 が あ った ことが あ げ られ ま

す 。 これ に応 えて 、研 究及 び実用化 は社 内 また は海

外工 場 の ネ イテ ィブの評価 も取 り入れ なが ら進 め て

きま した。 そ の実 用例 と して 、現 在海 外工 場 へ送 る

設 計 関係 の ドキ ュ メ ン トの一部 を ワー クス テー シ ョ

ン上 で 自動翻 訳 して い ます。 この システ ムで は 、 こ

の ドキ ュメ ン ト独特 の 言 い 回 しに対応 す るた め に辞

書 や 文法 ル ールを チ ュ ーニ ング した り、定 型 文を用

意 した り して 、 ほぼ プ リエデ ィ ッ ト ・ポ ス トエデ ィ

ッ トフ リーの 自動翻 訳化 を 果 た しま した 。

 これ らの成 果 を踏 まえ て、機 械翻 訳 ソフ トの製 品

化 を進 め、1993年6月 にPC98シ リーズのM

S-DOS版 、1994年3月 にMac版 、 そ して

1995年3月 にWindows版 の機 械 翻 訳 ソ フ

ト 「TransLand」 を発売 しま した。

4.今 後 につ いて

 仮 名漢字 変 換 や機 械翻 訳等 の 自然 言語 処理 技術 は

上 述 した よ うな社 内の システ ムや製 品を 購 入 したユ

ーザ ーの フ ィー ドバ ッ クを うま くと りいれ る こ とに

よ って さ らに良 い もの に して い くこ とが で きます 。

国境 を越 え た ネ ッ トワー クが 普及 す る時 代を 迎 え 、

当 社 は コ ミ1ニ ケ ー シ ョン分 野 で21世 紀 の二1一

ライ フ ス タイ ルを提 供す る企 業 に な るこ とを 目指 し

て い ます 。研 究 開発 セ ンター はユ ーザ ー との コ ミ,1

ニ ケ ー シ ョ ンを重 視 して研究 開発 を して い くつ も り

で す 。

  *PostScriptは ア ドビ社 の商 標 です 。

  *Windowsは マ イ ク ロソ フ ト社の 商標 で す。
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一
100ド ル 商 品 が 市 場 を 拡 大 し た

は じ め に

 94年11月 、それまでの翻訳ソフ トでは思いもよら

ぬ価格破壊商品が市場に出現し、業界に一大センセ

イションを巻き起こした。その名は「コリャ英和!」

という商品で、メーカ希望小売価格は9,800円 とい

うものであった。そこで協会事務局ではこの商品の

及ぼす影響を調査する必要性を感じ、開発メーカに

協力を依頼し、ユーザ調査を実施する事にした。

調査の方法と問題点

 調査はアンケート方式を採用 し、4月ロット生産

品の商品にアンケー ト用紙を同梱させて戴いた。こ

の回答は5月 に入ってどしどし返送されてきたが、

AAYTジ ャーナルの発行時期の関連もあり、その中か

ら110通の回答を集計してみた。 集計数としてはや

や物足りなさを感じるかも知れないが、ユーザ動向

は十分うかがい知れるものと思う。

 本来ならば商品購入後、6カ 月くらいの期間をお

いて調査 した方が、利用上の問題点はより明確に把

握できたかも知れないが、商品に同梱するという方

法を取 ったため、未だ商品を十分に使いこなしてい

ない状況のもとでの調査であり、回答欄でも 「無回

答」や「不明」との記載 も多く見受けられたが、顧客

名簿が利用出来ない状況でありもの足りさが残る。

調査結果について

 この調査結果は、パソコン翻訳ソフトの利用実態

として数値のみが一人歩きする危険性 もある。この

調査はパソコン翻訳ソフ ト全般の利用実態を表すも

のではなく、あくまでも単品商品に関する実態調査

結果なのである。従って、この商品の企画意図や特

徴などを十分知 った上で、その数値を的確に分析 し

て行かねばならない。この商品についての詳細説明

は前号(AAMTジ ャーナルNo, l O)で行 ったので参照願

いたいが、商品企画意図の概要としては

・Windows版であり、操作性を改善 したこと

・編集作業を嫌 うユーザが多いため機能は最小限に

 しぼりこんだこと

・翻訳エンジンは高速、高精度の本格派を採用

・辞書は67,000語でパワーアップされた

またこの商品の特徴としては

・クリップボード監視機能、部分自動辞書引き可能

・訳語、原語対応、訳語置換が可能

・活用形での辞書引き、曖昧検索、ヒス トリー機能

などを有している。これらをべ一スにして商品を選

択 し、各機能を十分活用しているかは購入後間のな

いことでもあり、疑問の残るところではあるが、こ

れらを前提として集計数値を判断して戴きたい。

ユーザ動向について

 調査結果について、商品の改善要望点等は開発メ
ーカへの問題提起であり、開発メーカヘフィー ドバ

ックし、各項目毎の分析も紙面の関係上省略させて

いただき、読者の判断に委ねる事にするが、大まか

なユーザ動向にっいてのみ述べておこう。

 先ず、ユーザ層が全国的に拡範 したことである。

従来、ワークステーションレベルの翻訳システムは

価格も高く、使用に際 して十分な説明やアフターフ

ォローの必要があったため、訪販商品としての性格

が強 く、また利用実態からしてマニュアルや説明書

等の大量処理用として都会型企業を中心に販売され

てきたが、パソコン翻訳 ソフトは価格 も安く、店頭

販売商品として主としてパソコンショップで扱われ

(Q.7)ユ ーザ層が地方へ拡大したことである。

 また価格も非常に手頃で買い易 くなったことか ら

ユーザの年齢層にも変化が見られる。つまり10歳代

が7%%を 占め、20歳代も13%に 達 している。その点

50歳代以上は4%に しか過ぎないが、これは、やはり

まだパソコンが使えない年代であるためでもあろう

が、地方公共団体でもパソコン教育には積極的なと

ころも多く、周囲の環境の変化によって今後の取り

組みにも影響を及ぼ して行くものと考えられる。

 次ぎに購入者は今まで翻訳については全くの未経

験者(92%)で あるが(Q5)、 国際化の波に乗り、氾

濫する英文情報を積極的に吸収 したいとの意欲が強

く感ぜられる。ユーザ層として学生(17%)、 その中に
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は高校2年 生と明記されたものもあったが、さらに

教員(4%)、 無職や主婦の購入も目をひき(職 業

欄)翻 訳目的も重複回答ではあるが、趣味の翻訳が

32%に も達 している。翻訳原文も雑誌が(14%)小 説文

芸物(8%)、手紙や新聞がそれぞれ10%も しめている。

 回答者の中には子供の勉強に役立つものと考えて

購入 し、自分は使用 しておらず、アンケー トの質問に

は回答不能と断り状がついたものもあった。

 学生の回答にはやはり「論文解読」が多く、「通信回

線を利用 して入力」(20%)に達していることから推察

すれば海外データベースにも利用(7%)さ れているも

のと思う。機械翻訳は学習目的でも利用されている。

 また輸入品や個人輸入の増大のせいか否かはさだ

かではないが、カタログ(20%)や説明書(36%)の翻訳

も目立っ。(Ql2)

 宗教家のユーザも2人 みうけられた。資料として

は古いが、1996年 に世界で翻訳出版された図書数は

6L531点 、日本 語 に翻訳 され た もの は2,875点(4.7%)

に しか過 ぎず 、その な かで も宗教 図書 は118点 で あ っ

た。海 外情 報 の供 給量 か ら して 、情 報を 収集 した い と

い う願 望 が翻 訳 ソ フ トの需要 を 強 くお しあげ て い る

こ とが 伺 え る。

 この商品が発売されて以来2～3カ 月は同業他社の

間では商品販売大きな影響がでたが、最近ではこの

商品がユーザ層の幅を拡大し、これによって上位機

種への波及効果 も出始め、従来にも増 して販売に拍

車がかかり、業界への貢献度は極めて大きいとの評

価がなされている。その後、低価格品が多く商品化

され、パソコンソフ トもプロ用、スタンダー ド用 ンポ

ピュラー用と商品構成も充実し、ユーザの商品選択

の幅も拡大し、またこれが市場を大きく拡大せ しめ

ているといえるのではないだろうか。

            (事務局 星 野 禎 男)

調 査 集 計 結 果[単 位:人(件)]

Q.1使 用パ ソコ ンの種 類(重 複 回答有 り)

MACタ イ プ     4

Windows(PC98系) 61

Windows(llOS-V)     55

その他      4

・無 回答      0

Q.2使 用翻 訳 ソ フ ト(重 複 回答 あ り)

コ リャ英和    110

その他       10

Q.3パ ソコ ン利用 形態(重 複 回答)

文書作成

翻訳

その他

・無回答

79表 計算

37デ ー タ保 存

38

 2

Q.4貴 方の英語能力

得意(論文可読) 4

不得意     82

・無回答     3

Q.5翻 訳経験年数

有り(1年未満)

無し    101

・無回答    5

54

32

日常 会話OK 21

0(3～4年)2(5年 以上)2

Q.6機 械翻訳使用経験

有り(6カ 月未満)6(6カ 月以上)1

無 し     103

Q.7翻 訳ソフ ト購入店

生 協   1

0A店     14

その他    3

・無回 答  1

パ ソ コ ン シ ョ ッ プ

ソフ トハ ウス

Q.8機 械翻訳利用(重複回答あり)

業務上の利用  12個 人的利用

趣味の利用  35学 習 用

その他(テス ト使用)l

Q.9購 入(利用)動機(複 数回答)

 企業(学校)か らの貸与品1

仕事上の必要性が増大 4

 翻訳ニーズの増大   16

趣味を活かすため  41

仕事の能率を高める為 45

 その他(テス ト使用)  1

 その他        2

Q.10翻 訳の目的(複 数回答あり)

全文完全翻訳      7

4

7

8

71

1
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文意判別程度の翻訳   56

要約程度の翻訳、   34

専門用語が判れば良い 10

学習用として利用   20

・無回答       2

Q.11翻 訳分野(重 複回答あり)

電 気  8建 築 1

薬 学1  プラント1

コ ン ピ ュー タ24

理科学

半導体

造 船

自動車部品

金 属

生物学

物 理
・無回答

 機 械

1電 子

2通 信

1品 質

1数 学

1化 学

2天 文

2医 学

37

3

5

2

1

1

1

1

2

Q.12翻 訳 の種類(重 複 回答 あ り)

法 令

特許書類

説明書

連絡文

カタログ

案内書

新聞

 小説、文芸物

 手紙

 電子メール

 ・無 回 答

Q.13翻 訳 量

1

3

40

11

22

15

11

9

11

24

5

輸

学

教

育

学

史

楽

職

律

済

 

 

 

 

語

運

神

宗

教

英

歴

音

無

法

経

論 文   17

マニ ュアル58

契約書   9

指図書  3

見積書  2

規格    7

雑誌   15

レポ ー ト類17

デ ー タベ ー ス7

①1件 当たりの翻訳頁数(A4換算)

 1～3頁55  4～5頁12

6  10   7  11^- 20   4

21^50   2  50100   1

不 明  4

・無 回答 22

② 月間平均翻訳枚数

  ～10頁

 21～50

100^200

・無 回答

23

12

2

37

10～20頁 29

51^100  2

1200^-  1

不 明   4

Q.14原 稿の種類(重 複回答あり)

手書き原稿が多いll印 刷物   65

磁気媒体     28 通信原稿   26

混在       2

 ・無回答     2

Q.15原 稿入力方法(重 複回答あり)

㏄Rで読み取り 18

FD入力    28

その他    6

・無回答    5

通信回線入力 22

キ ー ボー ド入力63

Q.16前 編集の実施状況(重 複回答あり)

短文化

目的語の補充

不用語削除

適訳語選択

挿入句指定

行わない
・無回答

4主 語の補充  4

1構 文補正   2

2品 詞指定   1

8ス ペルチェック13

0原 文書き直し 8

51

28

Q.17専 門辞書保有数

技術工学 1 コンピュータ

 電子工学 1 アラビア語

       全分野

 ・無回答91

 不 明  2

 無し  12

Q.18ユ ーザ辞書(作成)語数

自動車部品 1

数   学 1(1000語)

コンピュータ1(300語)

CPU     1

全分野   1(500語)

な し  IO4

不 明   1

1(50.000語)

1(50,000

1(60,000  )

Q.19ユ ーザ辞書相互利用

グループ内で貸し借りする 3

ネットワークで相互利用  3

貸し借りしない    77

・無回答        27

Q.20未 知語の処理(重 複回答あり)

原文のまま

カタカナ表記する

独自解釈による表記

その他

・無回答

53

]4

23

3

24

Q.21あ ま り使 用 しな い機 能(重 複 あ り)
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 辞書利用    1 フォント変更  1

 印刷      1読 み上げ    2

 HELP機能    1

 ・無回答   105

Q,22手 間がかかる処理(重 複あり)

 ㏄R読み込み  1 0CK誤読チェック1

 前編集    1 原文文法の誤 り修正 1

 専門用語の訳出1 熟語の翻訳   1

 辞書登録    6 適語選択    1

 訳文チェック 2 並列語処理  2

Q.24翻 訳ソフトの評価

   (項目)     (良い/満足)(普 通)(悪 い/不満)(解 らない)無回答

   操 作 性    (30)  (64)  (7)   (3)  (5)

   翻 訳 品 質   (4)  (46)  (49)  (4)  (7)

   翻 訳 速 度   (31)  (53)  (15)  (5)  (6)

   機器の互換性    (15)  (49)  (4)   (36)  (5)

   前、後編集の容易さ (10)  (49)  (26)   (19)  (5)

   価格(機能の割りには)(67)  (28)  (4)  (5)  (6)

Q.25欲 しい機能(重複回答あり)

 学習機能           1 自動前編集    l ocx機能

 通信中のエイアルタイム翻訳 1 DOS版     1 スペルチェッカ

 ㏄Rか らの直接訳出      1 会話文翻訳   1 音声出力

 AI機能            2 和英翻訳     1  全文一括翻訳

 音声入力          1 専門用語の拡充 6  中学向け学習用

 別解釈機能          1 英訳文の全消去  1 部分再翻訳

 ワープロソフトとの互換性  1 訳語修正の自動辞書化  1

 画面上での複合語指定     1 文書自動推敲機能     1

 訳文ファイル        1 全品詞の辞書登録    1

 トランスファ解析     1 英和双方のファイル保存 1

 テキス トファイル以外の読み込み1

 不 明1 特に無 し1 ・無回答61

Q.26上 位ソフ トの購入希望

 有   り 48 現状で満足  32 希望無 し 19

 ・無 回 答 ll

◆ ユーザの年代

 10才代 8 20才代14 30才代 36 40才代3350才 代 2

◆ 職 業

 会社員33自 営業4主 婦1学 生19宗 教家2

 無 職2そ の他ll無 回答25

                    -37一

記号の処理  1 短文化

 文単位翻訳での限界 1

 ・無回答   95

不 明    1

 な し    1

Q.23 翻訳文の再利用

しば しば再利用する 39

殆ど利用 しない   51

その他       5

・無回答      15

不 明

(1)

(0>

(0)

(1)

(1)

(0>

1

1

1

1

1

1

1

       60才代以上2無 回答15

医師2教 員4公 務員4製 造業1会 社役員1翻 訳者1



研究辮

翻 訳 困 難 例 一文 の 評 価 と ネ イ テ ィ ブ チ ェ ッ ク

例文評価研究会 横山 晶一

1は じめ に

 例 文評価研究会は、機械翻訳の客観的な品質評価

を行うことを目的として設立された。設立以来、日

英翻訳の日本語文の評価を主体として、翻訳例文の

評価に対してさまざまな角度から分析を行ってきた。

 当初の活動では、翻訳困難例文を選定して、その

問題点を洗い出した。しかしながら、この例文は、

翻訳困難という理由での選択であったため、機械翻

訳システムが対象とする文書では現実にほとんど現

われないXが いくつか見られた。これらは、将来的

には有用と思われるが、現在のシステムの評価、改

善に必ずしも直接役立っものではない。そこで、な

るべくユーザサイドに立った現実的な文章にっいて

研究することにした。

 ここ2年 ほどは、ユーザサイドから出された翻訳

困難文(以Fで はこれをユーザ例文と称する)に 対

する解析を行っている。現在のメンバーは次の通 り

である、,

委 員 長

副委員長

委  員

田中 穂積

横山 晶一一

徳永 信治

松平 正樹

中  英康

時岡 洋一

熊野 明

芦崎 達雄

川越 睦

亀田 雅之

安藤 進

内尾 淑美

堂野前進

オブザーバー白木澤佳子

     林 寛子

東 京工 業大 学

山 形大 学

シヤー ブ

沖 電気

日本電 気

イ ン ター グル ープ

東芝

JILT

松 下 電器

リコー

TCC

富士 通

長瀬 産 業

JIC.S7'

リコー

以 卜'では、前年度と本年度の活動報告を中心に述

べ る。 なお 、前 年度 につ いて は、 す で に、1研 究 成

果報 告書(94年 版)Jで 報告 済 み であ るが 、 こ こ

で は、 その 報告 の 内容 も踏 まえて 、 ユ ーザ例 文 の評

価 につ いて 述べ る。

IIユ ーザ例 文の抽 出 と ネイ テ ィ ブチ ェ ック

 ユーザ側から、実際の機械翻訳に際 して翻訳が困

難であったという例として提出された22の 例文に

ついて、前処理、辞書登録無しで各委員の所属会社

のシステムを用いて機械翻訳 した。

 #は 人間による翻訳(文 脈を考慮した翻訳なので

必ず しも日本語原文に忠実ではない)、$は1出 力

例に対する後編集による翻訳結果である。翻訳結果

の順序は不同で、異なるシステムであっても、類似

の結果が出力されたものをまとめてある。また、シ

ステムの特徴を表すような記号は極力避け、たとえ

ば、主語を補う必要があるものは、SUBJという記号

で示 し、目的語を補う必要のあるものは、013Jとい

う記号で示 してある。

 これらの例文の訳を3人 にチェックしてもらった

その基準は次の通りである。

 O:翻 訳文として十分通用する

 △:翻 訳文としてはおかしいが、何とか意味は通

   じる

 ×:全 く意味が分からない

 チェック者は、次のようなバックグラウンドを持

っている。

 C1:英 国の大学で日本語を教えていた東欧系の人

   英語のネイティブではないが、ネイティブと

   見なしてチェックをしてもらった。日本語は

   よく理解できる。

 C2:日 本に滞在している自然言語処理研究者で英

   語のネイティブ。#、$の 文を参考にして評

   価を行った(したがって#、$の 評価はない)。

 C3:英 国の大学で言語処理の仕事を している男性。

   年に2～3カ 月くらい日本に滞在する。日本
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   語 は完 壁で はな いがわ か る。

 以下 で は、 各例 文 に対 して 、その 困難 さの原 因 を

端 的 に述べ た後 、翻訳 シス テ ムの 出力を 示 す。 そ し

て 、各 出力 文 の最 初 に、以 上 の3人 の評 価 を この順

に並 べ て あ る。 なお 、チ ェ ック者 は 、一 文 ごとに チ

ェ ックを行 って い るの で 、#で 示 された 文 にっ いて

×を付 け るこ とが あ る。

 ま た、翻 訳 出力 の最 後 に★ 印が つ い て いるの は、

チ ェッ ク者 の 間で 著 し く評価 の分 か れ た文で あ る。

ただ し、#、$の 文 につ いて は 、評価 が 著 し く分 か

れ た場 合 で も印は付 けて いな い。

1.量 で はな く、 質が 重要 なの であ る。

コ メ ン ト:こ の文 は 、英 語 で あ る程 度 パ タ ー ン化が 必 要 な例 で あ る。 また 、否定 の範 囲 も問題 にな る。

△()△  N(エt quantity but quality do be i皿portant.

XXX

×△ ×

×△ ×

×△ ×

XnX

XnX

XnX

×△ ×

O

X

Qua l i ty is n(⊃t important anounts.

It is not quantity and the quality is important.

It is not quant i ty and qua l i ty i s i mportance.

It is not quantity, and quality is important.

It is not the quantity and the quality is i●portant.

It is not quantity, and since quality is important, it is.

It is not an amount but the quality is sittnificant.

It is not an amount but the qua l i ty is important.

() # duality, not quantity, is important.

() $ Not amount but qua l i ty is i皿portant.

2.支 持 が 見込 めな いた め彼 は 出馬 を あ き らめ た。

コ メ ン ト:「出馬 」が 辞書 登録 され て いな い場 合 が あ る。 また 、「た め 」の曖 昧 性が 問題 にな る。

()△C)  He leave up runn i ng because he d i d not expect supPort.

xnx  He leave up running for Uiet, since the support observes and does not include it .

xxx  He starts about candidacy so that  support does not trust it .

× × ×  So that supPort canlK⊃t be a l lowed for, he gave up hope of runn i l19 .

pxp  Since it could not count upon support, he abandoned cand idacy.

xxx  Since support could not be anticipated, he appeared and Kave up a horse.

XOO  Because it isn't poss i b le to expect support, he gave up runn i ng.

xxx  Because support was expected, he gave up runn i ng.

()  C) #Because (⊃f an apParent lack of supPort, he have up runn i ng fc)r e lection.

(つ  () $Because supPort was not く)ffered, he gsrve up runn i ng for e l ect i ol1.

3.し か し、 ど ん なに用心 して も、 人 は間違 いを す る。

コメ ン ト1前 半 部 の主語 の欠如 と、 「どん なに ～て も」 とい う表現 が 問 題 にな る。 また 、1間 違 いをす る1

    と い った言 い 回 しが で きない場 合が あ る。

一39一



000

000

△△△

XOX

×△×

ppx

XXX

pxp

△△△

O O

O O

Even thoutth soneone is careful but, the nan does the n i s take.

But, however they are careful, a Han Hakes a nistake.

But, even if you are hoW careful, people Hake a oistake.

however -- what -- it is alike, and even when i t is careful,

However,

However,

However,

However,

However,

#Respite the best precautions,

$However,

                                              anan does a

the person w i l l nistake OBJ even i f careful about what.

the person n i stakes OBJ no  natter how careful.

a hunan nistakes it, even if it is cautioned what kind of.

however it bewares, the person does a oistake.

even when one is careful however, a nan does a ●intake.

                   anybody 匿旧kes 薗istakes.

 the person N 111 置旧ke 団istakes no 置旧tter ho胃 闘uch they take care.

融istake

4.彼 は業者 が使 う カ ウンセ ラー は素 人同 然 だ と批 判 す る。

コ メ ン ト 「批 判 す る」 の主語 が(シ ス テ ムか ら見 て)曖 昧 で あ る。 また、 「同然」 を うま く訳 出で きない 。

XXX

XXX

×△ ×

×o×

×△ ×

×△△

△ △△

XXX

× 0

0 0

When the counse l lor whoa the trader handles is anateur and is the sane, he criticizes.

The counse l lor whoa the trader enploys will criticize the anateur to h i n when the saee .

The counselor with whoa a contractor uses hin criticizes that an anateur is sane.

Counselors who a trader uses criticize hin for being as Rood as an anateur.

Counselor with whoa a contractor uses hie criticizes that an anateur is sane.

He co面ments that the counse lor who皿 traders use is a皿ateur sa1匠}然.

He criticizes that the counselor whoa a trader enploys is sinilar an anateur.

Ne criticizes a laynan for being sane as by the counselor whoa the trader uses.

#He comp l a i ns about the program's use of lay counse l ors.

$He complains that the counse l lor whoa the trader employs is no better than the amateur.

5.関 心 事 の1つ は、 米 国市場 が一 層 保護 主 義 にな って い くの で はな いか と いう点 で あ る。

コメ ン ト1「 関心 事の1つ 」 を主 語 と捉 え る こ とが で きな い。 また、

        出 で きな い。

「点」にかかる連体修飾句をうまく訳

△△△

△△△

×△△

XXX

Xon

△△△

One of concern i s points whether U. S. market becomes protect ionism further .

Qne of concern is the points that the United States narket becones a protection principle

further.

One of a concem thir g is a spot曲ether an Anerican narket does not tum into a Wore and

more protective principle.

(hie of the interested things is a point of it not becoming--the U. S . market--aprotection

principle-一 一〇uch Wore being.

(hie of the interested thins is the point whether the U. S . narket becones a protection

principle ouch Wore.

(hie of the interests is the point that the United States narket nay becone the protection-

1S皿 more.
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XXX

XXX

XXX

CJ O

o o

The one of the interest thing is a dot.

As for one of the interests, the A■総rican mrket is 皿ore the point whether 〔.)r IN)t it doesn't

beco●e a protection principle.

Is the point whether an American market will not become a protect ion pr inciple all the more

with l interest.

#(hie concern is the prospect of a more highly protected U. S. market.

$Qne concern is the point that the U. S. narket is Koine to becone Wore protectionistic.

6."YeS を設 定 す る と表 示 は 白黒 に な ります 。

コ メ ン ト

△ ××

XXX

o(り △

o△ △

Ooh

o(.)o

XXX

OOO

XXX

(一) 0

0 0

「白黒 」 に対 す る"monochrome"と い う訳語 は通 常辞 書登 録 されて い ない 。 また 、「…す る と」と

い う表 現を 条件 と して適 切 に訳 せ ない。

A display becomes black-and-white that "Yes" is set.

Indication increases that the "Yes" is established to the black and white and others.

If the "Yes" is set, display becooes black and white.

If "Yes" is set up, a display will becooe black and white.

If "Yes" is set up, a display will becone the black and white.

 If "Yes" is set, the d i splay becones nonochrone.

When setting,"Yes",the display becomes right and wrong.

When" Yes" is set, the d i splay will be come monochrome.

A`hen "Yes" is established, an indication becones black-and-white.

# Setting this opt ion to "Yes" changes the display of your document to black and white.

$ When "Yes" is selected, the display  will become monochrome.

7.振 動 は時間 が経 つ と消 滅 す る。

コ メ ン ト 6と 同様に、「と」の訳出が問題になる。また、「～は…が」文の適切な取り扱いの問題 もある。日

本語では特に問題にならないが、英語の場合には、文の時制が問題になる。

XXX

(.)(り△

000

000

×△△

XXX

ooo

△△△

△△△

o o

o ()

It lapses the vibration 、about the つ.

If time passes, vibration disappears.

If ti皿e passes, vibration Wlll disappear.

When t i●e passes, the vibration will disappear.

Nhen tine passes, they disappear vibration.

The tine disappears, when it passes on a vibration.

The vibration disappears when tine passes.

The v i brat ion becoces extinct when the t i ce passes.

Vibration will disappear, if the time passes.

# Vibration will die away in time.

$ Nhen time passes, the vibration will disappear.

8.温 度 が2-3度 上昇 す るとエ ン ジ ンが過 熱 す る。
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コ メ ン ト

XOn

XnX

XXX

OCX)

XnX

(つ (.)

O <)

前の2文 と同様の問題がある。また、「度」を温度と解釈できない。

An eng i ne overheats, when a temperature increases degree of 2-3.

An engine w i l l be て)verheated if the te■perature rises 2-3 t i皿es.

The er gine overheats it that the rises 2-3度.

The eng i ne overheats when the teaperature r i ses by 2-3 degrees.

Engine will be overheated engine will overheat.

#A rise in to●perature by 2 0r 3 degrees Hakes the eng i ne overheat.

$When the to●perature r i ses by 2-3 dettrees, the eng i ne w i l l overheat.

9.実 験方法としては、共振曲線の減衰と周波数ずれとを測定する。

コメント:読 点より前の部分を全体の文の中でどう位置づけるかが曖昧である。また、後半部分の主語が明確

         でない。その他、「と」の曖昧性もある。辞書の面では、「ずれ」をどのように解釈するかといった問

        題もある。

()△ △ 盟easure the attenuation of the resonance curve and frequency gap as an experi厭 ∋nt 置K∋thod.

ODD As experimenta l method, attenuation and frequency dev iation of resonance curve are measured.

xpx As an exper i aenta l way, attenuation of a resonance curve and the severa l gaps of a cyc l e are

      measured.

()△ △ As the experinent 齢thod, the da皿p i ng of a response curve and frequency gap are neasured.

× × × As the experiment 皿ethod, dec l ine and a  frequency KIP of a 嫉 tune l ine are 皿easured.

xpx As the way of experimenting, it measures the attenuation of the resonance curve and a cycle

      number d i f ference.

xxx It is measured that cycles several shift with attenuation as an experiment method about the

      resonance carve.

× × ×So皿 θone measures it with the decrease衰of the resonance curve and the frequency difference

      as an experimentation way.

()△ △ Attenuation of a resonance curve, and frequency gap are 皿easured as the experi■ 胴∋nt method.

△  () # The 皿ethod of doing the exper i皿ellts is by measuring both the attenuation and the frequen-

        cy shift of the resonant peak.

O  O  $ We measure the attenuat ion and the frequency shift of the resonance curve as an experi-

        menta l method.

10.株 式大 暴落 が 消費 意欲 に与 えた影 響 は、 一時 的 な もの に過 ぎなか った。

コ メ ン ト

XXX

前 半部 が 名詞 句 に な って いるが 、

題 にな る。

この訳 出が 困難 で あ る。また、後 半部 は 、「過 ぎなか った」の訳 が 問

It did not pass to the(⊃bject that the stock大sudden fall

influence that the consumpt ion volition was given.

WAS a for a while的about the
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pxp  The influence which a stock great slump had influence on consumption volition was just

       wh i ch is temporary.

DOD  The influence wh ich the large stocks sudden fa l l s had produced on the consumpt ion des i re

       was on l y temporary.

△ ○ △  The influence which the large stocks s吐】dden falls had produced on the consu田pt ion des i re

       was temporary.

×△ ×  The influence which the stock big slu皿P gave the collsu皿ption conation was te皿P〔}rarily only.

xxx  The influence stock lartte sudden fa l l affected the consumpt ion volition was temporary.

× × ×  Influence stock big sudden fall affected consu皿ption  volition W」S what --only  - is

       to●porary.

xpp  The effect which fallinu sharply with the stock size have  to a consumpt ion will was mere

       temporary thing.

pOO  The effect of the stock biK crash on motivation to spend  was merely w i th temporary.

x   x# The cash's impact on a>nsumer confidence was on l y temporary.

()  ()$ The influence wh ich the sharp decline in stock pr ices pr(xluced on consu皿er c〔⊃nfidence was

        only temporary.

11.5人 参加 予定 です。

コ メ ン ト 辞書で、「人参加予定」の部分を誤る場合がある。

ODD

pxp

×△△

△△o

XXX

OOO

O O

O O

十
し

f
し

十
し

十
し

↓し

I
 
 

I

 I

 
I

 
I

is 5 person participation schedule.

is a participation f ive person schedule.

is a participation plan with 5 persons.

is a 5 persons participation schedule.

is 5 carrot加 予 定.

Five plan to participate.

#Five members are planning to attend.

$Five persons are scheduled to attend.

12.JR京 都駅 を営業 しなが らの工事 であ る。

コ メ ン ト 「ながらの」の部分の解釈が難 しい。また、主語が不明確である。

×△ △

XXX

XXX

O△ △

XXX

XXX

ppx

×△ ×

XXX

JR Kyoto station--while doing business, it is theのconstruction.

Jx Kyoto Station is done business: It is <on a roll>.

It

It

It

It

It

It

It

is the construction of a while -- JR Kyoto station is run -一.

is the construction while doing business in JR Kyoto station.

is construction of a while--JR Kyoto station is engaKed in business-一.

is the construction work Jk Kyoto stat ion is done bus iness.

is the construction, while it nanages JR Kyoto station.

is the construction that the JR the capital city station is done business.

is construction of sales of JR Kyoto Station.
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#The construction will be performed using JR Kyoto Station.

$While we carry on business at JR Kyoto Station, the construction will be performed.

13.何 で も、 ワーム ホー ル と いう現 象 を利用 す れ ば、遠 く離 れた世 界 に瞬 時 に ゆ けるの だ そ うだ。

コ メ ン ト:主 語 が 不明確 な こと 、 「ワ ーム ホール 」 と い う新 語 に対 す る辞 書の 欠如 、

        どが 問題 に な る。 また 、文 の最 初 の 「何 で も」 とい う語 は曖 昧 であ る。

「だそうだ」の解釈な

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

() x

o o

It is possible to go to the world away instantaneous l y far i f the phenocenon such 」S any-

thing and wor皿hole is used.

It isゆ け る の だ そ う in world which left a distance even in whit, if phenomena of a wormhole

is utilized, in a nonent.

anything, if you use the phenomenon of aワ ー ムhole, die in the world left distantly at an

instant--it isる

the anythi㎎, if yて)u use the pheno薗enon of aワ ー ムhole, die in the world which WAS left

distantly at an instant--it isる

Everythi㎎, if a phenomenon ofワ ー ム ホ ー ルis utilized, in the world which was away distant-

1y momentaryに ゆ け る の だ そ う だ.

1it everything world i f aワ ー ム ホ ー ルphenooenon IS used where it was separated far-一 ゆ け る

の だ そ う だit iS instantaneous

The surface of theワ ー ム ホ ー ル1S utilized whatever faraway they say tit soceone goes to

 the wor ld that separated for the instant.

Sily111$that it isゆ け る のin the far left world the monent if USIIIQ a phenomenon, the hall

of any WOI'HIS

 # They say that the use of "worn holes", would pernit an instant trip to a world.

 $ They say that it would be possible to go to a distant world instantaneously i f we used

    the phenomenon of woro ho l es.

14.環 境 が変 化 したた めか、 土ふ まずが で きるのが 遅 い。

コ メ ン ト:「 土 ふ まず 」 の訳 出が 困難 で あ る。 また 、 「た めか 」の 曖 昧性 も問題 に な る。

XXX

XXX

XXX

XXX

×△ ×

XXX

XXX

XXX

X X

Or an environment changes and recognizes it, it is late Aroundふ ま ず が で き る の が.

Since the enviroment cha㎎ed, it is late that Turkishふ ま ずis皿ade.

Since environment changed, it is late that Turkishふ ま ずis Wade.

the、.土 ふ ま ず が で き る の がwhether because the enviroment transformed oneself--it is late

The env i ronment charged.

It doesn'tstep in environnent'sit was cha㎎ed or the earth changed and the one ofが で き

る is slow.

It is slow that silent area an environeent changes are possible.

It is slow to being able to do silent area the change of the environment probably because

of.

#Probably because of changing environment, the formation of the arch of the foot was being
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 stunned.

$Probably because of the change in environment, the arch of the foot is slow in forming.

15.国 会は国会で事実究明の努力を続ける。

コ メ ン ト 「～ は～ で …」 と い う慣 用 表現 の難 しさが あ る。

XXX

DOX

△oo

XQX

×△ ×

DOO

×△ ×

XOO

X  X

O O

The national assenbly is continued about the effort of the fact study for the national

asseobly.

Anational assenbly continues effort of fact investigation in the Uiet.

The Parliacent continues the effort of fact investigation in the Parliament.

The lliet is the Uiet and continues an effort by the investigation actually.

The diet actually continues an effort of investigation in the diet.

The lliet continues the effort of the fact investigation in the lliet.

The Diet continues effort of investigation as a 皿atter of fact in the Diet.

The Diet keeps Waking an effort about the fact investigation in the lliet.

#Efforts are oontinui㎎in the Diet to unravel the scanda1.

$They continue to make an effort in the fact-finding investigation in the lliet.

16.ア ス フ ァル トで荒 ら されて は魚 もた ま るま い。

コ メ ン ト 文の中で何が主体になるかが曖昧である。

XXX

XXX

XXX

XXX

ppx

×△ ×

ppx

ppx

O O

O O

It is damaged in the asphalt, and a f ish also accumulate.

it danattes with asphalt-一 れ 一一fish does not accunulate, either

it daaages with asphalt-一 れ 一一the fish does not accu司ulate, either

It is also danaged by a fish by asphalt and a  fish does not also Rather.

As for being ruined with the asphalt, the f ish, too, will rat collect.

You wreak havoc w i th the aspha l t, and probably the f i sh a l so does not co l l ect.

The fish will not collect if ruined with asphalt.

The fish will not collect, too, if ruined with asphalt.

#The dunpir g of asphalt certainly didn'thelp the fish.

$The fish will not endure the du叩i㎎of asphalt.

17.1969年 に は正規 軍 が交 戦 し、 死者 も出 た。

コ メ ン ト 「死者が出る」の解釈が難しい。また、年号を判断するのも困難な場合がある。

XXX

×△ ×

XOX

×△ ×

XXX

A regu l ar army fought, and a dead person a l so appeared in 1969 years.

A regu lar ar●y fought in 1969 and the dead went out, too.

A regu lar array fought in 1969 and the dead went out.

The regu lar army fought in 1969 and the dead a l so cane out.

The regu lar array fought in 1969, and dead person a l so went out.
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XXX

XnX

o (.)

C> C)

Regular forces fought in 1969, and a fatality also cane out.

The正 規 軍fought by 1969 unknowns and the dead person went(エut by l 969 unknowns.

III 1969, the regu lar army battled and the dead pers(.)n,  t(x), went out.

#In l969, their regular ar皿ies crossed fire.  Lives were 1(:)st.

$Regular forces fought in 1969 and l ives were lost.

18.ご 多忙 の と ころ大 変厚 か ま しい御 願 い では ご ざい ますが 、是 非 ご協 力御 願 い 申上 げ ます。

コメント 純枠な慣用表現であるので、機械翻訳 システムにはなじまないかも知れない。

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

O O

()△

That a thickness end furiwce is very much doneごbusy end that there is it, and that in御

wish, it does it at presellt皿attinK raisesご cooperati(⊃11御 wish申 是 非.

By the very i叩udent wish,ざ い ま すcooperation-wish-carries out surely a busy place.

busy places--at a wish which very厚 か ま し い 一一the皿ats--you ire, but you c(x〕Aerate by all

皿eanS, and you hope, and申 上 げ ま す

Or it is very thick a busy price, though they are and there is by a better des i re, we hope

to c〔.x)Aerate by a l l 皿eans.

It is the request that the busy place IS extrece l y inpudent but it  ra i ses a cooperation

request ldonkey by a l l means.

# Though we regret to make th i s request despite your busy schedule, we s incere ly hope for

   your kind c(x)peratioll.

$ Though we are 皿aking a very i皿pudent applicati<.)n on your precious ti●e, we hunbly wish

   you to c(x)perate.

19.運 送 料 はどれ くら いかを お知 らせ 下 さ い。

コ メ ン ト 「どれくらい」の解釈と文内の位置が問題となる。

×△ ×

XXX

XXX

XXX

×△△

Xnn

XXn

XnX

△ △

O O

As for the transportation fee, give some by the news.

A transport fee divesカ ・ h〔)w much in infor皿ation.

The freight ●ust tell which to.

The chartte of transportation should announce which.

Please inform of the transportation fee l ike any.

Please te l l the transportation charge about the wh ich.

How please report a c(⊃nveyance fee.

Inf〔 〕rn of the transportatioll fee l ike any.

 #Mould you let us know what is the freight rate'?

$Infor● us how much the transportation fee is.

20.英 国 で 自転 車 に乗 る人 は夜 光 塗料 の たす き をか け る。

コ メ ン ト 「たすきをかける」という慣用表現が問題になる。また,一般 的な「人」という表現 も問題である。
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XXX

XXX

XQX

×△ ×

(りoo

XXX

xxC)

noo

△△o

o o

o o

lu皿inous paint adds it with people who take a bicycle at Britain--you C()Ble, andを か け る

That to add up l ight paint at night cones about the person who takes a bicycle in the

United Kingdomを か け る

The hu皿an who rides the bicycle in the United KinAdon puts on the co囲lng in which luninous

paint adds.

The皿an who rides on a bicycle in England appliesた す きof a rroctilucence paint.

The man who rides on a bicycle in England applies a stish of a lumincws paint.

The man who takes a bicycle in Britain spends tasuki of noctilncent paints.

The 皿an who falls into the bicycle in the Britain hanKs the sash used for holdinK up tucked

sleeves of the noctilucence paints.

The person who bets on the bicycle in Britain wears the cord of the rNxa i l ucence  pa i nts.

The person who rides on the bicycle in Britain wears the cord of the ncxa i lucence  paints.

#British bicycle riders wear Wishes painted with luminous paint.

$A persoll who bets on a bicycle in Britain WP<1TS a kzsh painted with lu皿inous paint.

21.行 方知 れ ず の ままの 子 も まだ い る。

コメ ン ト:「 の ままの .1と い った助 詞 相 当語 の訳 出 の問題 が あ る。 また 、

       釈 が 困難で あ る。

「行方知れず」という名詞句の解

XXX

XXX

XXX

×△o

×△ ×

XXX

XXX

(, O

o (.)

As it is child does not also become known the whereabouts and is still also.

So皿eone does not become know.

There sti11 is a child(〕fず の ま まof doinK whereabouts kmwn, t〔x).

There is still a child like皿issinK, too,★

There is still also a child with whereabouts知 れ ず.

There is yet and S()81e a ch i l d of as of the whereabouts W l thout becom i i壌 kn()wn.

whereabouts--without beconing known there also is still theの ま ま のchild

#Some other children are still missing.

$There is a child still missinK.

22.戦 前、 戦後 と いう言 葉が 若 い世代 に通 用 しな い。

コ メ ン ト 1「言葉が」は文の主語であるが、これを修飾語と解釈する場合がある。また、最初の並列句の係

り受けが曖昧である。

XXX

×△ ×

XXX

XXX

×△ ×

ppx

nnX

SU13J does not pass to the Keneration w i th a younK word of postwar days at prewar days.

Before the war, the pos twar per iod language is riot accepted to a young generation.

Be fore the war, the word, the postwar days, doesn't obta i n about  the young generation.

Before the war, it is IK)t accepted in the generation whose word (,f a Postwar per i(エ(丑 is

young .

The language of prewar t i ne and postwar period is not used for young generat ion.

Lallgua鍔e ca l l ed prewar days and the postwar per i od is Ilot va l i d for a y【)田lg generatiol1.

LanguaKe which is cxzlled the prewar days and the postwar period is rK>t valid for a yourrK
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o o

o o

generat ion.

The prewar and the language of the after the war are not in use in the generat ion that

there are.

#Such words as'prewar'and'postwar'are not va l id aeong the younger generations.

$Words such as postwar days and prewar days aren'tused by the young generation.

III言 い換え例とその機械翻訳

  以上の22文 について、英語 らしい表現を得るために、日本語文をどのように書き換えたらよいかを各委員が

検討し、言い換え例文を作成 した。その際、各自が、なるべく文意が明確で、かっ原文の意味を損なわない方向

の言い換え例文を作った。すべてを示す紙数がないので、例文1、2に ついての例のみを示す。これらの文にっ

いて、それぞれ機械翻訳を行った結果も示す。

1.量 で は な く、 質 が 重 要 な の で あ る 。

(1)量 で は な く 、 質 が 重 要 だ 。

  ・It is not an amount but the quality is important.

  .It 15 not quant ity and the quality is i田portant.

  ・62uality is not quantity and is important.

  ・duality is not important amounts.

  ・Not quantity but quality is important.

  ・Not quant i ty but quality are important.

(2)分 量 で は な く,質 が 重 要 だ 。

  ・Not a quantity but quality is important.

  ・Not amount but quality are important.

  ・It is not an amount but the quality is important.

  ・It is n【,t quantity and the goality is i叩ortant.

  ・It is not a quantity, and quality is important.

  ・Qua l i ty is not important the anounts.

  ・Quality is not a quantity and is important.

(3)量 が 重 要 で は な い 。 質 が 重 要 で あ る。

  ・Q岨ntity is not i皿portant. Quality is important.

  ・The quantity isn't important. The quality is important.

  ・The amount is not important.  The qua l i ty is important.

  ・A quantity is not important.  The qua l i ty is important.

(4)量 が 重 要 で は な く、 質 が 重 要 な の で あ る 。

  ・The amount is not important, and qua l i ty is important.

  ・The anount lS i皿portant not i皿portance but the qua l i ty.

  ・The quantity isn't important and the quality is important.

  ・A quant i ty is not important, and the quality does be important.

  ・Quantity is not important and quality is important.

(5)重 要 な の は 、 量 で は な く質 で あ る 。

  ・Not quantity but quality is important.

  ・Important is not quantity and is quality.

  ,・



 ・Because support had not been offered, he gave up cand i dacy to the e l ection.

 ・Because support wasn't offered, he gave up runn i ng for the election.

 ・Because support was not offered, he gave up hope of runn i ng to e l ect ion.

 ・Since support was not suggested, he gave up a start horse to an e lect ion.

 ・Since support had not offered, he abandoned the cand idacy to e lection.

(7)支 持 が 見 込 ま れ な い た め 彼 は 選 挙 へ の 出 馬 を あ き ら め た 。

 ・Because support was not expected, he Qave up cand i dacy to the e l ection.

・Because support wasn'texpected, he gave up running for the election .

・Because support is not allowed for , he Rave up hope of running to election.

 ・Since support was not anticipated, he gave up a start horse to an election.

・Since it was not counted upon support
, he abandoned the cand idacy to elect ion.

・He gave up running for lliet to the e lect ion
, since the support is not expected.

iv言 い換え例文の評価と選定

 言い換え例文と、それぞれの機械翻訳を見て、各委員が、言い換え文の適切、不適切を判断した。委員にょっ

て評価の分かれたものもあるし、言い換えの必要がない、または言い換えをすることがそもそも無意味である(

例文18.ご 多忙のところ大変厚かましい御願いではございますが、是非ご協力御願い申し上げます)な どの例 も

あった。また、機械翻訳の結果からみて、新 しい言い換えを作成 した方がよいとの指摘がなされる場合もあった。

 ここでも紙数の関係から、例文1、2に ついての例のみを示す。()内 に番号の書いてあるものは、委員の作

成 した言い換え例(適 切、不適切の意見が分かれたり、指摘がされなかったりした文は下の例から省いてあるの

で、すべての文がのっているわけではない)、(1+7)と いった表現は、2種 類の言い換えの観点を合わせて新

しい言い換え例を作成 したもの、また、(N)は 、例文や出力結果を参考にして、全く新しい例文を作成したもの

である。新 しい言い換え例については、まだ翻訳文を出力していない。

1.量 で はな く、 質が 重 要 なの で あ る。

・言 い換 え と して適 切

   (1)量 で は な く、質 が重 要 だ 。

   (3)量 が 重要 で は な い。質 が重 要 で あ る。

   (4)量 が 重要 で は な く、質 が重 要 な ので あ る。

・言 い換 え と して 不適 切

   (2)分 量 で は な く,質 が重 要 だ。

   (5)重 要 な の は、量 で は な く質 で あ る。

・新 しい言 い換 え例

(N)量 が 重要 で は な く、質 が重 要 な ので あ る。

2.支 持が見込めないため彼は出馬をあきらめた。

・言い換えとして適切

  (1)支持が見込めないので、彼は出馬をあきらめた。

  (4)支持が見込めないので彼は出馬をあきらめた。
・言い換えとして不適切

  (2)支持が提供されなかったの彼は出馬をあきらめた。

  (5)支持が申し出られていないので彼は選挙への出馬をあきらめた。

  (6)支持が申し出られていなかったので彼は選挙への出馬をあきらめた。
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・It is not quant ity but quality to be important .

・It is not quality with i皿portance the a瞭)mts .

・It is with the quality, that it is the quantity that is important .

・?datterinK is not an a皿Dunt but a quality .

2.支 持 が 見 込 め な い た め 彼 は 出 馬 を あ き ら め た 。

(1)支 持 が 見 込 め な い の で 、 彼 は 出 馬 を あ き ら め た 。

  ・Since support could not be ant i c i pated, he appeared and Rave up a horse.

  ・Since it cou l d not count upon support, he abandoned cand i dacy.

  ・He Kave up runn i ng for U i et, because the support observes it, and because it

   is not included.

  ・He gave up running because he did not expect support.

  ・Because support cannot be allowed for, he gave up hope of running.

・悦 αmse it isn'tpossible to expect supPort
, he gave up running.

(2)支 持 が 提 供 さ れ な か っ た の で 彼 は 出 馬 を あ き ら め た 。

  ・He gave up running for Uiet, because the support was not offered.

  ・Since support was not prov i ded, he appeared and Rave up a horse.

  ・Since support was not prov i ded, he abandoned cand i dacy.

  ・Because support had not been offered, he gave up running.

・Because support wasn'tprov ided, he gave up running .

  ・Because it was not supp l i ed to support, he gave up hope of runn i ng.

(3)支 持 が 見 込 め な い た め 彼 はrunning_for_electionを あ き ら め た 。

   (出 馬 →running-for-election)

  ・Since support could not be anticipated, he gave up runnir g for election.

  ・Since it could not oount upon support, he abandoned runni㎎ 一foしel㏄tion.

  ・Because it isn'tpossible to expect s叩port, he gave叩running_for..election.

・Because support cannot be allowed for
, he gave up㎞pe of mmi㎎.foしelection.

  ・He resigned oneself to runni㎎...for-election, since the support observes and does not include it

  ・He Kave up runninR_for_election because he did not expect support.

(9)支 持 が 見 込 め な い の で 彼 は 出 馬 を あ き ら め た 。

  ・Because support cannot be allowed for, he gave up hope of running.

  ・Because it isn't possible to expect support, he gave up running.

  ・Since it cou l d not count upon support, he abandoned cand i dacy.

   Since support could not be anticipated, he appeared and Qave up a horse.

  ・He leave up running for Diet, because the support observes it, and because it is not included.

  ・He Kave up runnir p, because he did not expect support.

(5)支 持 が 申 し 出 ら れ て い な い の で 彼 は 選 挙 へ の 出 馬 を あ き ら め た 。

 ・Because support was not offered, he gave up cand i dacy to the e l ect ion.

 ・Because support wasn't offered, he gave up running for the e lect ion.

 ・Because support is not offered, he gave up hope of runn i ng to e lection.

 ・Since support was not suggested, he gave up a start horse to an elect ion.

 ・Since support had not offered, he abandoned the cand i dacy to e l ection.

(6)支 持 が 申 し出 られ て い な か っ た の で 彼 は 選 挙 へ の 出 馬 を あ き ら め た 。
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  (7)支持が見込まれないため彼は選挙への出馬をあきらめた。
・新 しい言い換え例

 (1+7)支持が見込まれないので彼は出馬をあきらめた。

  (N)支持が見込めないので彼は選挙への出馬をあきらめた。

  (N)支持が見込めなかったので彼は選挙への出馬をあきらめた。

V言 い換 え例 文 のネ イ テ ィブ チ ェ ック

 委員から、適切な言い換えであると評価された例文のうちで(適 切な言い換えがない、または、言い換えの必

要がないとされた例文18を 除 く)、 すでに機械翻訳出力のあるものについて、例文と同じネイティブに、機械

翻訳結果をチェックしてもらった。このチェックの目的は、機械翻訳に対 して言い換えがより適 したものになっ

ているかを調べることと、翻訳結果の評価がネイティブによって差が出るかどうかを調べるためのもの

である。

 以下の例文では、例文1以 外は、代表的な言い換えについてのみ示してある。また、それらの代表的な言い換

え例に、その文を選択 した理由をコメントとして付してある。1、2以 外については、(*),(*1)な どで示す も

のが言い換え例文を示す。

1.量 で は な く、質 が重 要 な ので あ る。

(1)量 で は な く、質 が重 要 だ 。

xpp  It is not an amount but the quality is important.

pp x  It is not quantity and the quality is important.

xpx  (luality is not quantity and is important.

xxx  Quality i s not important amounts.

000  Not quant ity but quality is important.

△ △ ∠N  Not quant i ty but qua l i ty are i皿portant.

(3)量 が 重 要 で は な い 。 質 が 重 要 で あ る 。

()()()  Quantity is not i皿portant. Quality is i皿portant.

()()(1)  The quantity isn't i皿portant. The qua l i ty is i皿portant.

△()()  The amount is not i●portant.  The quality is i皿portant.

△ △ △  A quantity is not i団portant.  The quality is i●portant.

(4)量 が 重 要 で は な く、 質 が 重 要 な の で あ る 。

  コ メ ン ト:省 略 さ れ た 述 語 の 補 充

△ △ △   The a罰ount is not important, and quality is important.

xxx  The amount is important not importance but the qua l i ty.

△()()  The quantity isn't i皿portant and the goality i s important.

△ △ △  A quant i ty is not important, and the quality does be i皿portant.

XOO  Quantity is not important and quality is important.

2.支 持が見込めないため彼は出馬をあきらめた。

(1)支持が見込めないので、彼は出馬をあきらめた。
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コメ ン ト1理 由の 「た め」 → 「ので 」 の規 則が 提示 され て いれ ば、 言 い換え 可

XXX

△△ △

XXX

o(.)o

×△△

△ △(.)

Since support cou l d not be ant i c i pated, he appeared and Kave up a horse.

Since it cou ld not aunt upon support, he  abandoned cand i dacy.
He Rave up runnir g for Uiet, because the support observes it, and because it is not inclu

ded.

He gave up runn i ng because he d i d not expect support.

Because support cannot be allowed for, he gave up hope of running.

Because it isn't possible to expect support, he gave up runn ing.

3.し か し、 どん な に用心 して も、人 は間違 いをす る。

   (*)し か し、人 は どん な に用心 して も、彼 らは 間違 いを す るだ ろ う。

   コメ ン ト;主 語 の補 充(後 に現 れ る もの代 名詞化) と、 「だ ろ う」の挿 入

XXX

QQX

△△ △

△△ △

×△ ×

△△ △

△△ △

However, they will mistake it, even if the human caut ion is done what kind of.

However, even if a man is careful however, probably, they w i l l do a ●intake.

However, however the person bewares, they w i l l do a nistake.

However, no natter how the person is careful, they w i l l nistake OBJ.

[3ut, however a Han is careful, they will Hake a nistake.

13ut, even if people are how careful, they will make a mistake.

hut, no matter people are careful how, they w i l l make a mistake.

4.彼 は業 者が 使 う カ ウ ンセ ラー は素 人 同然 だ と批判 す る。

   (*')彼は業 者が 使 うカウ ンセ ラ ーは素 人 と 同様 だ と批 判す る。

   コ メ ン ト:名 詞+「 同然 だ.」 の言 い換 え

△ △△

XXX

(.)△o

×△ △

XXX

XXX

He criticizes the ccwnse lor whoa the trader uses for be i ng sane as the laynan.

He criticizes the counselor who薗 traders use with an a[旧teur.

He (x)皿匿tents that the cou耳lselor who■ a trader e団ploys is s i皿ilar to an a駁 〕teur・

Nhen the counsellor who● the trader handles is si●fi lar to the anateur, he criticizes.

C(.}unselor w量th who皿 a cて)ntractor uses hi皿 criticizes that it is the sa置旧 as that of an

a皿ateur.

It is si●fi lar to an anateur, and a counselor who a trader uses criticizes hio.

5.関 心 事 の1つ は、米 国市 場 が一 層保 護 主義 にな って い くの では な いか と いう点 で あ る。

   (*)関 心 事 の1つ は 、米 国市 場 が ます ます保 護 主義 的 に な って い くと い う点 で あ る。

   コ メ ン ト:「 一 層」 → 「ます ます 」 とい う言 い換 え と、 「て い くので は な いか とい う点 」→ 「て い くと

           い う点」 とい う言 い換 え

XXX

pxp

One of a concern th i rd is the spot that an American 皿arket becomes  皿ore princ iple

 protection.

One of concern is the points that the United States market becomes a protection principle

 皿(.)re and 皿ore.
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pxp

000

XXX

△△△

(?ne of the interested thir gs is the point that the U.S. marke becones Wore and more in

protection principle.

One of the interests is the point that the American market beanies increas i ngly more l i ke

a protection principle.

Is a paint whereby United States market is a protection principle more and more with l

interest.

One of the interests is the point that a U. S. A. market becomes protection i sm l i ke  more

and皿ore.

6."Yes"を 設定 す る と表示 は 白黒 にな ります。

    (*)"Yes"を 選択 す ると その表 示 は 白黒 に な るだ ろ う。

    コ メ ン ト:「 設 定」 → 「選択 」 とい う言 い換 え と、 「だ ろ う」 の挿 入

ODD

XXX

△△△

000

0DD

OOO

When "Yes" is chosen, the ind ication w i l l becoce black-and-wh i te.

When choos ing "Yes", the d i splay will beco1に right and wrol㎎.

Its display will becone black-and-white that "Yes" is chosen.

If "Yes' is selected, the display will becone ●onochrone.

If "Yes" is selected, probably, the display will beco脈 ∋black and white.

 If the "Yes" is selected, the display will become black and white.

了.振 動は時間が経つと消減する。

   (*)時間が経つと振動は消滅する。

   コメント:主 語と述語を近づける

△△△

XXX

OOO

△△△

OHO

XXX

Nhen the tine passes, the vibration becones extinct.

Nhen tine passes, they disappear as for vibration.

The vibration disappears when tine passes.

If the t i ne passes, vibrat ion d isappears.

If tine passes, vibration will disappear.

The tine will disappear, when it passes on a vibration.

8.温 度 が2-3度 上 昇 す る とエ ン ジ ンが 過熱 す る。

  (*)温 度 が2-3度 上昇 す るとエ ン ジ ンが過熱 す るだ ろ う。

  コメ ン ト:「 だ ろ う」 の挿 入

o△ ×

△△△

ooo

OOO

△△△

XXX

Mhen tomperature rises 2-3 times, an engine will overheat.

If the te叩erature goes up with 2-3 degrees, an engine will ba)verheated.

 The engine will overheat if the temperature rises by 2-3 degrees.

 The engine w i l l overheat when the temperature r i ses by 2-3 deKrees.

 An engine w i l l overheat, when a temperature increases degree of 2-3.

Probably, engine will be overheated if temperature rises 2-3 t i mes.

9,実 験方法としては、共振曲線の減衰と周波数ずれとを測定する。
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(*)実 験方 法 と して は 、

コ メン ト:主 語 の挿 入

×△ ×

XQX

own

×△ △

C>h(〉

×△ ×

我々は共振曲線の減衰と周波数ずれとを測定する。

As all experimenta l way, we 皿E'i1SUTE attenuation of a res`)nance curve and the several gaps

of a cycle.

As the exper面ent meth(.対, we measure decline and a frequency gap of a共 振curve.

As the exper i皿ent 皿ethod, we measure attenuation of a resol皿nce curve, end frequency gap.

As the Wtly (,f exper i皿enting, we 皿easure the attenuation of the resol.wince curve and a

cycle number difference.

As experimenta l method, we measure attenuation and frequency deviat ion of resorwnce curve

We measure the Aap of cycles several with attenuation as an experiment method about the

resotumce curve.

10.株 式大暴落が消費意欲に与えた影響は、一時的なものに過ぎなかった。

   (*1)株式大暴落が消費意欲に与えた影響は、一時的だった。

ppx

△△△

△(.)△

  XX

pxp

(ウム ム

The influence wh ich the stock big s l ump gave the consumpt ion conat ion was temporary.

The influence wh ich a stock Kreat s l ump had influence on consumpt ion volition was

te皿P〔}rary

The influellce wh ich the larKe stocks sudden fa l l s had produced on the cて)nsu皿pt ion des i re

was te皿P〔.)rary.

Influence stて)ck big sudden fall affected consumption v(,lition was te皿P〔.)rary.

The effect which st`)ck size suddell fall gave tc)a α)nsu皿ption will was te皿Porary.

The effect of the stock bid crash on motivation to spend was temporary.

(*2)株 式大 暴落 が 消費 意欲 に与 え た影響 は 、単 に一 時的 だ った 。

  コ メ ン ト:「 な もの に過 ぎなか った一」→ 「単 に」 と言 い換 え

△△△

ppx

△o△

QXX

pxp

o△ △

The influence which a stock Kreat slu●p had influence on consumption volition was only

te皿Porarily.

The influence wh i ch the stock big s l ump gave the consumpt ion conat ion was mere l y

temporary.

The influence wh ich the large stocks sudden fa l l s had produced on the consumpt ion des i re

was on l y temporary.

Influence stock biQ sudden fall affected consumption volition was temporary only.

The effect which stock size sudden fall have to a consumption will was only temporary.

The effect of the stock biK crash on motivation to spend was only tomporary.

11.5人 参加 予定 で す。

   (*)5人 が 参加 す る予定 です 。

     コ メ ン ト:格 助 詞 の挿 入 と、 サ変 語幹+「 予 定」 の 言 い換 え

()()△  5 persons are Koine to part icipate.
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(一)o(一)

(.1)o△

(xウo

CXJD

non

5 persons are scheduled to participate.

5 persons plan to participate.

Five persons are scheduled to participate.

Five plan to participate.

It is that 5 persons participate.

12.JR京 都駅 を営業 しなが らの工 事 であ る。

    (*)我 々 はJR京 都 駅で 営業 しなが ら、工 事 を行 な う。

    コメ ン ト:主 語 の挿 入 と、 「工 事 で あ る」 → 「工事 を 行 な う」

>Ox

(.)△×

XXX

Opx

XXn

c)△(ウ

という言い換え

We construct while we do business at JR Kyoto station.

We construct, doinK business at JR Kyoto station.

We construct OBJ doing; business at Jk Kyoto Station.

R`hile we do business at JR Kyoto station, it is built.

R'hile they do business in JR Kyoto station, we work.

We carry out the axistruction, while business is done in JR Kyoto station.

13.何 で も、 ワー ム ホー ル と いう現 象 を利用 すれ ば、遠 く離 れた世 界 に瞬 時 にゆ け るのだ そ うだ。

  (*)ワ ーム ホ ール と い う現 象を 利 用す れ ば、 我 々は遠 く離 れ た世 界 に瞬 時 に行 け るそ うだ。

  コメ ン ト:・1ワ ー ム ホール 」→ ユ ー ザ辞書 で対 応す る必要 が あ る。 また 、曖 昧 な 「何 で も」を カ ッ トす る

XXn

XXX

XXX

XXX

  XD

XXX

If a pheno皿enon ofワ ー ム ホ ー ルis utilized, we are said to be able t〔}霧o to the world

which was away distantly in a mo●ent.

If a pheno皿enon ofワ ー ム ホ ー ルis used,they say that we c:an窪o to the W(.〕rld where it W」S

separated far in an instant.

If the pheno皿enon of aワ ー ムhole is used, we go to the W()rld left distantly at an

instant.

If us iIlg a phenomenon, the worm hall, we are said t【)be able t() go to the fir left W(エr ld

the moment.

I hear that we can instantaneously go to the world far away if we use the phenonencm

named ワ ー ム ホ ー ル.

So we are, if phen⊂)mena of a wormhole is utilized, the wor ld d istance in a m〔anent .

14.環 境 が変 化 したた めか、 土 ふ まず が で きるの が遅 い。

   (*)環 境 が変 化 した ので,土 ふ まず が形 成 され るのが遅 い。

   コメ ン ト:「 ためか 」→ 「ので 」 お よび 「で きる」 一→ 「形成 され る」

XXX

XXX

XXX

XXX

△ △ △

という言い換え

It is s low that s i lent area is formed, because an env i ronment changed.

Because env i rc)n田ent was changed, it is late not to step i n earth and for カミto be forOed.

because the environment transformed(,neself--the earth--withoutふ ま ず.一.but to fom i t

is late.

Becrause the environment changed, it is slow to be fashionable. S()llふ ま ず

Since environment changed, it is late that an arch of the foot is formed.
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× × × Since an environment changed, it is late that it is done ttroundふ ま ず がformation.

xxx Since an environment changed, in terns of that it is formed they do not step soil is late

15.国 会は国会で事実究明の努力を続ける。

   (*1)国会は事実の究明の努力を続ける。

△△(.)

pxp

△△ △

XnX

△ △△

The Uiet continues effort of factual investigation.

The Uiet continues an effort by the investigation of the fact.

The Diet cont inues the effort of the investigation of the fact.

The diet continues an effort of investigation of a fact.

Parliament continues effort of investigation of the fact.

(*2)彼 らは 国会 で事実 の 究明 に努力 し続 け る。

コ メ ン ト: .主語 明確化 、 名詞 連続 の 間 に 「の」 挿入 、 サ変語幹+「 を続ける」→ 「し続ける」

×△△

×△△

△ △o

o△(.)

pxx

×△△

△ ×△

They continue to Hake every effort in the diet for investigation of a fact.

They continue to Hake every effort in the diet in investigation of a fact.

They continue to Hake an effort for the investigation of the fact in the Diet.

They continue to 瞳〕ke efforts in factual investigation in the Diet.

They continue doing best of their ininvestiQation of the fact in Parliament.

They keep raking an effort to the investigation of the fact in the Diet.

They keep striving in the Uiet for the investigation of the fact.

16.ア ス フ ァル トで荒 らされ て は魚 もた ま るま い。

   (*)海 が アス フ ァル トで荒 らされ るこ とを魚 は我慢 で きな いだ ろ う。

   コ メ ン ト:主 語 明確 化 と 「た まる まい」 の言 い換 え

coo

pxx

XXX

(うoo

o△ △

XXX

A fish w i l l not be able to bear that sea i s da匿nged by aspha l t.

A fish w i l l not be able to endure to wreak havoc in the sea w i th aspha l t.

Afish will n〔〕t be able to do我 慢of that the sea is damged in the asphalt.

The fish cannot endure for the sea to be ru i ned with aspha l t.

Probably, fish cannot put up with that the sea is danaRed with asphalt.

The sea will not be able to be born to be wasted with the asphalt by the fish.

17.1969年 に は正規 軍が 交 戦 し、死 者 も 出た。

   (*)1969年 に正規 軍 が交 戦 し、 人々 が死 ん だ。

    コメ ン ト:「 には.」一・ 「に」 、 「死者 が 出 る」 の言 い換 え

△ △△

CXX)

(.)()(.)

××△

△oo

The regular array battled in 1969 and the people died.

The regu lar ar●y fought in 1969 and people died.

The reKu lar array fought in 1969, and people died.

Aregular army fouKht in]969 years and people died.

A regu lar array fought in 1969 and people  d ied.
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()()()  Regular forces fouKht in 1969, and people d ied.

19.運 送料 は どれ くらいか をお知 らせ 下 さ い。

  (*)運 送 料 を知 らせて 下 さ い。

   コ メ ン ト:「 どれ くらいか」 はな しで もわか るの で 削除

△△△

(.)△o

XXX

DOO

△△△

△o△

Please infom a transport f㏄.

Please inforn of the transportation fee.

Please tell the freight to.

Please tell the clwrAe of transportation.

Please report a transport fee.

Report a transportation fee.

20.英 国で自転車に乗る人は夜光塗料のたすきをかける。

   (*D英 国では、自転車に乗る人は夜光塗料のたすきを着用する。

    コメント:和 語動詞の明確化

ppx

XXX

XXX

△ △△

pxx

XXX

The man who rides on a bicycle weirsた す きof a noctilucence paint in England.

In the United KinQdon, the person W}1()takes a bicycle wearsき をwhich the light paint

adds up at night.

In the United Kir4gdon, the hunan who rides the bicycle wears the coninK in which luoinous

paint adds.

In Britain, the person who rides on the bicycle wears the cord of the noctilucence paints

In Britain, the man who takes a bicycle wears tasuki of noctilucent paints.

at Britain, luninous paint adds people who take a bicycle --you cone, and you wear it

withを.

(*2)英国で自転車に乗る人は夜光塗料のたすきを着る。

△(.)△

ppx

ppx

XXX

noo

XXX

o△ △

XXX

People who take a bicycle at Britain wear a sash of luninous paint.

The皿an who rides on a bicycle in England wearsた す きof a noctilucence paint.

The man who takes a bicycle in Britain wears tasuki of noctilucent paints.

The human who rides the bicycle in the United Kingdom wears the comit Q in which luminous

paint adds.

The person who r i des on the bicyc l e in Br i ta i n puts on the cord of the noct i l ucence

paints.

The person who takes it bicycle in the United KinAdon puts onき をwhich the liKht paint

adds up at night.

The person who takes a bicycle in the United K i ngdon puts on a luninous pa i nt sash.

lu皿inous paint adds people who take a bicycle at Britain--you oo配 一一を 一一・it is WOTil.

21.行 方知 れ ず の ままの 子 も まだ い る。

   (*)ま だ行 方 不 明の 子が いる。
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コ メン ト:「 行 方知 れず 」 の言 い換 え と、 「の ままの 」 の削 除

△ △△

o(り0

000

000

pxp

△ ×△

X`jX

There is still a whereabouts unknown child.

There is still a missing child.

There is a still 皿issing child.

There is yet a Hissing child.

A missinK child is still.

Astill ●issinQ child is.

still --the whereabouts --there is an obscure ch i ld.

22.戦 前、戦後という言葉が若い世代に通用しない。

 (*)戦前や戦後等の語が若い世代に通用しない。

 コメント:「 という言葉」の明確化

△△△

000

XXX

XXX

pxx

XXX

×△×

nno

Words Such as prewar time and postwar period are not used for young generation.

Words, such as prewar days and the postwar pericxl, are not va l i d for a young generation.

It is not accepted in the Qenerat ion whose prewar days and postwar and so on word are

young.

It is IK)t accepted in the窪eneration whose word prewar days and a postwar period is you㎎

The word before the war and after the war and so on doesn'tobtain about the young

generat ion.

SU13J does not pass to the Kenerat ion w i th a young word such as prewar days and postwar

days.

Words of the prewar days and the postwar period are not accepted in a young generation.

Mords such as prewar t i ce and postwar period are not used for young Kenerat ion.

VI考 察

 チェック者のバ ックグラウンドの違いにもかかわ

らず、★印の数はそれほど多くはない。つまり、ネ

イティブチェックの違いはそれほど大きなものでは

なかったと言うことができる。

 言い換えによって著しい効果の出るものと、それ

ほど効果があがらないものがあった。たとえば、き

わめて陳腐であるが、主語を明確化することによっ

て、多くの文の翻訳が著 しく改善される。和語動詞

の多義性を解消するために、漢語動詞(サ 変)に 言

い換えることも有効である。また、名詞連続になっ

ている部分を切り離 して明確化することも大いに効

果がある。

 ・方、言い換えても効果が余り見られないものが

ある。たとえば、慣用的な表現は、言い換えそのも

のが難しい。また、もともと辞書にないために、未

知語として翻訳に苦労 しているものがある(た とえ

ば、 「土ふまず」など)。 このような場合には、言

い換えをするよりもむしろ辞書登録で対処 した方が

よいと思われる。

 定性的に見ると、上記のようなことがいえるが、

なかなか明確に傾向を示すのは難 しい。そこで、書

き換えの効果を評価するために、ネイティブチェッ

クの判定を数値化 した。

 機械翻訳 システムによって、書き換えによる効果

が大きく異なるが、ここではあえてシステムの差を

無視し、平均的な数値で評価を行った。機械翻訳シ

ステムの出力に対するネイティブチェックの判定を

もとに、

 O:3点 △:1点 ×:O点

を与えて加算 し、1訳 文当たりの平均点(ネ イティ

ブが3人 なので最高は9点)を 計算 した。
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原文 言い換え文

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

12/9 = 1.3

 (3) 28/4 = 7.0

 (4) 20/5 = 4.0

]3/8 = 1.6

26/9 = 2.9

10/8=1.3

13/9 = 1.4

36/9 = 4.0

40/9 = 4.4

20/8 = 2.5

22/9 = 2.4

20/9 = 2.2

 (2) 18/6 = 3.0

23/6 = 3.8

10/9 = 1.1

1 11

1/8=0.1

28/8 = 3.5

 (2) 21/7 - 3.0

7/8=0.9

11/8 = 1.4

(1) 17/6 二 2.8

19/6 二 3.2

15/7 二 2.l

l2/6 二 2.0

12/6 = 2.0

31/6 = 5.2

22/6 = 3.7

28/6 = 4.7

15/6 = 2.5

(1) 18/6 = 3.0

▼

▼

42/6 = 7.0

20/6 = 3.3

3/6 = 0.5      

3/7 = U.4      

(1) 14/5 = 2.8 ▼

▼

20/6 = 3.3

38/6 二 6.3

18.

19.

20.

21.

22.

0/5 = 0.0       -一一一一

7/8 = 0.9       25/6 = 4.2

24/9 ; 2.7      (1) 6/6 = 1.0 ▼

 (2) 17/8 = 2.1  ▼

5/7 = 0.7       34/7 二 4.9

7/8 二 〇.9       18/8 二 1.6

▼:言 い換えによって点数が下がったもの

■:前 後とも点数が低 くて、書き換えが困難なもの

 多 くの場 合 、書 き換 え に よ って 点数 が上 が ったが

点 数 の下 が った もの も一部(▼ 印)あ った。 また、

13.14.の2例(■ 印)は 、原 文で の評 価が 極端 に低

く、書 き換 え に よ って もほ とん ど効果 が現 れ なか っ

た。

Vllお わりに

 今後は、例文の量を増加するとともに、さらに分

析を進め、機械翻訳システムの改良の指針となる対

訳例文集の作成などを考慮 したい。

 当委員会の開催を支援下さるAAYT会 長 長尾先生

と、事務局に感謝する。

※※※ 調 査 研 究 委 員 募 集 ※※※

協会では95年 度の調査研究事業 として2つ の調査研究委員会をスター トさせますが

この委員会に参加を希望するメンバーを募集 します。(委 員会 は毎月開催予定)

◆ 技術動向調査委員会

   調査テーマ ・内外技術の動向調査 と検討 ・翻訳 のマルチメディア対応 ・翻訳インフラ

        ・翻訳関連周辺技術の調査 ・バイリンガルコーパスの調査 ・その他

◆ 市場動向調査委員会

   調査テーマ ・商品普及の動向調査 ・利用実態調査

        ・利用技術調査 ・分野別利用環境調査

★ 参加申し込み

・海外市場の動向調査

・その他

委員会 に参加を希望 される方は

企業名、企業所在地、所属名称 、電話番号、FAX番 号、 E-Yailア ドレス

を添えて協会事務局までFAXで お申し込み ください,,(書式はフリー)
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ド継

WWWサ ーバ モデル"パ ンセ"PENSEE for Internet

沖 ソフ トウ ェア(株)

 Lets enjoy Internet Surfing

WWWサ ー バ モ デ ル"パ ン セ ・

脚SEE.
   for Internet

快適でスムーズなインターネッ トサーフィングを実現

   インターネッ トの検索効率が飛躍的に向上

 世 界的規 模 の分 散 デ ー タベ ー ス と して 注 目されて

い るイ ン ターネ ッ ト上 で 、今大 き く脚 光 を浴 び て い

るWWW(WorldWide Web)。

 しか し、WWWは 国際的 な情 報 サ ー ビスで あ るた

め、英 語 での検 索 が主 流 で あ り、 これ が イ ンター ネ

ッ トサ ーフ ィングの大 きな障害 とされ て きま した。

 PENSEEforInternet(パ ンセ

フ ォー イ ンター ネ ッ ト)は 、Mosaicな どの ビ

1一 ア と連 携 し、英語 の情 報 を 日本語 化 す る ソ フ ト

ウ ェアで す。

 日本 語 の画 面 か ら ダイ レ ク トなサ ー フ ィ ングを実

現 し、WWWの 検 索効 率 を飛 躍的 に向 上 させ ます。

〈 特 徴 〉

●ビューア上でユーザ辞書登録

 ユーザ辞書登録をビューア上から行えるユーザ辞

 書登録機能をサポート。インターネットサーフィ

 ングを中断することなく単語登録を行い、より質

 の高い日本語化を実現 します。

〈 仕 様 〉

■動 作環 境

・マ シ ン環境

  SPARC Stastion2以 上 メ モ リ 32YB以 上

  DISK容 量 本体+シ ス テ ム辞書100MB

  (それ 以 外 に 日本 語化 結 果 キ ャ ッ シュ用 のDISK

   容量 最 低 と してtoys程 度必 要 です 。)

●HTML文 章をそのまま日本語化

 WWWの 文章を記述するためのHTMLを 解釈 し、

 リンク情報のすべてをそのまま保存(レ イアウト

保存)し 、日本語化画面からWWW上 の他のイン

 ク先へのジャンプも簡単に行えます。

●あ らゆ るサーバ 、 ビュー アに対 応

 WWW文 章 を保 存 して い るサ ーバ と、 ビ ューアの

 間 で用 い られ る プ ロ トコルHTTPに 準拠 して い

 るた め、 サ ーバ や ビュー アの種 類 に 関係 な く、現

 在 、 お使 いに な って い る環境 です ぐに使 用 す るこ

 とが可 能 です 。

・対 応OS

 日本 語Solarisl.X以 上 のOS(SunOS4.1X+JLE1. lX)

 日本 語Solaris2.3以 上 のOS(日 本 語Solaris2.3、

             Solaris2。4)

・提供媒体

 CD-ROM

〈問 い合わ せ先 〉

  沖 ソフ トウ1_ア(株)

  営 業部 営業 第2グ ル ー プ

  TEL O3-3454-7831  FAX O3-3798-7088
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■注意事項

 本パ ッケージには、日本語化を行うための専用エ

ディタは、付属されません。このため、日本語化 し

た結果をビューア上で変更することはできません。

 一部 のビ1一 アでは、日本語化が完全に対応でき

ないため、日本語表示が正常に行われない場合があ

ります。

 また、HTML2.0対 応が不十分なビ1 アで

は、正常に動作 しない場合があります。

〈 価 格>

  PENSEE for Internet

  専 門辞 書パ ック

  *サ ーバ1台 につ き

X148,000

 ×48,000

●PENSEEは 、 大 阪 ガス(株)と 沖 電気工 業(株)と の共

 同 開発 です 。

●PENSEEは 、 大 阪 ガス(株)、(株)オ ー ジス総研 及 び

 沖電気 工業(株)の 登録 商標 で す。

●PENSEE for I ntemetは 、沖電気 工.業(株)が 開発 し

 沖 ソ フ トウ ェア(株)が 商 品化 した もの です 。

●yogicは 、 イ リノイ大 学の登 録 商標 です 。

●画 面写 真 の ビュ ーアは 、 トラ ンス コス モス社 の

 INTERNET OFF ICEを 使用 してお ります。

● その他 一般 に各 社 名、 各製 品 名は各 社 の商標 、 ま

 た は登 録 商標 です 。
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麟
日英 ・英日パソコン翻訳支援ソフ トウェァ

「 う ち の 翻 訳 屋 さ ん 」for Windows / Mac i ntosh

長瀬産業株式会社

「うちの翻訳屋さん」は日⇔英パソコン翻訳支援ソ

フ トウェアです。ワークステーション並みの高速で

正確な訳質を持つ基準システムに、弊社の十年にお

よぶ翻訳実務を通 じて蓄積された専門辞書群のうち

一分野を添付。判りやすい訳文を実現 します。

特  長

一括翻 訳 で対訳 処理型 翻訳 ソ フ ト。

テキ ス トフ ァイル 、oCRか ら も入 力で きます 。

●文法 ル ー ル ・基 本辞 書 が充 実 。だ か らス ム ーズ な

 翻訳 が 可能 。

● ワー クス テ ー シ ョン並 み の高速 翻訳 を 実現 。

●オ リジナ ルの 専 門分野 辞書 を ワ ー クス テー シ ョン

 か らパ ソコ ン版 に移植 。 プ ロ も驚 く豊 富 な語 彙 。

 しか も実用 性 の高 い1分 野 を バ ン ドル。

● プ ロフ ェ ッ ショナル ユ ー ズに耐え 得 るユ ー ザ辞書

 キ ャパ シテ ィ/6万 語 まで登録 可 能。

● 見やす い対 話 画面 で原 訳対 比 。高 効率 翻訳 。 コ ピ

 ー ・カ ッ ト&ペ ース ト各種 編集 カ ン タ ン機 能 付 。

辞  書

 ワークステーションで実証ずみの専門分野別辞書

 8分 野(4万 ～8万 語)か ら1分 野をバンドル。

専門分野別辞書 8分 野(4万 ～1〔}万語)

●ビジネスー般

●医    学

●機械、搬送、真空

●地球環境

●化学、金属

8万 語

7万5千 語

7万 語

10万 語

8万 語

●法律、規格(ISO 9000)5万 語

●情報通信     10万 語

●物理、原子力    4万 語

※各専門分野別辞書はオプション専門辞書として、

1分 野49,800円 で販売しています。

キ ャ ンペ ー ン

'95年12月 まで に「うち の翻訳 屋 さん」 を お買 い上 げ

の方 に 、 もれ な く機 械翻 訳1日 セ ミナ ー受 講券 を プ

レゼ ン ト。

 (開催 地:東 京都 中央 区、大 阪 市 、名 古屋 市他)

セ ミナ ーで は 、弊社 の翻 訳 実務 ス タ ッフが機 械翻 訳

の ノウハ ウを ご教 示 します 。

長瀬産業はこんなお手伝いをしています

(i)「 うちの翻訳屋さん 」半日セ ミナー無料開催:

  ご購入の方はもちろん、購入ご検討の方も無料

  で受講出来ます。

(の文書入力サービス(有 償)

  oCR入 力は未知語の処理が大変。手入力は時

  間がかかる。そのような手間を当社が代行いた

  します。FAXで 原文をいただければフロッピ

  ー(テ キス トファイル)も しくは、パソコン通

  信でお渡しいたします。

価  格

日⇒ 英:FOR WINDOWS「 うち の翻訳 屋 さん 」

(日本 語 鯉S-WINI)OWS3.1以 上)専 門辞 書1分 野 含む

          246,〔}〔}O円(税 抜)

日ゆ英:FOR NACINT(>SH lうちの翻訳屋さん」

             専門辞書1分 野含む

          246,〔}O〔}円(税 抜)
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英⇒ 日:FOR WINDOWS「 うちの翻 訳屋 さん 」

日本 語ys-NINWNS3.1以 上(専 門辞 書1分 野 含 む)

         246,000円(税 抜)

英⇒ 日:FOR YACINT(>SH「うちの翻訳屋さん」

            専門辞書1分 野含む

         246,000円(税 抜)

動作環境(日 英 ・英日共通)

日本 語ys-WINDOWS3.1以 上(専 門辞 書1分 野含 む)

(WINDOWS版 〕

  日本 語YS-MlNI)UMS3.1が 起 動 す るNEC F'C-9801シ

  リー ズ も し くはIBN AT互 換 機 及 びDOS/V

 CPU:32ビ ッ トパ ソ コ ン

  メモ リ:8MB以 上

 ハ ー ドデ ィス ク1基 本 シス テ ム20bB以 上

       (専 門辞書 は平 均10謄B追 加/辞 書)

NACINT()SH版 〕

 OS漢 字Talk7.1以 上 パ ワ ーマ ック対 応

 CYU:68020以 上

 メモ リ:12MB以 上(パ ワーマ ックの場 合16NB以 上)

 ハ ー ドデ ィス ク:基 本 シス テ ム20yB以 上

        (専 門辞 書 は10塑B追 加/辞 書)

う
窃
撰
蚕            '.,

驚
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日
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フ
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※記載の会社名、および商品名は、それぞれ各社の

商標または登録商標です。

※基本システムは蟹ノヴァ 難知能情報研究所によ

 り開発されたものです。

"
why NAGASE ?"

長瀬産業は、我が国の総合化学品商社として、ま

た最近では 「技術情報商社」として、よりダイナ

ミックでグローバルな企業活動を展開しています。

 当社、翻訳 システムグループはいち早 く先進の

機械翻訳システムを導入し、輸入製品のマニsア

ルを初めとする多種かつ広範にわたる文書の翻訳

業務、機械翻訳システムの販売、辞書の作成、機

械翻訳システムに関するコンサルティング活動等、

幅広い活動を続けております。

お問い合わせ先

長 瀬 産業 株式 会 社

機 器 シス テム室/翻 訳 システ ム グル ープ

〒103東 京都 中央 区 日本 橋小 舟 町5-1

電言舌03-3665-3060●3396(ダ イヤルイン)

FAXO3-3665-3781  NIFTY-Serve:KYCO 1515
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撫
期 翻訳支援ソフト「ト ラ ン ス サ ポ ー タ ーEJ」

三洋 イ ンフォメーシ ョンビジネス株式 会社

1.は じめ に

 翻訳 支援 ソフ トも第2世 代 に入 って きま した。 イ

ンター ネ ッ トや商 用 パ ソコ ンネ ッ トを は じめ とす る

ネ ッ トワ ー クの普 及 に よ り、海外 に電子 メー ルを 出

した り、海 外の デ ー タベ ース にア クセ スす る ことが

一 般 的 に なろ うと して い ます 。 また、海 外 の ソフ ト

を入 手 した の はい いが 、 その イ ンス トー ル方法 を 含

め 、マ ニ ュアル がす べ て英語 だ った り します 。私 た

ち の まわ りで好 む と好 ま ざ るにか かわ らず 、 外国語

と付 き合 わ な くて はな らな くな って きて い ます。

 一 方 で、パ ソコ ンの性 能 は年 々 向上 して い ます 。

しか も、Nindowsを は じめ とす るGUIの 優 れ たパ ソ コ

ン用OSが 普 及 し、 さ らに機械 翻 訳技 術 との付 き合 い

方 も変 わ って きま した。 自分 のパ ソコ ンで、 メール

やNewsを 読 ん で い ると きに、手 軽 に機 械翻 訳 を行 な

う ことが あた りまえの 時代 に な ろ うと して い ます 。

す なわ ち 、翻 訳 支援 ソ フ トもパ ー ソナル化 の 時代 を

迎 え よ うと して い ます 。

 三 洋 電機 で は、1987年2月 に 日英翻 訳 ワー プ ロ 「ト

ラ ンス ワー プ ロ」 〈SNP-7800>を 発売 以 来 、機 械翻 訳

の精 度 向上 に取 り組 ん で ま い りま した。 この た び、

三 洋 イ ンフ ォメー シ ョ ンビ ジネスか ら、近年 の翻訳

需 要 のパ ー ソナ ル化 に対 応す べ く、低価 格 の翻 訳支

援 ツール と して英 日翻 訳 支援 ソ フ ト 「トラ ンスサ ポ

ー ターEJ」(NindoWs版)お よび ペ ン型OCRを 発

売 いた します 。

2.特 長

1)英 日翻訳支援ソフト「トランスサポーターEJ」

 (NindoWs版)

●翻訳エンジンと舌磐書

 翻訳の方式として、多段階 トランスファー方式を

採用することにより、挿入的な表現など長文に対す

る解析能力を向上させています。また、定型文の翻

訳に効果的な用例辞書 も用意しました。

 基本辞書として80,000語 を収録。優先訳設定機能

やユーザー辞書登録機能によってユーザーごとに翻

訳環境を整備すること力河 能です。また、ユーザー

辞書をFDな どにセーブすることも可能ですから、

ユーザー辞書をグループで利用するといった使い方

も可能です。

 また、専門辞書として電気 ・情報、機械、経済、

医学の4分 野を用意 しています。

           Microsoft Word

フP仙⑮ 編集(D 表示(凶 挿入(1)書 式① .g_ル141作 表1△)ウ ィンドウ(凶 2

                       100s

         ランスサポーターEJ

▼

後紀集画面
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●使い易い翻駅 ツールとして

 文書編集には高機能のワープロソフ トを使い、必

要に応 じて簡単な操作で翻訳支援 ソフトを呼び出し、

英語文書の内容理解の手助けをする一そんな発想か

らMicrosoft Nord(5.0ま たは6.0)と ドッキングさせ

るという新 しい形の翻訳支援ソフトを提案 します。

ですから、文書編集には、英文スペルチェッカーや、

日本語文書チェッカーなど使い慣れたワープロソフ

トが持っ高機能な文書作成機能がそのまま利用でき

るわけです。そして翻訳支援ソフ トの手助けが必要

だと感 じた時に、ボタンーつで翻訳支援ソフト「ト

ランスサポーターEJ」 を呼び出すだけ。あとは新

しいウィンドウに翻訳結果が表示されていきます。

翻訳後は、後編集画面(図1)で1文 ずつ訳文をチェ

ック、修正 します。

 また、対話翻訳モー ドの他に、一括翻訳モー ドも

用意しています。一括翻訳モー ドでは、複数の大量

文書 も指定 してお くだけで、自動的に翻訳結果がフ

ァイルに出力されます。

●辞書引き機能

 内部の翻訳辞書を利用した辞書参照機能の利用を

可能にしました。わからない単語があったら、その

単語をクリックするだけで辞書引きが可能です。

2)ペ ン型OCR

原文の入力支援には、オプションでペン型OCR

を用意 しました。カタログや新聞などの印刷物の活

字文字の入力支援機として、手軽に日本語/英 語の

活字を読み込み力河 能となりました。

●スイッチの切り替えにより、日本語/英 語の活字

が読み取れます。

●日本語の場合は、横書き、縦書きを自動で識別 し

て認識を行ないます。

●候補文字による簡単修正機能を備えています。

3.仕 様

1)翻 訳支援ソフ ト「トランスサポーターEJ」

 基本辞書見出し数:      80,000語

 専門辞書(オ プション):    4分野

       (電気 ・情報、機械、経済、医学)

 ユーザー辞書:ハ ー ドディスクの空き容量があ

        れば登録数に制限なし

【動作 環 境 】

動作 機 種:日 本 語NindoWS3.1お よび 日本語Microsoft

   Nord 5.0ま た は6.0が イ ンス トール済 み の機種

MPU:i486SX以 上

メモ リー:8MB以 上

必 要ハ ー ドデ ィス ク:約17MB

2)ペ ン型OCR

読み取 り方式:ペ ンスキャナによるハ ンドスキャ

       ン方式

認 識 率:99%以 上(認 識率の算出は当社規定の

       テス トチャー トによる)

認識速度:約4文 字/秒

対象文字種: 3537字

対象文字サイズ:5～20%1° イント

外部1/F:

重 量:

【動作環境】

 動作機種:

RS-232C I/FU-sub9ピ ン

約230x(ペ ン+本 体)

日本 語yicrosoft NindoWS3.1が イ ンス

 トール済 み の ,.シ リーズ また はDOS/V仕 様機

メモ リ:    3.6MB以 上

必 要 ハ ー ドデ ィス ク:1MB以 上

4.価 格

1)英 日翻訳 支 援 ソ フ ト 「トラ ンス サ ポー ターEJ」

            25,000円

 【専 門辞 書 】

  電気・情報分野

  機械分野

  経済分野

  医学分野

2)ペ ン型OCR

1LOOO円

8,000円

6,000円

40,000円

39,800円

【お問い合わせ先】

三洋インフォメーションビジネス株式会社

    営業統括部 国内販売部

〒550大 阪市西区江戸堀2-7-25

     TEL O6-443-5144

*Microsoftは 、米 国 マイ ク ロ ソフ ト社 の登 録 商標

です 。
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欝
英 日翻訳支援 ソフ ト Logo Vista E to J V 2.5

ロゴヴィスタ株式会社

 パ ソコ ンによ る翻訳 ソ フ トの なか で もハ イエ ン ド

で本格 的 な 、そ して 実用 的 な もの と して 評価 を受 け

て い る"Logo Vista E to J"が この7月 に、現在 の

V2.1か ら、さ らに辞書 や 文法 を改 善 し翻訳 精 度 を ア

ップさせ 、ユ ー ザ ーイ ンター フ ェイスを 大 幅 に機 能

強 化 させ て 、V2.5と して新発 売 します 。

 価格 もこれ までの194,000円 か ら一 気 に97,000円

(税別)に 大 幅 に下 げ る ことで 、ハ イエ ン ド翻訳 ソ

フ トの価格 破壊 を進 め、本 格 的 な翻訳 ソ フ トを よ り

多 くのユ ー ザの方 々 に手軽 に使 用 して いた だ け るよ

うに願 う もの です 。

 Logo Vista E to Jは 発売 以来 約2年 半 を経 て、

その優 れ た構 文解 析 力 と、高 い評 価 の翻 訳 クオ リテ

ィで信 頼 を得 て い ます。 そ の間 、 多 くの ユ ーザ ーか

らの 改善提 案 な ど貴重 な ご意 見や、ロ ゴ ヴ ィス タ(株)

独 自の不 断の 開発研 究 によ りす で に過去2回 バ ー ジ

ョ ンア ップを 重 ねて 来 ま した。

 今 回のV2.5の 新 機 能 の概要 は 以下 の通 り。

● 多彩な機能と優れたユーザーインターフェイス

「翻訳速度」 ・・使用できるメモリ容量から、翻訳

    スピー ドと制度の最適バランスを自動的に

   設定(こ の設定値は変更可能)

「AI学 習」機能 ・・翻訳結果を経験として学習。

   学習の有無、強さの設定 も可能。

「別訳語」機能 ・・別訳語選択を経験として学習し、

   文法解析、意味解析など各段階のエキスパ

    ー トと共にシステムを進化させる。別訳語

   を次回の翻訳にも反映。語尾変化の適正化

   を自動的に行い英語と対応訳語の組み合わ

   せで別訳語置換を行う。

「別解釈」機能 ・・文法構造を中心とした別訳語を

   選択。

「品詞設定」機能 ・・品詞や品詞苦を設定。また設

   定の選択部分、選択文、文書全体の品詞設

   定が簡単に解除できます。

「選 択文 翻訳 」 機能 ・ ・必 要 な文 だ けを翻 訳 で き る。

「対 応語(文)表 示 」機 能 ・・英語 と翻訳 後(文)

   との対 応表 示 。

「環境 設 定 」機 能 ・ ・翻 訳 オ プ シ ョン、使 用辞 書 な

   ど次 回以 降 に開 く文書 フ ァイル の環境 を 保

   存 。

「印刷 」 機能 ・ ・翻訳 され た和 文 のみ 出力 、対 訳(英

   文 、和文 を左 右 また は上下 に)出 力 可能 お よ

   び未 知 語 リス トの 出力 可能 。

「一般 辞 書 」・Oxford English Lange Dictionary

   Collins COBUILII EnKlish llictionary,

   CdlGE7"SInternat iona l Thesaurusを 補 完

   辞書 と して独 自に開発 。

「専 門辞 書 」 ・ ・オ プ シ ョン と して21分 野 の 専 門辞

   書 が使 用可 能 。

  ビジネ スー般 、科 学技 術 一般 、機 械 翻訳 、電気

  電 子通 信 、 医学 、 コ ン ビ1 タ、建 築 、応 用物

  理 、化 学 、材 料 資源 、土 木 、物理 、 航空 宇 宙 、

  船 舶海 洋 、生物 、動物 、地 球科 学、 都市 工 学 、

  農 業 、バ イ オ

「ユ ーザ辞書 ユ ーテ ィ リテ ィ」 ・ ・EtoJの 機 能 の

  一 っ と して組 み込 まれ 、ユ ーザ辞 書 参照 画 面 に

  コマ ン ド表示 。

「辞 書 の優 先度 」 ・・複 数 の ユ ーザ辞 書 が 同時 に使

  用 可能 。 ま た一般 辞書 、 複数 の 専 門辞書 と と も

  に優 先 順位 を設定 可能 。

「ユ ーザ辞書 編 集」 ・ ・必 要 の都度 、簡 単 に登録 可能

  また テ キス トフ ァイ ルか ら一 括登 録 を コ マ ン ド

  で 実行 可能 。

「事例 フ ァイ ル」 ・・頻 繁 に使 う定型 の英 文 とその

  訳 文を 事例 フ ァイル に登 録 し、以 後翻 訳 時 に そ

  の 訳文 で翻 訳 させ る。

● 主 な仕様

「翻訳 方 法 」 ・ ・トラ ンス フ ァー方式

「シス テ ム本 体 」 ・・

   【Kindows版 】Nindows Ver.3.1日 本 語が 起動

 ..



      す るNEC":11シ リー ズ 互 換 機 、 IBM I'C

       /AT互 換 機 お よ びDOS/V機

   【Mac i ntosh&Poweryac i ntosh版 】

       Macintosh IIシ リー ズ 以 降 、 Powerbook

       140以 上 ま た はPowerHac i ntosh

       OS;漢 字Talk7以 降

「空 き メ モ リ」 ・ ・

   【Windows版 】9MB以 上(仮 想 メ モ リ含 む)

   【Macintosh&PowerYacintosh版 】

         for Macintosh版;5MB以 上

         for PowerMacintosh版;6MB以 上

「ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き 容 量 」 ・ ・28MB以 上 仮 想

         メ モ リ含 ま ず)

 ` フ7イル 圃露 翻駅 聴8 晶蹴 オプシ■ン ウ4ンドウ     3:49PMO '
、

「プ ロテ ク ト」 ・・従来 の ハ ー ドウ ェア キ ーは不要

      に な り、 ソ フ トウ ェア プ ロテ ク トに変更

● 価 格

    ソフ ト本 体 ・・97,000円(税 別)

   専 門辞 書(オ プ シ ョン)・ ・

             21分 野 各10,000～69,000円

V2.5発 売 日 ・ ・1995年7月14日
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e United States decides to take retaliatory

}action egeinst Jepen's mobile phone merket, it
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i
The U.S. government is expected to meke e

decision by today on whether to retaltete

against Japan's cellular telephone market,

which the U.S. cleims isclosed to some of its

firms.

puいhe source, a senior ofncl。1 at the

Ministry of lnternational Trade end lndustry

':
,saidhe does not believe Washington would take

such acti°n immeOiately just because the tw°

;nations failed to reach agreement on thel

framework talks lest week.

'We
 agreed to setting s tooling-aff period

可能な合衆国(U.S.)認 可が機概 斥訟を運命づけている
のを見られる

もし米国(United Stetes)が 経 済の機犠 が2つ の国の

間に話 をする日本(Jepen)の 移動電話 マーケrjト に対

して.そ れが終わ らせる ことがで きた報復的な動 きを

とることに決めるな ら、政府幡報源が月曙日

(Mondey》 を言 った.

合衆国(U.S.)政 府は、合衆国がその会社の若干 に閉 ざ

されると主張する日本(Jepen)の 携帯電話 マーケ ッ ト

rt6itす るぺ きか どうかについて今日までに決断 をす

る ことを期f寺されるo

しか し、源、通商産菓省においての高官の高官 が彼 が

ワシン トン(Washington)が 機核 が先迎話 をする この

ような す く'にちょう ど2つ の国が失敗 したから含意に

達する行動 をとるであろう と信 じないと言った。

「我4は 協議を再問する前に冷却期閻をセットするこ
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  英日/日 英機械翻訳システム

       「ASTRANSAC(R) for WindOws(R) -1

株 式 会 社 東 芝

 東 芝 は、従 来 よ りワー クス テー シ ョン上 の英 日/

日英 機械 翻訳 シス テ ムASTRANSAC(R)の 開発 ・商 品化

を行 な って きま した。 自然言 語 処理 に 関す る ノウハ

ウの蓄積 は豊 富 で あ り、業 界か らの評価 も高 く、

1992年ll月 に は(財)ソ フ トウ ェア情 報 セ ンター

よ り 「'92ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク ト・オ ブ ・ザ ・

イ ヤ ー」の知 識 情報 処理 部 門 に選 定 され表 彰 を受 け

ま した 。

 そ して、 この度 、 さ らに多 くの方 に手 軽 に使 って

い ただ け るよ う、Microsoft(R)NindoWs(R)環 境 の

パ ソコ ンで動 作 す る 「ASTRANSAC for N i ndows」 の

商 品化を 行 い ま した。パ ソ コ ン単 体 で動 作 す る シス

テ ムで あ り、Nindowsな らでは の優 れ た操 作 性 と豊

富 な辞書 や 充実 したユ ーザ カ ス タマイ ズ機 能 によ り

ワー クス テー シ ョン同等 の高 品質 な翻訳 を提 供 しま

す。

■ 製品の特長

◇Nindows対 応 で簡 一単操 作 を実 現

 ・日本 語YS-Nindows3.1の 採用 によ り、使 い慣 れ

  た環 境 で翻訳 作 業を 行 うこ とが で きます 。

 ・メニ3 選択 で 作業 を進 め られ 、パ ソ コ ンに不

  慣 れ な方 で も簡 単 に操作 力河 能 です 。

◇ 様々な翻訳方法を提供

 ・「全文を一括で」 「一文だけ」 「必要部分を指

  定して」というように、用途に合わせた翻訳方

  法を選択できます。

 ・他のツールか らコピー&ペ ーストした文を翻訳

  することができ、手軽に翻訳作業を行えます。

◇ 見やす く使いやすい環境を提供

 ・原文と訳文を見やすく同時表示でき、効率の良

  い作業が行えます。

 ・いちいちマニsア ルを参照しなくても、様々な

  設定について、ヘルプ機能が画面上で操作をガ

イ ドします 。

◇ 高精度 ・高品質な翻訳

 ・6万 語の標準辞書、10万 の文法規則を用いて

  構文 ・意味解析を行い、ワークステーション同

  等の高品質な翻訳を提供 します。

 ・ユーザ特有の文書を高精度で均質に作成するた

  めに、辞書の種類や種々の訳出方法の選択(例:

  「です/ま す調」 「である調」の選択)な ど、

  翻訳環境の設定を文書の内容に合わせて行える

  ユーザカスタマイズ機能をサポー トしています。

◇ 豊富な辞書により様々な分野に対応

 ・「情報」 「電気」 「機械」 「化学」 「政治経済」

  などの専門辞書を用意しています。

◇ マルチ辞書で多種多様な文書に対応

 ・専門辞書 ・ユーザ辞書をそれぞれ複数組み合わ

  せて翻訳を行うことができます。

◇ 辞書内容表示機能を提供

 ・ユーザ辞書の内容、訳語他の学習内容を表示す

  ることができます。

■ 機能一覧

◇ ファイル

  読み込み、保存、クリア、印刷

◇ 原文編集

  未知語検索、翻訳不要句設定、並列句設定、

  挿入句設定、句設定解除、品詞指定(英 日)、

  数指定(日 英)、 並列語検索

◇ 編集

  移動、複写、貼り付け、削除、検索、置換、

  取り消 し

◇ 訳文編集

  訳語選択、簡易置換(日 英)、

 .:



  大 ・小文字置換(日 英)

◇ 翻訳

  全文翻訳、一文翻訳、次文翻訳、範囲指定翻訳、

  クリップボー ド翻訳

◇ 辞書

  辞書参照、辞書登録、辞書削除、辞書内容表示、

  優先度変更(英 日)

◇ その他

  出力形式切り替え、フォント切り替え、

  翻訳詳細環境設定、オンラインヘルプ

■ 動作環境

/サ ーバ シス テムASTRANSAC C/Sの 商 品化 も行 い

ま した。

 一 台の サ ーバ に5台 までの クライ ア ン トを接 続

す る ことが で き ます。 サ ーバ 複数 台 の構成 で は、

必 要 に応 じて ク ライ ア ン ト側 か らサ ーバ の切 り替

え も行 え ます。 翻訳 はサ ーバ側 で、操 作 ・表 示を

クライ ア ン ト側 で行 うた め、 クラ イア ン ト間で の

辞 書 の共 通化 を 図 るこ とが で きます 。

 ◇ 英 日:   545,000円

 ◇ 日英:    545,000円

 ◇ 英 日/日 英: 725,000円

    (1サ ーバ 、1ク ラ イア ン ト)

◇ ハ ー ドウ ェア

 ・対象 機 種:PC/AT互 換 機 、1℃98シ リーズ

 .CpU:     i486DXII以 」二

 ・最小 主 メモ リ:8YB(推 奨16YB)

 ・最小 デ ィス ク:20YB(各 翻 訳 方 向につ き)

◇ ソ フ トウ ェア

 ・日フ酷 吾NindoWS3.1

■ 価 格

◇ 英 日:   198,000円

◇ 日英:   198,000円

◇ 英 日/日 英: 330,000円

◇ 専 門用語 辞 書:50,000円(一 分野)

■ 関 連 商品ASTRMISAC CISの 紹介

 ASTRANSAC for N i ndoWsと 同時 に、企 業 や研 究

機 関 で の グル ープで の使 用 に適 した ク ライ ア ン ト

■ 関連 商 品 酪1㎜C!"ebの 紹介

 照 騨(Norld Aide Neb)上 で翻 訳 サ ーバ機能 を 実

現す るASTRANSAC/Nebを'95年7月 に商 品化 します

 胃mrブ ラ ウザで ユ ー ザが翻 訳 した い文書 を指 定 す

る と、翻訳 した結 果 を ブラウ ザに表 示 します。

■ 問い合わせ窓口

 (株)東 芝

    コンピュータ事業統括部

      TEL O3-3457-2725

*NindoWsは 、 米 国Microsoft〔:orporat ionの 米 国 及

 び そ の 他 の 国 に お け る 商 標 で す 。

*Microsoftは 、 米 国Yicr〔 〕soft Corporationの 米 国

 及 び そ の 他 の 国 に お け る登 録 商 標 で す 。

 本論文に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商

標として使用している場合があります。

 .・
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日鱗 欄 訳 シ ス テ ム(HICOM-MT)

  (HItachi COYmunic:ation network -Lachine Translation)

株式会社 日立晴報ネッ トワーク

1.は じめに

 近年、経済的に急成長を遂げている韓国との経済

的、社会的交流が活発化 しています。このような状

況に鑑み、日韓両国間のコミュニケーションの円滑

化及び翻訳業務の効率化を目的として、パソコン上

で作動 し、日常業務で使用する文章翻訳を簡便に実

現する日韓機械翻訳システムを'94年9月 に開発

しました。 なお、本システムと対になる韓日機械

翻訳システムも既に開発 しております。

2.開 発目的

(1)日 韓両国間のコミュニケーションの円滑化

(2)コ ンピュータによる翻訳業務の効率化

   日本語入力にはoCRで 対応可

   (期間の短縮、コストの低減)

(3)パ ソコン上で一括翻訳/対 話翻訳を実現

3.応 用分 野(用 途)

(1)技 術 文書 、マニ ュアル等 の 翻訳

(2)ビ ジネス文 書の 翻訳

(3)言 語 教育

4.本 システムの特徴

(1)日 韓両言語に最適な翻訳方式を採用

  日本語と韓国語は、次の点で、極めて類似 した

  構造を持っています。

 (a)語 順が 日本語とほぼ同じである。

 (b)助 詞に相当する語が存在する

 (c)用 言が活用する

  この類似性に着目し、語や句、節を置き換える

 構文ダイレク ト方式をべ一スにした効率的な翻訳

 処理を実現 しました。

(2)訳 語選択が可能

  文中の単語に複数の訳語候補がある場合には、

 訳語選択規則(共 起情報)を 記述できます。また

 訳語の意味を意味マーカで記述でき、その意味マ

 一力を訳語選択規則で使用 します。これらにより

 訳語選択規則は、簡単に書けるような形式になっ

 ており、ユーザが自分の用途に合った訳出を行な

 うことができます。

(3)高 速な翻訳速度を実現

  66,000字/時(1486DX266冨Hz使 用時)

(4)翻 訳文の文字構成を次のように指定できます。

  ハングル文字のみの翻訳文。韓国漢字混じりの

  翻訳文。韓国漢字 ・英字混 じりの翻訳文。

(5)基 本用語辞書にはlOO, O〔}0語 を用意

  翻訳用辞書の特徴としましては、

  *訳 し分け規則が簡単に登録できます。

  *ユ ーザの用途に合った辞書を作成できます。

5.翻 訳方式

 対話翻訳と一括翻訳の2種 類の翻訳方式を提供 し

 ます。

(1)対 話翻訳

  原文を入力すると即時に訳文を表示します。

  対話形式で翻訳を行います。

(2)一 括翻訳

  DOSフ ァイルに格納された複数の文書を連続

  して自動的に翻訳 します。

  大量の文書を翻訳する場合に便利です。

6,文 書印刷

 原文 ・訳文両方印刷、原文又は訳文のみの印刷

 などの出力書式を指定できます。

7.辞 書保守機能

(1)用 語の登録、削除、変更、印刷が容易に行なえ

  ます。

(2)簡 易入力と詳細入力の2方 式を提供 します。

〈 価 格 〉

  日韓機械翻訳システム  298,000円

一70一
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日本語厨 高

韓国語原稿

入 力 機械翻訳

[]⇒

訳文編集 訳文出力

● レーザ ブ リン タ

●3.5イ ンチFD

・HDD

翻訳結果

● キー ボー ド

●3.5イ ン チFD

盤

團

●一括翻訳
●対話翻訳

●訳文の変更、
 修正

⇒ 塁
       倉

≡講 ・㊥

⇒ ⇒[皿

〈動作環境〉

日韓翻訳の例

★★日韓機櫨闘訳(対 話翻訳)★ ★(日 本晒冨回〉"国 艦酌

ll 611 1 い  , に  .コ ン ユータ  筋に い   し した,墨 、 U
酵諭に次のような箇亥があり2し た.

近々口立 レビ1-1二 も惜臓し2す ・

エキスパートシステムの7ア ジィ推鹸`日 窪静凶1991r,旦91

斎国ホテルのスi一 トを,0月 ほ日t=,ク イン,iollxi日 チニ7ク アウトで

予的 し筆した.

斜釦 脱瀞 で哺45働 円でナ.

戚田への出迎えは必賢か旬らせて下さい.

随YtV+i壱 」樋 醐鴫,噂畳哨^}噸畢鴫■期魁層哺, N4ti層{H→ 督

鴫噌亡ヒ量●1蝕"舎圃4,

噌刈嚇●卜●博q鴫 昏朔ユ曽刈嘘44.

唱を搏Alム噸M鱒 刈 季モ 曜巾H噌 曇聰軌噸贈 」LP

刈骨二電明ム輔二畳且o暫駈5智帽コ",り 層劉噌欄舞・}会ムユ圃

噂煽○開略,
二弓■褐書燈旦◎a噌 ←二16}㎝ ¶開咋
も掴噂唖・}歴 望二廿刈讐輔刊A匡

口 国国囲 口口團口 国口口 回
英験'卜触                            連R漢

機種

メモ リ

HD

適用OS

プ リ ンタ

VGA対 応 のDOS/V搭 載機

3.8MB以 上

20MB以 上

MS-DOS 5. OJ/V以 上

ESC/P対 応 ペー ジプ リン タ

  日本語印刷用 フォン トはプリンタ内蔵又は

  システム内蔵要。

〈ソフ トウェア仕様〉

a.: 一★★日韓機械層訳 じ括翻 )1★☆(日 本騒日一>a国 語)
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1器惣 擬li翻:1:1:.'「 萎弄轍,
      ・!・ ㌔ち㌧ ・ ,・
   `.・  '1  ㌦ 8 ・.

INPUT COMMAND>

卯屡口国口口国口口口国鳳

辞書

翻訳

基本用語辞書

ユーザ用請辞書

約100,000語

(ハー ドディスク容量迄)

最大4辞 書まで指定可

翻訳方式

翻訳速度

翻訳モー ド

訳文

翻 言尺文寸象file

支援機能 訳文印刷

辞書編集

構文ダイレクト方式

約66,000字/時

(486DXO 66MHz)

一括/対 話翻訳

ハ ングルのみ/漢 字混 り/英 字

混 り、辞書に未登録の 日本語漢

字単語を韓国語漢字に変換、

OCR入 力 日本語原文の補正

DOSフ ァイル

入力方式

サイズ(A4)

基本用語辞書の登録、削lkf'.

変更、印刷

訳詔の入替え追加

ロー マ 字 入 力

ハ ングル入力

〈問 い合わせ先〉

株式会社 日 立 情 報 ネ ッ トワ ー ク

  iGL. 03-5493-9815

  FAX. 03-5493-8472

NS事 業部
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鰻
使える英語、使える翻訳、日英翻訳 ソフ ト

      「j-London J/EJ

難 高 電 社

本ソフトはワークステイションで築いた、最高峰の翻訳技術をそのままに継承 し、約9万 語の基本

辞書に加え、34分 野にもおよぶ専門用語辞書(オ プション)で あらゆる分野の翻訳を強力にバッ

クァップして、使い易さと低価格を実現 したハイレベルの本格的機械翻訳ソフトです。

■ 対訳エディタ

 原文と対訳が左右対照に表示されるので原文と訳

文を見くらべながら、前編集一〉翻訳一〉後編集が

スムーズに行えます。

■ 翻訳制御

 きめ細かい翻訳制御により、思い通りの的確な翻

訳結果を得る事が出来ます。

1.補 う主語 :省略されている主語を補いまた、

       任意に補 う主語となるスペルを設

       定出来ます。

2.区 切り文字:任 意の区切り文字を設定し、各文

       書を独立の文として翻訳します。

3. 一'の一'の訳出:原 文中で、ごの一'が含まれる文

       書の訳出を制御 します。

4.'、 ごの訳出:読 点 「、」を格助詞として扱 う

       設定ができ、新聞文などを翻訳す

       る場合に威力を発揮 します。

↑ 対訳 エ デ ィタ⇒

訳語選択b

  ..,ti

鵡鎧 ・薫 購 鵜  

難欝讐懲 繊鞭寒、「構 、「。、騨 騰 懸 鱗懸鞭 懸 盤 糠纏 懲 閣禦 鯉 睡 郵 遡"
                 難 黎雛
編 脚

.遡 珪
     ・曲 濾 鱗」
歎 ㈱翻惣1雲 彗遡 蒙彗 N7、1

∴ ∵e

1匝 鰍 ・F・

A鋤 ・ 
.

叢

L禮
,   。、,懸

'1λし:曇 ,、  ㌍    シ尋 噛
下・

尊;  教P b ・r.辱 、

「 1 ひ'・ 、」 るい %・ 薗卍 励 仁Fl、  .昌li r,ワ
.・

灘鎖鞭 瞭 創   翻 灘1鍵劃鰻剣

難瀦擬羅灘騰 纏灘 難羅臓灘襲醗灘鎌 購灘 購難鰺訓
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■ 訳語選択、訳語学習

 翻訳後の訳語の変更を辞書から簡単に選択できま

す。さらに選択 した訳語は次回の翻訳から第一訳語

として学習させる事ができます。

■ ユーザ辞書登録

 名詞、動詞、形容詞、形容動詞、副詞、単位の細

かい分類による指定、各種活用形の指定、派生型訳

語の指定により柔軟な翻訳結果を得る事ができます。

〈動 作環 境 な ど 〉

●OS/日 本 語MS-WINDOWS 3.1以 上

●CPU本 体/日 本語MS-WINDOWS 3.1

以上 が動 作 可能 な もの

● メモ リ/12MB以 上

●ハ ー ドデ ィス ク/50MB以 上 の空 き容 量が 必 要

● プ リンタ/日 本 語MS-WINDoWS 3.1以

上 で使 用 可能 な もの

● マ ウス/日 本 語MS-WINDOWS 3.1以 上

 で使 用 可能 な もの

●供 給媒 体/3.5イ ンチ(1.44MB)ま たは 、

 CD-ROM

■ 専門用語辞書(34分 野)

化学 !0」00語 10.000円

価 格 98,000円

医学・薬学

ビジネス

環境

金融

法律

軍事

航空・宇宙

情報処理

金属

バイオ

建築・土木

電気

エネルギー

機械

数学・論理

計測

204.400語

Q7.700語

2.400認

,zoo語

3.500

22,300語

73,800三吾

QI,300語

4.900語

18,000語

11.20朧

22,00朧

3.200

1ア,700言吾

2.QOOO

z.000

zoo.000円

40,000円

10,000円

10,000円

10.000円

20.000円

io.000円

40,000円

io.000円

20.000円

10.000円

201000円

10,000円

20.000円

10,000円

io,000円

豪供給媒体:3.5インチ(1.44MB)の み

原子力

光学

物理

フラント

鉄道

船舶

繊維

自動車

気象

ガス

LAN

科学一般

ANSI用 語

MIL用 語

人名

住所

3,500語

2,500語

2.900語

18.700語

1,3000

9,300認

3.400語

90フ00語

1,500語

9.900語

3.200語

ie.900語

3,900語

10,400語

68,700三 吾

5,800語

io,000円

io,000円

10.000円

zo.000円

)0.000円

10,000円

io.000円

10,000円

10,000円

10,000円

10.000円

201000円

10,000円

10,000円

70,000円

10.000円

姉 妹翻 訳 ソ フ ト

英 日翻訳 ソ フ ト

 「j・London EJ」

日英 ・英 日翻 訳 ソフ ト

X98,000

  「j・Londonツ イ ンセ ッ ト」¥168,000

rj・London EJ/JE」 体験 版CD-R

OM無 料 配 布 キ ャンペ ー ン実施 中(先 着1000名

様 まで)

ユ ーザ ーサ ポ ー ト窓 口

〒545大 阪市 阿倍 野 区昭 和町3-7-1

電 話 番 号 (〔〕6)682-2882

FAX  (06)629-3841

受 付 時 間 川10:00～12:00PYI.00～5.00

「デ ー タ シ ョ ウ'95」

期

場

物

 

 

展

会

会

出

主

   平成7年10月30日(月)～11月2日(木)

   東京国際見本市会場(晴 海)

   コンピュータ及び関連機器、周辺端末装置、コンピュータソフ トウエァ

   コンピュータネッ トワーク、情報サービス、情報処理関連図書、刊行物

催・(社)日本電子工業振興協会・通信機械工業会 後援予定 通商産業省、郵政省
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※ ※ ※ ※ 第5回 通 常 総 会 議 案(抜 粋)※ ※ ※ ※

94年 度 事 業 報 告

1調 査研究活動

 機械翻訳の普及、啓蒙を図るにはその情報発信基盤

の強化が必要であり、これがために21回に及ぶ調査、

研究会を開催 し、例文評価、需要予測等にかかわる諸

問題の討議、実態調査やその方向付けを行った。

(1)例 文評価研究会活動

 ユーザ翻訳困難例文を抽出、各社システムで訳出し

 た結果に基づき、その言い換え例検討、さらにこれ

 を再度機械処理 し、またネイティブチェック結果も

 検討、システム改善に努めた。

(2)需 要予測研究会活動

 ①単なる翻訳に留まらず、異国情報の収集、伝達の

 観点から翻訳の生産性、情報、業務の生産性向上策

 について機械翻訳が如何に貢献できるかを検討。

 ②OAとの関連性から専門家によるヒアリングを積

 極的に実施 し、基礎知識を拡大 して行った。

 ③ハードの価格低下と翻訳ソフ トの多様化傾向を

 分析 し、その動向を検討 した。

(3)利 用技術研究活動

 (1)Mindows版の創出により、NTの操作性は著 しく向

 上し、またユーザの声を組み上げた各種機能も充実

 して来たことでもあり、この動向を見極める情報交

 換を実施 した。

 ②MT庸勢の激変もあり、新たな研究活動に取り組む

 べくテーマの検討をおこなった。

 ③別途WGで ユーザ講習会用テキス ト検討、作成。

2機 械翻訳の普及啓蒙事業

調査研究活動の成果を基にして、具体的な普及促進

のためのセ ミナーや講習会等を開催、機械翻訳の知名

度向上と啓蒙活動を実施 した。

:1)機械翻訳セミナーの開催

92年事業として実施 した研究活動の成果を公表す

 る研究成果発表会を開催 した。

時

所

マ

 

 

I

日

場

テ

平成6年6月22日

東京/機械振興会館

①研究会成果の発表

②EB-YTシ ステムの開発

       ③ユーザ肛利用事例3件 の発表

       ④講演 「国際化と翻訳の動向」

(2)ユーザ実務講習会の開催

時

所

容

日

場

内

参画企業

平成6年11月25日

名古屋商工会議所 大ホール

①機械翻訳の概要説明

②各社別機能概要説明

③ユーザ参加の実習

4社 、機器システム20台 設置

(3)協 賛 セ ミナ ー

 ①TCシ ンポ ジムAAl1Tセ ッ シ ョン

時

所

容

日

場

内

平成6年8月26日

東京/工学院大学

①機械翻訳の概要説明

②前処理の技術

③後処理の技術

② 翻訳 の 日 シンポA川Tセ ッ シ ョン(主 催JTF)

時

所

容

日

場

内

平成6年10月1日

大阪/日 経新聞本社

①機械翻訳の企画意図

②機械翻訳の辞書

(4)翻訳現場見学会

  月  日 平成6年4月6日

  訪 問 先 浜松 難データプロセス研究所

  内  容 文書推敲ソフトと機械翻訳の効率化

(5)専門家のヒアリング

 ①9月30日 「産業翻訳革命」   鳴海武史氏

 ②11月30日 「OAと 事務生産性」 鈴木曜太郎氏

 ③12月16日 「PCで技術文献を翻訳」立田種広氏

 ④1月24日 阻T,HTの生産性比較」 天野真家氏

 ⑤2月15日rNTを 用いた翻訳効率化」江原輝将氏」

3 協賛事業

 機械翻訳関連の諸団体との連携を深め、情報交換

や情報収集を行い、その結果はAAMTジ ャーナル

等を通 じて会員に広報した。

(1)平成6年8月 東京/NECホ ール

   rColi㎎魍 チュー トリアル」広報協力

(2)平成6年1021日 東京rycnホ テル
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   「翻 訳 フ ェア'95」(JTA主 催)広 報 協 力

4 協 力事 業

 J7'F、JTA、JPIIEC、JEIDA、CI㏄、EDR等関係 団体 と情報

交換 を行 い、各 種調 査 、研 究成 果 の情 報入 手 やエ ベ ン

ト紹 介等 を 実施 した。

5 広報、機関誌の発行(編 集委員会)

 製品紹介やユーザ利用持事例、ヒアリング結果、技

術解説等を積極的に収集 して会員に広報すると共に

IAIIT広報誌にも転載され、世界に情報が提供された。

①AAMTジ ャーナル(和 文版)(英文版)

 新製品の紹介、利用技術ヒアリング、カントリーレ

ポー ト、シンポジウム報告、トピックス等

 No.7 rBehav i or Tran、現状、見通 し、及び原理」

             台湾、清華大 張 景新

 N6.9「 中間言語方式のYTに求められるもの」

             中国、清華大 黄 晶寧

    「インドネシアにおけるYT研究成果」

             ;..ダ ルマワン

    「タイにおける言語処理研究」

             NECTECウ ィラット

    「マレーシア遠隔勤務環境におけるYT」

            ITNL ユヌス

N6.10「 シンガポールの機械翻訳研究」

            ISS 薫 振東

   「チベット語情報処理技術の現状」

            青海師範大B.S. K. Tshogs

②NTニ ューズレター

No.8～10世 界の機械翻訳研究、技術開発動向、イベ

     ント開催案内

③研究成果報告書(94年 版)利用技術、システム評価、

         NT需要予測等の研究成果

④YT-Su■nit Iv予 稿行集の頒布

6 国際協力

  内外関係団体と協調 し、情報交流の充実に努めた。

(1)IAl1T関連

  YTNLの 発行、海外シンポ開催情報交換等を行った。

(2)(財)国 際情報化協力センター(CI㏄)との連携

  情報処理に関するアジア関連情報の収集を行い、

またイベント情報等を会報を通 じて広報した。また機

械翻訳の普及のためCI㏄ライブラリー(29力国)へ広

報誌を提供 している。

95年 度 事 業 計 画

1事 業 方 針

(1)調査研究活動の積極化

  機械翻訳システムの普及啓発にはそのベースと

 なる情報発信基盤の整備、強化が必要である。これ

 がため従来にも増して調査や研究を、研究会やAG

 を通 じて積極的に展開して行く。

  また協会事業 も5年 目を迎えることでもあり、

 新規研究テーマの発掘と研究推進を図る。

(2)普及啓蒙活動の推進

 機械翻訳の知名度を高め、効率的な利用と各界各層

 への定着をはかるため、関連団体、他団体とも連携

 し、潜在ユーザの発掘、利用の拡大、効率的活用のた

 めの啓発活動を行う。

(3)協会運営基盤の維持強化

 協会運営基盤の維持、強化には会員の増強が不可

 欠であり、単に翻訳関連業界内にとどまらず、広く

 ユーザの参加を呼びかけ会員層の拡大をはかり、運

 営の安定化を図る。

2.具 体的な事業計画

(1)研究会、講演会、見学会の開催

 ①調査研究活動として技術動向調査、市場動向調

 査、例文評価研究等を実施する。

 ②翻訳現場見学会を開催し、利用実態等の調査等

 を行う。

 ③研究成果を啓蒙するためのセ ミナーを開催する。

   キス トの編集をおこなう。

④翻訳関連の認識を高めるため講演会を開催する。

(2)ニューズレータ、その他の刊行物の発行

 ①AAYTジ ャーナルを発行していく。

 ②研究成果を普及させるため、ジャーナルに掲載

  する。

 (訓Tニ ューズレター(IAYT編集)の発行を通 じ、世

  界の盟T情報を紹介していく。

(3)教育、訓練コースの開設と実施

 ①各地関連団体と協力 し、機械翻訳実務講習会

  を開催する。
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 ②他団体と協力し、セミナー等に参画して行 く。

(4)機械翻訳に関する技術開発

 ①研究成果をべ一スにその技術、技能等の情報

  交換に努める。

 ②学会、他団体と協賛、協力し、機械翻訳の情報

  交換を積極化する。

(5)システム評価方法等の活動

 ①例文評価その他の研究等を通 じて評価や対応

  策を検討する。

(6)MT利用ガイ ドラインの作成

 ①機械翻訳利用技法の調査、研究を行い、実務テ

  キス トの編集を行う。

(7)技術調査、情報、文献の収集

 ①各種調査機関、関係学会、関係団体、官公庁

  等の技術文献の収集を行い、ジャーナル等を

  通 じて会員にフィードバックしていく。

  ②研究会活動の場で専門家を招聰 し、ヒアリン

   グを実施 し、情報の収集を行う。

(8)学術的調査、研究の推進

  ①シンポジウム、セミナーを通 じ調査研究の促

   進をはかる。

  ②関連学会、関連団体のシンポジウム、セ ミナー

   等に協賛協力 していく。

(9)関連団体、諸団体との協力

  ①国内関連団体の他、アジア地域の関連団体と

   協力関係を維持 し、情報の提供、収集等の活動

   を行 う。

  ②1川T関連の海外団体とも連携を強化し、情報交

   換等を活発化していく。

(10)その他必要な事業

  ①会員の要望、提案をベースに機械翻訳の普及

  啓蒙のため事業を積極的に検討実施して行 く。

94年 度 決 算 95年 度 予 算

費

金

入

 

会

収

会

入

雑

部S入椒

受 取 利 息

(当期収入計)

前期繰越金

収 入 合 計

(94年 度 予 算)

15,000,000

  so,000

  500,000

  150,000

15,680,000

15,737,292

31,417,292

(実  績)

12,455,000

  22,000

 3,222,411

  186,130

15,885,541

15,737,292

31,622,833

(95年 度 予 算) 備

12,000,000

  30,000

  600,000

  150,000

]2,780,000

16,131,120

28,911,120

考

《支出の部》 会議活動費

     団体加入費

     印 刷 費

     翻 訳 料

     事務所諸費

     物 件 費

     賃 借 料

     手 数 料

     保証金減耗

     予 備 費

     当期支出計

     (当期収支差)

     合計収支差額

2,430>000

 goo,000

2,400,000

 400,000

8,450,000

 300,000

4,600,000

  20,000

 280,000

12,237,292

31,417,292

1,240,064

 239,000

1,499,239

 548,658

6,832,318

 257,500

4,573,200

  10,854

 290,880

    0

15,491,713

 393.828

16,131,120

2,150,000

 250,000

2,000,000

 650,000

8,360,000

 soo, ooa

2,500,000

 20,000

 150,000

12,231,120

28,911,120

    0
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日

内

MT SUMMIT V
フ ゜ロ ク"ラ ム

程 本 会 議一1995年7月ll日(火)-13日(木)

     チュー トリアル=7月10日(月)

     ウェルカム ・レセプション(懇 親会)-7月11日

     バ ンケ ット(夕 食会)-7月12日

     EC翻 訳サービス実演=7月13日 午後3時 半～5時

容

7月10日(月)午 前9時 ～午後6時 [内容:チ ュー トリアル、展示 」

  セッション1～4 (全体説明・MT運用の現場・効率的な運用の秘訣・現行 システムの

           基礎技術)

7月11日(火)午 前9時 半～6時

  プログラム1.MTの 過 去

        ・過去のMTか ら学ぶ こと ・MTの 成否を分 ける要因

  プログラムII. M Tの 現 在 一方法論 とシステム

        ・大型プロジェク ト開発METAL、 ATLAS、 Logos社 、露英M T他

        ・ECCのMT現 状 ・MTの 資源e辞 書、対訳 コーポラ

         Eurotra、 EDR他 ・小規模M Tの 開発

7月12日(水)午 前9時 ～午後6時 半EAMT総 会(兼 昼食会)、

  プログラムII.(続 き)方 法論とシステム

        ・世界のMTの 全容 と地域毎の開発 南北 アメリカ、チェコ、

         ヨーロッパ、製品動向

  プログラム皿.MTの 現 在 一期 化、囎 、応用

        ・現在のMTの 経済効率一前・後編集、オンライン環境、多言語処理

        ・ビジネスインフラと業務処理に組み込まれるMT

  プログラムW.MTの 未 来

        ・研究開発の将来 ・MTの 評価JEIDA、 CITI、 脚A、 旭㎜PATIALE

7月13日(木)午 前9時 ～午後1時

  プログラムW.(続 き)MTの 未来

        ・MTと 音声 ・MTと ネ ットワーク、情報収集 多言語情報

         処理、音声翻訳 ・MT研 究開発の存続を訴える MTとOA、

         デジタル文書情報 と多言語サービスの技術
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